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「うひぃ！　あったかい！」

　季節外れの南風が関東平野に流れ込んだ二月二四日。春を一足先に感じるポカポカ陽気である。わたしこと、峰みね倉くらあすみのテンションは高い。やっと、長く苛か酷こくな冬が終わり芽め吹ぶきの春が近づいているのだ。寒風で凍こおりついた脳みそが溶け、お花畑が広がろうとしている。

　春ちゃんバンザイ！　冬将軍をやっつけろ。春はる爛らん漫まんを願うわたしだが、隣となりを歩く美少女に叱しつ責せきされた。

「……あすみ。『うひぃ』とか唐とう突とつに叫さけばないでくれる？　あなたの奇き行こうで目立って仕し方かたがないわ」

　ポカポカ陽気の中、通学路を一緒に歩くのは河内こうち利り沙さ。

　美少女という三文字は利沙のために作られたと思えるほど美しい女子中学生。いつの間にか一緒に登校する関係になっていた。一応、友達であるが、わたしたちの関係は単純ではない。だって……

「あすみ、河内の言うとおりだ。大人しく歩け。車に轢ひかれるぞ」

　わたしの右隣を歩くのは高たか柳やなぎ君。

　高柳尚なお人と。一三歳。

　身長は一七○センチ、体重は五八キロ。その凜り々りしく引き締まった容よう姿しは、わたしを捉とらえて離さない。しかも、成績優秀、運動神経抜ばつ群ぐん。野球部のレギュラーにして生徒会の役員。知力体力ともに優秀なハイレベル中学生。













　そんな高柳君を利沙「も」狙ねらっているのだ。最近のわたしは利沙が高柳君に手を出さないように見張るのが日課になっている。だって、高柳君の隣に利沙がいると、これ以上ないくらいお似合いカップルになるんだもの。

「利沙。もっと端はしを歩いてよ。できれば側そつ溝こうの中を」

「あすみこそ、お子様なんだから安全な所を歩きなさい。側溝の中が最適よ」

「何おう！」

「あすみ、前を見て歩け」

　彼の大きな手がわたしの頰ほおに触れてグイッと前を向かせる。その仕し草ぐさがもっとスローモーションなら良いのだけど、実際は平手打ちを喰くらっているようなものである。だが、一瞬の触れ合いすら心地ここちよい。

　高柳君とわたしは幼なじみで同じ中学二年生。生まれてからずっと彼のことが大好きなんだけど、告白の機会を窺うかがっている間に利沙というライバルが現れてしまった。この利沙という女、強敵である。信じられないけど、先月告白して断られたにもかかわらず諦あきらめていないのだ。どうやら、拒こばまれると燃え上がる性格らしい。だって今日も彼の関心を得るために何か企たくらんでいるようである。利沙は通学カバンだけでなく怪あやしげな紙袋を持ってる。見たところ、お弁当が入っているっぽい。

「……まさか、休み時間に食べてもらおう的な魂こん胆たん？」

　小声で尋たずねると、途と端たんにカァッと赤くなる利沙。手作り弁当で好感度アップな作戦を計画していたようだ。

「ち、ちがうわ！」

「何が違うんだ？　河内？」

　挙きよ動どう不ふ審しんな利沙の顔を高柳君が覗のぞき込こむと耳まで赤くしてしまった。そして、「とも、友達にあげ、あげ、あげるお弁当です」と呂ろ律れつの回らない口で言い、自分の失敗に顔を曇くもらす。こいつは自分がイニシアチブを取れないと途端に弱くなってしまう。頭が切れるにもかかわらず、そんな弱点があることを、この一カ月の間に知った。神様は公平じゃないけど希望を残すようだ。利沙はガッツポーズをしたわたしを忌いま々いましげに睨にらむと何を思ったのかわたしの襟えり元もとに手を伸ばした。

「……あすみ、タイが曲がってるわ」

「え？　曲がってないよ？」

　利沙はわたしの胸元のリボンをほどいて結び直す。そして、締め上げた。

「ぎょへ！」

　リボンが首に食い込む。

「お前ら、随ずい分ぶんと仲が良かったんだな」

「ええ。あすみと私は親友です」

　まぁ、彼女とはそういう関係なのだ。そして、親友はもう一人いる。彼女はいささか特とく殊しゆで、生おい立たちや生態を説明しても一般人には理解できないだろうし、天てん竺じくで修行を積んだ僧そう侶りよでも全てを悟さとるのは難しいに違いない。

　だけど、今日も彼女に会えると思うと胸が高鳴る。

「……馬ば鹿かあすみ。首を絞しめられながら笑っていると本当に怪しいぞ……って、俺は馬鹿に構っている暇ひまはないんだ。二人ともまたな」

「たかやなぎくーん、かーむばーっく！」

　唐突に高柳君は走り出すと、都道の方から歩いて来た野球部の元部長さんと合流してしまった。

　それでも利沙は会話ができただけで満足だったようだ。だって、利沙がわたしと登校を始めた理由は「あなたと登校すれば高柳君とも一緒に歩けるでしょう」……なのだから。

　行動力だけは見上げたものである。

「ところで利沙よ……さっき、わたしのせいで目立つとか言ったけど、それは誤ご解かいだよ。あんたがこっちの通学路を使っているからだ」

　現在時刻は午前八時三分。

　駅方面からの通学路に《Ｃ組の妖よう精せい》こと河内利沙が出現しているものだから、ウブな男子どもは大変なことになっている。

　一年男子は美しすぎる上級生にカルチャーショックを受け、二年男子は発情し、三年男子は合格した高校名を忘れている。その滑こつ稽けいな顔はわたしを楽しませるが、彼らと一緒に登校する女の子たちの方は大変なことになっていた。三年男子に腕を絡からますゴスロリ少女は冷たい眼めで利沙のことを見ているし、二年男子に肩かた車ぐるまされているミニスカ美人秘書はブツブツと利沙に悪口を浴びせる。この一風変わった少女たちは、男子たちの「彼女」ではない。いや、「人」ですらない。

　人呼んで《妄もう想そう少しよう女じよ》。

　いや、わたしにしか見えないから、わたし呼んで《妄想少女》だ。

　前を歩く中三男子に憑ついているのはゴスロリ少女。一見すると黒い装しよう束ぞくに身を包んだ典型的なゴシックロリータだが、彼女は浮いている。あの真っ黒な衣装が通学風景に「浮いて」いるのは確かだが、飛行力学的にも浮いている。ようするに厚底ブーツが地面についていないのだ。ゴスロリの精神性と神しん秘ぴ性せいに則のつとれば問題はないけど、常識からは逸いつ脱だつしている。

　その先を歩く中二男子に憑いているのは美人秘書さん。黒いスーツの胸元に「第一秘書課」と書かれたネームプレートを輝かせているというのに、小太り男子に肩車されてスカートが際きわどいところまで捲まくれている。黒ストッキングが伝線しているのは男子の趣しゆ味みだろう。この男子が秘書を雇やとうことは一生ないだろうけど美人秘書を肩車する発想は非ひ凡ぼんである。

　普通の人が妄想少女を見れば驚くはずだが、わたしにとっては見慣れた日常である。

　天高くから「魔法少女」が飛んで来たって驚かない。昨今のアニメや漫まん画がに出てくる魔法少女を究極的に融ゆう合ごうさせた彼女も、誰だれかの妄想少女なのだ。

　妄想少女は男の子の願望や理想が具現化された女の子。もっと簡単に言えば、悶もん々もんとした欲望の産物。

　利沙に嫉しつ妬とした魔法少女が極大魔法を放っても効果はない。それどころか、利沙には妄想少女が見えていない。くどいようだが妄想少女はわたしにしか見えないのである。

　その理由は簡単だ。今も眼に入れているコンタクトレンズのおかげ。

　ちょうど一カ月前だろうか、不思議な虚こ無む僧そうからコンタクトレンズを授さずかり、男子に宿る妄想少女が見えるようになったのだ。今歩いている通学路で「お主に悪あく霊りようが憑いておる！」などと言われ、その「除霊」をするためにコンタクトをプレゼントされたのである。

　そして、わたしは彼女たちが見えることで不思議な事件に巻き込まれたり、逆に救われたりする苛酷で楽しい中学生ライフを送っている。それが、わたしの特殊能力であり日常である。

「あすみ。キョロキョロして挙動不審よ。また、電波が飛んでいるのかしら？」

　おっと、いかん。いかん。

　利沙がわたしを不審者扱いして距離をとる。ついつい、マジックパワーを使い切った魔法少女の様子がおかしくて見入ってしまったのだ。おかげで最近のわたしは電波女扱い。それでも、わたしは妄想少女が大好き。だって、妄想少女の親友がいるのだから。

「おはよう。峰倉さん！」

　駆けてきたのは佐さ島じま君。

　高柳君の親友で、黒くろ縁ぶちメガネをかけた優等生風の男子だ。いい奴である。そして、彼に宿る妄想少女は最高にいい奴。ものすごくいい奴。わたしは頭の中で彼女に語りかける。

「リサ。おはよう」

『おはよう、あすみ。今日もがんばろうね』

　佐島君の隣を歩くリサは今日も前向きで元気一杯。しかし、リサの美声はわたしにしか聞こえない。彼女の綺き麗れいな顔もわたしにしか見えない。つまり、リサも妄想少女で「リサ」と「利沙」は同じ顔をしている。それはさほど難しい理由ではない。

「こ、河内さん。おはよう！」

「おはよう、佐島」

　熱意過多な挨あい拶さつに対して、そっけなく応じる利沙。モジモジ片思いの佐島君。だから、彼の生み出した妄想少女のリサは「河内利沙」と同じ顔なのである。

「リサ。今日も元気みたいね。というより、今月に入ってからずっとハイテンションのような」

『そりゃそうよ。河内さんと一緒に登校できるんですもの』

　恋する乙女おとめみたいな眼まな差ざしで利沙をみつめるリサ。佐島君が利沙のことを好きなので、リサも大好きなのだ。考えてみれば、利沙がこっちの通学路を使うようになって一番得をしているのが佐島君なのかもしれない。

　そのまま三人で下げ駄た箱ばこまで行くのがこのところの習慣だ。本当は高柳君もいれば最高なんだけど、彼は学校に近づくと知り合いを見つけてわたしたちと別れてしまう。

　だけど、二月二四日。その習慣に変化が訪れた。それは校門で《Ｃ組の妖精》が腕時計を見たことによって始まった。

　ニッコリ笑って、校舎裏を指差す河内利沙。

「ふたりとも。ちょっと、いいかしら」

　そのニッコリ笑顔に毒が潜ひそんでいることをわたしは知らなかった。いや、たとえ知っていても美少女に弱いわたしは彼女に逆らえないし、彼女のことが好きな佐島君は姫ひめの執しつ事じが如ごとくである。

　こうして、わたしと佐島君は校舎裏に連れて行かれ、彼女からある指令を下されたのだ。その結果、わたしは多大な苦労を強しいられることを予感し、佐島君は顔を赤くすることになった。

　だって、利沙がわたしの胸ポケットに滑すべり込こませたのは、愛あい欲よく過か多た、恋れん愛あい無む知ち、理り性せい皆かい無むな中学二年生にとって「早すぎるチケット」だったのだから。
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「二人で過ごす純白の夜～まどろみへの招待状～」

　利沙から受け取った白い封筒には、「おいおい」とつっこみたくなるようなキャッチコピーが書かれたリーフレットが入っていた。谷折りになった紙を開くと、ライトアップされたゲレンデを滑かつ走そうする美男美女の写真が眼に飛び込み、ホテルの豪華なホールと内湯つきの清せい潔けつな部屋、それに美お味いしそうな西洋料理のメニューも紹介されていた。

『……あすみ、どうするつもり？』

　席でリーフレットに眼を落としているとリサから尋ねられた。フワフワした足取りで高柳君の椅子に座るリサ。興味深い太ふと腿ももの露ろ出しゆつが増した。スカートの裾すそとニーソックスに挟はさまれた腿の膨ふくらみが素晴らしい。ひざまくらされたら二度と起き上がれないだろう。

「……興味深いね。うん。実に興味深い」

『そのチケットのことよ？　わかってる？』

「わかってるやい」

　リサは太腿の上に妄想マフラーを載のせて隠かくしてしまった。少しは他の妄想少女たちを見習って眼の保養をさせて欲しい。

　我がＤ組には三○人の生徒と、男子に宿る一三人の妄想少女がいる。クラスメイトたちは朝の会を前にして情報交換と雑談に明け暮れているが、その周りには可か愛わいくも猥わい褻せつな妄想少女たちが浮かんでおり、スカートを穿はかせてもらえない川かわ上かみメイドを筆ひつ頭とうに、勝負下着の娘や浴衣ゆかたを乱した娘などの多様なエロ妄想が溢あふれ、眼を飽あきさせない。

「……リサも他の娘たちを見習って、露出過多な私服を着てきてよ。できれば白ワンピ。肩かた紐ひもが細いやつ。逆光で透けるとなおいい」

『あすみ？　変なことを言ってないで河内さんの依頼について考えましょう』

「承知」

　さて、このチケットをどうしたものか。封ふう筒とうを逆さにして夢のチケットを机つくえに広げた。リーフレットに載っているホテルの宿しゆく泊はく券けんだ。

　ユニコーンホテル。ミシャラン五つ星を冠かんする超有名なリゾートホテルである。世界的な建築家が生み出した外観は周囲の自然と融ゆう和わし、それでいて見る者に強烈な印象を与える。長野県が誇ほこる白はく馬ばスキー場の近くに位置しているため、夏は避ひ暑しよ、冬はスキーと、オールシーズンに世界中から観光客が集まるホテルだ。

　利沙から受け取ったチケットは、宿泊だけでなくスキーまで自由に楽しめる特別なチケットだった。ようするに、この銀色に輝くチケットを使えば、夢のような時間を約束されるのである。

　先ほど校舎裏に呼び出されたわたしと佐島君は、利沙からこのチケットを半なかば強引に押しつけられた。詳くわしい説明は省はぶかれたけど、利沙のお父さんがカップル向けのチケットを格安で手に入れたのだという。価格は一泊二日の宿泊料金とスキー券込みで五○○○円。予備知識がなかったので「ふーん」と思ったが、通常価格が五万円と聞いて仰ぎよう天てんした。思わず「安い！」と叫んだら、利沙は同じチケットを九枚も出したのである。

「リサ。佐島君は、このチケットをどうすればいいと思ってるの？　さっき『二枚もらっていいかな？』とか言って一枚余計に持っていったけど……リサ、聞いてる？」

　わたしの親友は、いつものクールビューティな顔ではなくニヤけていた。妄想少女には宿主の感情がストレートに現れてしまうので、右みぎ斜ななめ後ろの席にいる佐島君もリサと同じような締まりのない顔をしている。メガネを取ればイケメンだというのに、そんなことを忘れさせてしまうスケベ顔。すでに彼の心はユニコーンホテルと白馬のゲレンデにあるらしい。不潔である。

『だって、カップルチケットよ!?　河内さんとお泊とまりできるのよ!?』

「リサ……あんたは中学生の『設定』なんでしょ？　少しは中学生的な常識を持って欲しい。佐島君と利沙が同じ部屋で寝たら間違いが起きてしまうよ！」

『いえ！　佐島君の願望を叶えるために、私が一肌でも二肌でも脱ぎます！』

　すげぇなぁ、あの黒縁メガネ。利沙に変なことしなきゃいいけど……。

「それにしても利沙の奴……妙な命令をしやがって……」

　あの美少女は「このチケットを売り切りなさい」と命令したのだ。さらに条件もつけられた。「高柳君を必ず誘さそえ」。あいつに友達が少ない理由は、これらの言葉が示している。つまり、高柳君と旅行に行きたいから、彼と幼なじみであるわたしや親友の佐島君に誘わせようというのだ。

　しかし、出会いが最悪だったので、さほど不ふ愉ゆ快かいに思っていない自分がいる。だって、利沙との出会いはケンカから始まったのだ。「高柳君と距きよ離りを置いてくれないかな？」とふっかけられた時に比べれば、どうということはない。マイナススタートの関係は時に好結果をもたらすようだ。

「それにしても、利沙って凄すごいなぁ。あいつの積極性にだけは感かん嘆たんを禁じ得ない」

『ええ。さすがは佐島君が好きになった女の子ね。外見だけでなく内面も侮あなどれないわ。このチケットの総数は一〇枚。二枚でも四枚でもなく、適度で微妙な枚数。策さく士しね……彼女は』

　リサが言う『策士』とはどういう意味だろう。彼女の顔はニヤニヤから普段の知的で隙すきのない表情へ戻っていた。

「あいつは何を企んでいるんだい？」

『知りたい？』

「ええ」

『佐島君に聞いてごらんなさい』

　リサは佐島君の隣へ戻ると、またニヤけてしまった。といっても彼女のニヤけ顔は一般女子とは次元が違うので恍こう惚こつな顔と表現できるだろう。ドキドキしてしまう。

　気を取り直して、佐島君に利沙の企みを尋ねようと席を立ったら高柳君が教室に駆かけ込こんできた。途中まで一緒に来たのにずいぶん遅い到着だ。

「あら！　汗をかいていますね。このハンケチーフをお使いになって！」

「馬鹿野郎、なにがハンケチーフだ。そのハンカチは俺おれのだ。それに『おねぇ言葉』も止やめやがれ、気持ち悪い」

　しまった。半年前に借りて自分の物にしていたハンカチを取り返された。しかも、言葉づかいまで否定された。しかし、「ら抜き」言葉や「し抜き」言葉を使うと、もっと怒られるので無視。「死しぬき」で無視。

　だけど、彼がわたしのことを「気持ち悪い」と言ってるのは愛情の裏返しなのである。ふひひ、君がわたしのことを「気持ち良く」思っているのは知ってるんだぞ。

　高柳君には妄想少女がいない。その理由は、なんと「峰倉あすみが好き」だからだ。その眉み間けんにシワをよせてわたしを見る仕草でさえ愛らしい。彼は意識してそうしないとデレ顔になってしまうのだ。ああ、愛しき人。もう、可愛くてしかたがない。

　ちょっとサービスしてウィンクすると、「眼にゴミでも入ったのか？」などと心配して下さった。

　ああ。

　愛されているって素晴らしい。もしかしたら、今ここで告白されるのかもしれない。あ、唇くちびる舐なめた。なるほど、キスから始まる恋愛ってやつだね？　リップクリームを塗ぬってスタンバイだ。

「おい、あすみ」

「なんでちゅ？」

「先生来たぞ。その卑ひ猥わいなリーフレットを片づけろ。取り上げられるぞ」

　卑猥!?

　チャイムが鳴るのと同時に土ど井い先生が入ってきて朝の会を始めた。

　先生がなにか言っているようだが、わたしの頭は利沙から預かったチケットのことでいっぱいだ。

　ユニコーンホテルでお泊まりかぁ。

　考えただけでも赤くなってしまう。硬こう派はな高柳君が卑猥というのもわかるってもんだ。

　だって、高柳君とこんな素敵なホテルへ行けたらどうしよう？　一緒にスキーを楽しんで、お食事をして……お部屋には内湯があって……ベッドが一つで……あれ？　長い枕まくらが一つ？　真っ白い羽う毛もう布団ぶとんの中に高柳君がいて……ん？　上半身が裸はだか？　ベッドサイドには保健体育で教えられたゴム製の「アレ」があって……アレ？　アレ？　やだ、キスもまだなのに！　リップクリーム塗ってないよ！

「おい、峰倉！」

「先生！　中学生でそれはまずいと思います！」

　教室から沸わき上あがる笑い声。

　突然、先生に呼びかけられたものだから、トンチンカンな受け答えをしてしまった。隣で高柳君まで笑ってるよ。

　全部、利沙のせいだ！

　あいつが破は廉れん恥ちな……いや、興味深いチケットを渡したせいだ。

　しかし、どういうわけか我がＤ組の土井担任はわたしの発言を肯こう定ていした。

「……まぁ、峰倉の言うとおりだな。犯罪は中学生でなくたって許されんが」

　犯罪!?

　卑猥な妄想をしていて気がつかなかったが、土井先生は出欠確認を省略して深刻な話をしていたようだ。クラスメイトたちも真剣に耳を傾かたむけている。

「いいか？　店に並んだ商品は対価を払うことでやっと自分の物になる。その売買契約をせず店の物を持ち出すのは犯罪だ」

　朝の会にしては深刻な話題だ。

「あのぅ……高柳君。我が担任は何を話しているんですか？」

　恥を忍んで高柳君に小声で尋ねると、眉を顰ひそめながらも教えてくれた。

「学区域で万引きが多発してるんだと」

　万引き？

　土井先生が黒板に地図を描かき始はじめた。どうやら学校を中心にした学区域のようで、学校は星印で表され、北の方には線路を表す線が引かれていく。そして、先生は赤チョークに持ち替えると殴なぐりつけるようにして五個のバッテン印を書き入れた。

「この一週間で五軒けんの書店が万引き被害にあっている。各店でコミック本が三○冊さつも盗ぬすまれたらしい。郷ごう原はら。被害総額を計算しろ」

　土井担任は、数学が得意なゴリラ顔の郷原を指名した。

「週刊漫画のコミックであれば、一冊四二〇円として三〇冊で一万二六〇〇円です。それが五軒ですと六万三〇〇〇円でしょうか」

　通称ゴリが瞬時に答えを口にするとクラスがざわめいた。六万三〇〇〇円と言えば、わたしのおこづかい四二カ月分に相当する。万引きというより、これは窃せつ盗とう事件だ。

「お前らも漫画は好きだろうが盗んだりしてはいけない。漫画は作家が命を削けずりながら描いた芸術書だ。読み手はその対価としてお金を支払い、作家に感謝と日々の糧かてを提供する。そして、書店は作家と買い手を繋つなぐ窓口だ。そんな神しん聖せいなところで盗みを働くなど、人として最悪な行こう為いだ。何度でも言うが絶対に犯罪には手を染めるな。漫画なら俺が貸してやる」

　土井先生の漫画に対する熱意が伝わり、近所で万引きが横行していることもわかった。それに万引き被害が朝の会で取り上げられるくらいだから、万引き犯は大人ではなく未成年と目星がついているとも思えた。

　……だが、この『漫画窃盗事件』がチャンスに思えてきた。

　万引き犯をわたしが捕つかまえたらどうなるだろうか？　警察や学校はわたしを褒ほめ称たたえ、書店は図書券なんかを贈ぞう呈ていしてくれるかもしれない。そればかりか高柳君からの評価が急上昇して「正義の女」として好感度がアップするかもしれない。

　たとえば……




　――あすみよ。俺はお前の心を盗んでいた。どうか罰ばつしてくれ




　なんて言われて……




　――終身刑ですわ、高柳君。わたしの元で一生償つぐないなさい……




　とか。

　凄い！　今日もわたしの妄想は冴さえてる！

　自画自賛していると妄想少女たちが集まってきた。

『やい、あすみ。何、変へん態たい的てきな妄想をしているんだ!?』

　げ、ミウに今の妄想を聞かれていた。

　健康的で快活な容姿をしたミウは、ブルマ委員長こと宮みや里さとに宿る妄想少女。宿主の嗜し好こうが反映されてブルマを穿はいている。今日は緑のブルマで二本の白いラインがオシャレ。昭和四〇年代の西日本でよく見られたデザインであることを先日教えてもらったけど、それが本当なのかはわからない。ただし、妄想した宮里がそう信じているならそれが正しい。

『あすみさん、さっきから気になっているのですけど、そのチケットは何ですの？』

　机を覗き込むのはユイヒメだ。

　ピンクのフリフリドレスを着たユイヒメはゴリこと郷原剛つよ士しが宿す妄想少女。ゴリラ顔の宿主が妄想したユイヒメはコケティッシュな可愛らしい顔立ちで、ふんわりウェーブした金の髪が羨うらやましい。ふたりとも妄想少女であるが、わたしとウマが合う友達であり悪友だ。彼女たちの眼はドリームチケットに釘くぎづけだった。

「いいでしょ～利沙から押しつけられたのよ。でも、さすがに高柳君とお泊まりだなんて……やだ……」

『だから変態妄想するな！』

　変態なわたしはミウにハイキックで頭を蹴けられてしまった。しかし、ミウの様子がおかしい。いつもならこの後、小パンチが四連打され、ソニックブームからサマーソルトキックへの連続コンボに移行するはずなのに、急に姿勢を正され頭を下げられた。

「……ミウ？」

『何も言わず宿泊券を譲ゆずって！　このブルマをあげるから!!』

　え……？

　ミウが命より大事にしている緑色のブルマを!?　早まるな！　あんたの本体はブルマだろ!?　脱ぬいだら死んじゃうよ！

　しかし、ミウだけではなくプライドの高いユイヒメまで妙なことを言った。

『あすみさん。そのチケットを下さったら何でも言うことを聞いてあげますわ……縛しばるなり、猿さるぐつわを嚙かませるなり、好きにしてくださって結構よ』

　ごめん、わたしにそんな趣味はないんだ。それより、ふたりともどうしたんだ？　いや、違う。二人だけじゃない。

『あの、峰倉様。そのチケットを下さい』

『いえ、わたくしに』

『お願い！　頂ちよう戴だい！』

　クラス中の妄想少女がわたしに群むらがり始はじめた。

　な、なんでこの娘たちは妄想だって言うのに、リアルのチケットを欲しがるんだ!?　妄想少女が五つ星ホテルに行っても出番はないはずなのに、勝負下着やスク水やスポブラに包まれた豊満な胸がわたしに押しつけられ窒ちつ息そくしそう。死因がおっぱいなんてやだよぉ！

「朝の会、終わり！　日直、号令だ」

　万引きの注意を終えた土井先生が日直に号令を命じた。

　起立！　気をつけ！　わたしはダッシュ。

『あすみ、こっちよ！』

　ゾンビみたいに群がってくる妄想少女たちから逃げ出すと、リサが手招きして階段脇の防ぼう火か扉とびらへ避ひ難なん誘ゆう導どうしてくれた。

「リサ！　大変だ。みんながこのチケットを見た途と端たん、おかしくなってしまった！」

『そりゃそうよ！　あなたが欲情的な妄想をするからいけないの！　あの子たちはエッチな妄想が好きなんだから少しは自制して！』

「自制って!?」

『自分の感情や欲望を抑えるってこと。あなたの妄想は猫ねこにマタタビみたいなものなの』

　そうか！　彼女たちは男子のエロ妄想の塊かたまりみたいなものだから、高柳君とのベッドイン妄想で肉欲に狂ってしまったんだ！　穢けがれた心を覗かれて恥はずかしすぎる！

『それより、あすみは対策を練ねらないといけないわ』

「対策？」

　リサは薄暗い廊ろう下かの突き当たりを指差した。眼をこらすと暗くら闇やみに紛まぎれて高柳君と佐島君が密談をしているのがわかった。

「ねぇ、ふたりは何のお話をしているの？」

『あなたにも関係があることよ。近くに行って聞いてごらんなさい』

　リサは『二人に気づかれないようにね？』と注意してくれた。防火扉の脇わきから女子トイレのついたてへ移動し、そこから一回転して柱の陰へ。リサは他の人から見えないので普通に歩いてるけど、わたしは気配を殺して近づく必要があった。どうにか男子トイレの手洗い場へ取りつくとふたりの声が聞こえた。

「……高柳……何も言わずこれを受け取ってくれ……」

　佐島君が何か渡そうとしているようだ。なにやら秘密めいた雰ふん囲い気きが感じられる。

「ねぇ、リサ。佐島君は高柳君に何を渡したの？」

『彼はやる気よ。本気でやる気になったの』

　リサは上気していた。この様子から察するところ佐島君の頭の中はかなり興奮しているようだ。そして、彼が受け取った物を知って目の前が真っ白になった。

　あれは利沙から預けられた「一泊二日のカップルチケット」……である。そして、高柳君はそのチケットを嬉しそうにポケットへ入れてしまったのだ。

　わたしの心は崩ほう壊かいした。




　――常識や日常なんて壊れるために存在しているんだよ……。




　最初からわかっていたんだ。

　わたしは知らないふりをしていただけ。二人は一緒の部活だし、生徒会では佐島君が副会長で高柳君が書記だ。密接な関係の若い二人が土曜日の夜に互いの部屋を訪問しているのも知っていた。隣家のカーテンには二人のシルエットが重なり合っていた。わたしは自分に噓うそをついていたんだ。




　……それだけじゃない。

　……高柳君には妄想少女がいないんだ。




　高柳君が「わたしのことを好き」だと信じていた。

　だけど、実際は違ったのだ。

　優しいリサはわたしを絶望させないために噓をついていたんだ。つまり、彼が妄想少女を必要としない理由は「女の子に興味がない」からであり、もっと具体的に言えば「男の子にしか興味がない」ためだ。

　男の子を愛する人に妄想少女なんて必要ない。その証拠は揃そろっている。だって、あんな嬉うれしそうに一夜の誘いを受けているじゃないか。

『あすみ……』

「リサ。今はそっとしておいて。これは彼に彼女がいるとかいないとか、利沙が誘ゆう惑わくするとかしないとか、そういう次元の悩なやみじゃないんだ」

『落ち着いて、あすみ』

「これが落ち着いてられるかってんだ！　行くよ、わたしは！　フィリピンで性転換手術を受けて男になるんだ。彼の愛を受けられる土ど俵ひように立たなくてはいけない！　佐島君こそが真のライバルだったんだ！」

「おい。佐島が何でお前のライバルになるんだ？」

「高柳君!?　あなたは受け？　それとも攻め!?」

　男子トイレの前で泣なき崩くずれるわたしの前に最愛の男……いや、麗うるわしの薔ば薇らが立っていた。今の「俺」では彼の前に立てない！

「相変わらず挙動不審だな。お前も三月五日と六日、空いてるんだろ？」

「フィリピンにいると思う」

「よし、確定だな。あと六人か。誰を誘うべきだろうか」

「は？」

　言っている意味がわからない。呆あきれ顔がおのリサが説明してくれた。

『……あすみ？　佐島君には妄想少女の私がいるんだから、あなたの好きなＢＬはありえないの』

「ち、ちがうよ。わたしはボーイズラブに興味はない。美少女が好きなんだい」

　そこは否定したかった。

『美少女好きは肯定するのね……まぁ、いいわ。落ち着いて聞きなさい。佐島君はノーマル。高柳君もノーマル。たしかにあの宿泊券はカップル向けだけど、だからって恋人同士で泊まらなくてもいいのよ。河内さんは二人部屋オンリーのチケットを一○枚用意してくれた。ようするに五部屋一○人分のチケットよ』

「すると、佐島君は邪よこしまなことを考えて、高柳君を誘惑したんじゃないのね？」

『そうよ。それより喜びなさいよ、あすみ』

「え？」

　リサは言った。

『高柳君が一泊旅行に誘ってくれたじゃない』

　突然、何かが弾はじけて光が満ちたように感じた。

　これはビックバン？

　星々の煌きらめきが爆発するように飛とび交かい、世界を形作っていく。太陽が生まれ、惑星が回り始めると地球は海で満たされた。母なる海から生まれた脊せき椎つい動物の祖は何回もの大だい絶ぜつ滅めつから生き延び、進化を続け、ついには火と道具を操る人類が現れた。アダムとイブが犯した原罪に苦しもうと、バベルの塔とうが崩壊しようとも挫くじけず、数多あまたの奇き跡せきが起きた結果、わたしはここに立っている。峰倉あすみは四六億回の公転を経へた奇跡の星に立っているのだ。そして、高柳君から一泊旅行に誘われたことは歴史のエポックメーキング。

「こんなに嬉しいことはない！」

　だって新婚旅行のフライングだよ。婚前旅行だって表現もある。

　乱れた風紀!?　性の低年齢化!?　そんなの大人たちが勝手に貼はったレッテルだ。くだらないことを言う大人なんて修正してやる！

『だから落ち着いて』

「これが落ち着いてられるか！　いざ、ホテルへ！　行くぞ、スキー場！　きっと、雪山遭そう難なんイベントが発生するだろう！　凍とう死ししかけて裸で温めあうんだ！　邪じや魔ましないで、リサ！」

　しかし、リサは冷静だった。

『あすみ。忘れたの？　河内さんはあなたたちに「高柳君を誘え」と言って、そのチケットを托たくしたのよ。この意味を理解して』

「ん？　すでに佐島君がチケットを渡してくれたじゃん。ようするに高柳君とお泊まりに行ける条件は満たされた。河内利沙はライバルどころか気が利きく女だったんだ。利沙様バンザイ。あいつを嫁よめにする！」

　しかし、リサが私に現実を教えてくれた。

『ねぇ、あすみ……あなたは高柳君とグループ旅行に行けて嬉しい？』

「聞くまでもないよ。最上級に嬉しい。これをきっかけに大人のお付き合いができたらと思っている」

『じゃあ、河内さんの気持ちを考えてご覧なさい』

　利沙の気持ち？

　えっと、高柳君を病的なまでに愛する女だ。彼と付き合うことを第一に考えて行動する女である。

「利沙も高柳君のことが好きだから、旅行に誘い出せて嬉しい……はず」

『そうよ。今のあなたと同じ気持ち。しかも、すでに河内さんは戦いを始めている。チケットを格安で譲ったのは峰倉あすみという邪魔者を遠ざける手段でもあるのよ？』

「ちょっと、話がわかんない。もっとわかりやすく」

　16ビットの脳みそではリサの言っていることがよくわからない。

『河内さんはあすみや佐島君を使って高柳君を旅行に誘うことに成功した。そして、あなたは河内さんが用意したフィールドでは大人しくせざるを得ない。きっと、その状況を使って再告白を狙っているのよ』

「再告白!?」

　なぜ旅先で!?

　まさかお風呂上がりを狙ってるとか？　いや、違う！　リーフレットには貸し切り露天風呂があると紹介されていた。悪あく魔まの如き利沙のことだ。計算されたハプニングを作りだし、高柳君の裸体に悪さをするかもしれない。

　もしくは、直接的に仕し掛かけるのではなく、石けんが香る肢し体たいを効果的に使い、色香を武器にして高柳君を屈服させるつもりか？　確かに女のわたしでも、お風呂上がりの利沙を見たら平静ではいられないだろう。これが男だったらどうだ。抑おさえきれない男の劣れつ情じように火が灯ともって後先考えず受け入れるのは火を見るよりも明らかだ。まして、そこは両親のいないホテル。しがらみのない空間なのだ。大人っぽい利沙のことだ。下手したらキスの先の展開まで考こう慮りよして告白を考えているに違いない。事じ後ご承しよう諾だく、事後確認で既き成せい事実を構築しようと企んでいる……だと？　破は廉れん恥ちながらも計画的で大だい胆たん不ふ敵てきな作戦。これで合が点てんがいった。ガッテン、ガッテン！

『……それと似たようなことを彼女は目もく論ろんでいるはず。で、あすみはどうするの？』

「どうする？」

　どうもこうも、利沙がプロデュースするスキー旅行に高柳君が来たら間違いが起こる。それを阻そ止しするには彼を旅行に行かせなければいい。

「あの！」

「なんだ、馬鹿あすみ」

　高柳君の貞操を守らなくてはいけない。わたしは彼に注意した。

「スキーは危険ですわ！　雪山で雪崩なだれにあって遭難して凍死するでしょう。その後、スノーボーダーに衝しよう突とつされて半はん身しん不ふ随ずいになるかもしれません！　行くのを止めて下さい！」

「……凍死した後に半身不随になることはねぇよ。おめぇは行きたくないのか？」

「行きたい！」

　わたしは愚おろかだった。自分が高柳君と旅行へ行きたいのに彼を阻はばむことなんてできやしないのだ。だけど、利沙がいると何が起きるかわからない。




　でも行きたい。でも行かせたくない。でも行きたい。でも行かせたくない。でも行きたい。でも行かせたくない。でも行きたい。でも行かせたくない。でも行きたい。でも行かせたくない。でも行きたい。でも行かせたくない。でも行きたい！




　ああっ!!




「深呼吸をするんだ、峰倉さん！　このままでは君の頭はもっとおかしくなってしまう！」

　佐島君が無限ループに陥おちいったわたしを落ち着かせてくれた。息を大きく吸って吐く。大きく吸って吐く。閃ひらめいた！

「そうだ！　佐島君、来て！」

　利沙の目もく論ろ見みを阻む良案を思いついたが、始業のチャイムが鳴ってしまった。

「む！　この話は昼休みにしよう。図書室がいい！　昼休みに図書準備室に来るんだ！　忘れるなよ、佐島君！　来なかったら江え戸ど四よん里り四し方ほう所ところ払ばらいを命じる！」

「――うん」

　この作戦には佐島君の協力が必要不可欠だ。高柳君がジェラシーを感じているようだが気にする余裕などない。

『あすみ。何を考えているの？』

「あなたにとっても有ゆう益えきなことよ。見てなさい、利沙！　わたしはあなたに負けない！」

「おい、あすみ。何に負けないんだかわからねぇけど、急げ。授業始まるぞ」

　わたしは教室へ走り出した彼らを追い越して突っ走った。
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　さて、問題は誰を誘うかだ。

　教室に戻って考えた。

　利沙が持っていたチケットは全部で一〇枚だ。今決まっている参加者は、わたしと高柳君、佐島君とプロデューサーの利沙の四人。残り六人に誰を誘うか悩んでいる。すでに佐島君が高柳君の分を渡してくれたので、わたしの手元には自分のを含めて七枚ある。

　教室を見回すと、やはり鶴つるちゃんと亀かめちゃんに眼がいった。ツインテールとタートルテールの彼女はふたりで一組。小学校からの友人で、気の良い乙女たちだ。鶴亀コンビがいると場が華はなやぐので外せない。これで残り四人。女子ばかりだと高柳君と佐島君にとってハーレム状態になるから避けたい。男女比率が同じであれば良いだろう。だとすれば男子はあと三人。女子が残り一人……か。

『あすみ。やっぱり宮里君は外せないだろ？』

『宮里君よりダーリンの情報力と体力の方が役に立つはずですわ。ダーリンを誘いなさい』

　ミウとユイヒメが授業中だというのに誘ゆう致ち合がつ戦せんを始めた。二人に引っ張られて両手に花状態。こいつら意外にふくよかだ。男の子だったら死んでしまうだろう。わたしは気力を振ふり絞しぼって仮死状態から復帰した。

「ま、待ってよ。さっきから、随分スキー旅行に行きたがっているけど、あなたたちは何でそんなに行きたいのよ？」

『あたしが行きたいんじゃなくて宮里君が行きたいのよ。ほら、来年は受験でしょ？　今のうちに記念旅行をしたいと思っていたのよ』

「受験……」

　なるべく考えないようにしていた受験という単語が妄想少女の口から出た。確かに中三になれば高校受験で忙しいはずだ。もしかしたら、今回のスキー旅行が泊まりで旅行へ行ける最後のチャンスになるかもしれない。

『ダーリンも同じですわ。それにこのクラスが好きなの。ミウさんが言う受験のこともあるけど、やっぱり気が合う人同士で旅行したいじゃない？』

　ゴリラ顔の郷原をダーリンと呼ぶユイヒメ。彼女の言うこともわかる。このクラスはバランスがいい。男子はいつも馬鹿やっているし、女子は派は閥ばつ間かん抗こう争そうもなく適当にグループを作ってワイワイやっている。利沙のチケットを使えばクラスの約三分の一が参加する旅行になる。もし、クラスのみんなと旅行に行けたら面白いだろう。

　英語の授業が進む教室では妄想少女たちが、わたしたちの会話を気にしていた。先ほど彼女たちがホテルのチケットに関心を抱いたのは、わたしの猥褻な妄想にも原因があったけど「ご主人様」の気持ちも反映されてチケットを欲しがったのだ。

『だから、あすみさん。チケットを下さいまし。しばらく召めし使つかいになってあげるから』

『あたしからもお願い！　ビンテージブルマをあげるから！』

　お姫様のユイヒメが召使いになったら気が休まらないだろうし、妄想ブルマを貰もらっても穿けやしない。交換条件はともかく、宮里学級委員と郷原ゴリか……まぁ、この二人は高柳君と仲がいいから入れてあげたい。それに『書き初め事件』の時、世話になったし。

「ブルマと召使いか……まぁ、候補には入れてあげるよ」

『ほんと!?』

「だけど、候補よ。候補。プロデューサーは利沙なんだから、あいつの承認が必要なの」

『じゃあ、賄わい賂ろを！　賄賂をあげるから、利沙さんに口利きを！』

「だからってドレス脱いだり、ブルマ脱がなくてもいいから……」

　宮里とゴリを加えて計八名。残り二人だが、他の男子も同じ気持ちだと知ると選ぶのが難しくなる。
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「峰倉あすみはいるかしら？」

　二時間目の休きゆう憩けい時間に机へ突っ伏して誰を誘おうか思案していると、わたしを呼ぶ声が聞こえた。女子アナを絶望させるだろう美声の主は利沙だ。

「あの！　あすみちゃんに何の用ですか!?」

　!?

　起き上がると鶴ちゃん、亀ちゃんがドアの前で利沙を通すまいと立ちはだかっていた。

　この二人は河内利沙のことが嫌いで、わたしが彼女と話しているとあからさまに遠ざけようとする。まぁ、確かにわたしと利沙は言い争ったこともあるし、高柳君を巡るライバル関係でもあるので、二人が友達としてガードしてくれていることはわかる。でも、今のところ利沙とは休戦状態であるし、彼女がわたしを訪ねてきたのはチケットのことだろう。二人の気持ちはありがたいが仲ちゆう裁さいせねばなるまい。

　しかし、そのきっかけを探る間もなくバトルが勃ぼつ発ぱつした。

「鶴つる川かわさんと亀かめ山やまさん、あなた方に用はないの。あすみに取り次ぎなさい」

　上から目線！

「河内さんに用はなくても、わたしたちにはあるの！　あすみちゃんに何の用!?　ここは絶対に通さないから」

　鶴亀コンビの絶ぜつ対たい防ぼう壁へき！

　そういや、あの二人ってわたしと違ってアンチ美少女だったな。自分より可愛い子は大嫌いな二人。彼女たちの敵は多い。そう考えると、二人がわたしと仲良くしているのは、見下せる相手だからかもしれない。真実に気がついてショック。

　なんてことを考えている間にも、利沙が鶴亀ちゃんの絶対防壁を貫つらぬいた。

「まったく、卑ひ怯きような方々ね」

「卑怯!?」

「私を二人がかりで足止めするのは卑怯だと言っているの。これを卑怯と言わないで何を卑怯だと言うかしら？」

　剣道部に所属する鶴亀コンビ。武士道を尊とうとぶ女子剣士にとって「卑怯」の二文字はこれ以上ない恥ち辱じよくだった。鶴ちゃんが亀ちゃんの前に立つ。先せん鋒ぽうは鶴ちゃんだ。しかし、バトルは起きなかった。利沙はドアの空いたスペースからスルリと教室へ入ると、わたしのところに来た。

「あすみ。チケットはどうなったかしら？」

　後ろで唖あ然ぜんとしている鶴亀コンビが可か哀わい想そう。

「……あんたに友達が少ない理由がまた一つわかったよ」

「質問に答えなさい。人は集まりそう？」

　教室に《Ｃ組の妖精》が現れたことで空気が変わるのがわかった。男子は美しい利沙の訪問に眼を輝かせ、中には声をかけるきっかけを窺っている者さえいた。そんな彼女と話しているから目立って仕方がない。話を早く切り上げるべく言ってやった。

「心配しないで。利沙のような美少女が来るなら男子は誰でも来るよ……うぐ？」

　利沙が右手でわたしの口を塞ふさぎ、左手で机に出しっぱなしだった「二人で過ごす純白の夜」と書かれたユニコーンホテルのリーフレットを隠した。

　だが遅かったらしい。教室を見回すと男子の眼はわたしが持つホテルのチケットに集まりランランと光っていた。

　利沙は溜ため息いきをついて小声で言った。

「……変な男を誘わないでよ？　これは命令だから」

　うかつだった。男子に一泊旅行に河内利沙が参加することを知られてしまった。利沙がドアの前に立つ鶴ちゃんと亀ちゃんの間を抜けてＤ組を出て行くと、わたしは男子に囲まれてしまった。

「「「そのチケットを売ってくれ」」」

　利沙から渡されたチケットは、中学生の性欲から生じる浅ましさに触れることでわたしを人間不信に陥らせ、さらに人生最大の危機までも経験させることになった。

　二月二四日。

　春遠き冬の木曜日が、これから起きる事件の始まりだった。





[image: ]







　河内こうち利り沙さ。

　身長一六○センチ。体重四六キロ。バスト八二、ウエスト五六、ヒップ八四。瞳ひとみはブラック。髪は漆しつ黒こく。肌は白。出身地は山形北部。日本人離れしたスタイルから欧おう米べいの血が入っている可能性もあり。

　そんな彼女の特徴を三文字で説明すると「美少女」。

　使い古された言葉ではあるが「少女」の頭に「美」がつく女であり、あと四年もすれば「少」が取れて「美女」になるだろう。河内利沙は余計な形容表現のいらない美しい少女である。

　しかし……。

『あすみ、大丈夫？』

「わたしも美少女に生まれたかったな……」

　男子に乱暴されたわたし。

　それでも利沙から預かったチケットだけは死守した。いや、佐さ島じま君という援えん軍ぐんがなければ、欲に狂った男子にチケットを奪われたことだろう。

　すべては河内利沙がスキー旅行に参加することを知られたのが原因である。それについてはわたしにも責任があるけど、まさか男子の狂乱がこれほどとは思わなかった。

　奴らは、わたしが圧死しかけるほど群むらがり、懐ふところに隠かくしたチケットを奪うばおうとしたのだ。おかげで髪はグチャグチャに乱れ、ブラウスのボタンが二つも飛んでしまった。もしわたしが美少女だったら陵りよう辱じよく系けいエロゲームのメインイラストに見えるだろうが、窓ガラスに映る姿は「実験に失敗した博士はかせ」だった。

『怪け我ががなくて良かったわ。あすみ』

「たぶん、授業が終わったらまた戦いがはじまるはず。武器が欲しいよ、最強の武器が。野球部の部室が破は壊かいされていなければ金属バットで身を守れたのだけど……」

　まさか、野球部の爆発が身の安全にかかわるとは思わなかった。一カ月前、卒業生によって野球部の部室がプロパンガスで爆破されたおかげでプレハブの部室は吹っ飛び、収められていたバットやグローブ、プロテクターなどの備品が全損してしまった。顧こ問もんを務める土ど井い担任が部室の再建と備品の購入を申しん請せいしてくれたが、大人の事情で部室の工事は春休みに行われるという。頭の堅い役人のせいでわたしは金属バットを装備できない。

　それにわたしの心を重くしているのは男子による暴行だけではなく、高たか柳やなぎ君が助けてくれなかったことにある。彼は愛するわたしが隣の席で大変な目に遭あっているにもかかわらず、自分の席に座ったまま何か考え事をしていたのだ。人望のある彼が一いつ喝かつすれば狼ろう藉ぜき者ものは退散したはずなのに、助けてくれなかった。

　見損なったよ。高柳君。

　あなたが銭ぜに形がた平へい次じの生まれ変わりだと信じていたのに。わたしが窮きゆう地ちに陥おちいれば救いの手を差し伸べてくれると思っていたのに。あなたはわたしのことが本当に好きなの!?　高柳君なんか十じつ手て者ものの風上にも置けないやい！

『あすみ。銭形平次はフィクションの人物よ。ついでに十手者という言葉も造語』

「わかってるやい」

「峰みね倉くら。初代首相は誰だれか答えろ」

　土井先生が授業に集中していないわたしを指した。

「伊い藤とう博ひろ文ぶみです。続いて二代目が黒くろ田だ清きよ隆たか、三代目が山やま県がた有あり朋ともになります。なお、伊藤博文はハルビンで暗殺され、今もって日につ韓かん関かん係けいに影を落としている事件にもなっております」

「お前は社会だけは完かん璧ぺきだな。よそ見しているくせに」

「はい！　すべては歴史漫まん画がのおかげです。『まんが日本の歴史』全二○巻を教科書にすれば中学生の学力は飛ひ躍やく的てきに向上するでしょう」

　わたしが持つ知識の大部分は漫画から吸収したものだ。『まんが日本の歴史』や『まんが日本の偉い人じん』を子供の頃に繰り返し読んだおかげで、中学の歴史くらいならマスターできている。土井先生は呆あきれながらも、漫画については好意的だった。

「教科書にするのはともかく、漫画で歴史に興味を持つのは良いことだな。歴史を題材にした漫画には名作が多いし、道徳性も養われる。一方で史実を歪わい曲きよくした作品もあるから注意して読まねばならないが……」

　いつもなら、ここから土井先生による忍に者ん漫た画ま談義が始まるのだけど、今日はそうならなかった。

「……先生がバイブルにしている忍者漫画も書店で万引きにあったそうだ。しかも、盗まれた本は古本屋で見つかった」

　古本屋？　どういうことだろう？

「それは盗まれた漫画が売られたということですか？」

　佐島君が尋たずねると歴史の授業は脱線というか朝の会の続きになった。

「警察が古本屋の買い取り記録を調べたところ、犯人は犯行現場近くの古本屋へ盗んだその足で売り払ったようなんだ。どうやら換かん金きん目的で盗んだらしいな。ところでお前たちは漫画本がいくらで買い取られるか知っているか？　宮みや里さとどうだ？」

　土井先生が宮里学級委員を指すと「五○円くらいです」と答えた。

「そうだな。古本屋で漫画を売ると、一冊五○円が相場だ。発売直後の新刊でも八〇円くらいだろう。郷ごう原はら、一五〇冊の漫画本を古本屋で売るといくらになる？」

　ゴリは即答した。

「一冊五○円なら七五○○円でしょう」

「その通り。本屋では合計六万三○○○○円で売られていた本が七五○○円にしかならないんだ」

　先生が話をまとめると教室は騒そう然ぜんとした。総額六万三○○○○円の本が盗まれて、換金されると七五○○円。わたしたちにとって七五○○円はけっして少ないお金ではないが、効率の悪い犯罪だ。

「万引きで捕まれば一〇年以下の懲ちよう役えき、もしくは五〇万円以下の罰ばつ金きんが科せられる。つまり、ハイリスクローリターンだ。しかも、書店の経営を圧あつ迫ぱくし、ひいては出版業界だけでなく日本経済までも危機に陥れる卑ひ劣れつ極きわまりない行為だ。金が欲しいなら勉強を頑がん張ばればいい。将来きちんとした収入を得られる。中学の授業が生活の役に立たないという意見もあるだろうが、最低限の知識とモラルを学べば犯罪に手を染めることはない。峰倉」

「はい!?」

「万引き犯で世界の偉人になった人物はいるか？」

「変人はいますが、万引き犯はいません！」

　この答えは土井先生を満足させたらしい。

「俺おれが許すから峰倉は三教科の自習をしていろ。さぁ、歴史の授業を再開するぞ」

　なぜかクラスメイトから笑われた。

「馬ば鹿かだな。あすみは」

　隣の高柳君にまで馬鹿と言われた。もはや歴史は人類に必要とされていないらしい。

　これ以上馬鹿にされないよう英語の宿題をすることにした。教師公認で内職できるのは全世界的にわたしくらいだろう。しかし、妄もう想そう少しよう女じよたちがうるさいため、バイリンガルへの道は断たれた。ミウとユイヒメが『チケットを男子に取られるなよ』とか『利沙さんから許しをもらうんですわよ』などと邪じや魔まをするのだ。そんなお邪魔虫をリサが引っ張ってくれた。

『ミウ、ユイヒメ。戻りなさい。あすみの邪魔をしちゃダメ。期末テストも近いんだから』

　しぶしぶ宿主の元へ戻るふたりが可か哀わい想そうになった。宮里と郷原は嫌いではない。

「待って。宮里と郷原は絶対に誘うよ。利沙に文句は言わせない。ミウやユイヒメとも一緒に行きたいし」

　すると、二人の美少女は顔を輝かせた。

　まいったなぁ。男子の妄想だから、二人とも人を超ちよう越えつした可愛らしさなんだよ。左右から抱きつく二人に鼻血が出そうだ。

　ミウよ。その快活な笑顔の作り方を教えてくれ。ユイヒメよ。そのデレ顔の極ごく意いを指南してくれ。お前たちの可愛らしさが一割でもわたしのものになれば、すぐにでも高柳君から告白されるんだから。

「あすみ……また電波受信か？　いや、３Ｄ映像と戯たわむれている五歳児みたいだぞ。授業中なんだから、ニヤケ顔でヨダレを垂たらすのはやめろ」

　しまった。またやってしまった。これでは変へん態たい異常者だ。

「五歳児だなんてあんまりです。あ、高柳君のストライクゾーンって何歳ですか？　ちなみにわたしは一一歳です」

「お前は英語をやってろ。ちなみに、その宿題は全面的に間違っている。問四から問八は先週のノートからの出題だ。復習してから問題を解け」

「……うん」

「うん、じゃなくて、はい」

「……はい」

　苦労して終わらせた宿題は大半が誤ご答とうだった。リサまで『あら、本当だ』と間違いを肯こう定ていしている。このところ、いろいろあって勉学が疎おろそかになっていた。それもこれも妄想少女たちがわたしの気を散らすからだ。だって、今も残り二枚になったチケットの行方ゆくえをめぐって騒いでいる。これでは集中しろって方が無理。

　しかし、みんな必死だ。左ひだり斜ななめ前の席に座る学級委員の宮里でさえ、携けい帯たいでユニコーンホテルのホームページを見ている。液えき晶しようを覗のぞくと客室紹介のページが開かれていた。なんと、お部屋のバスルームは全面ガラス張り。

　どこで着替えるの？

　というより、お部屋のどこにいても丸見えだ。ベッドの中から愛しの異性がシャワーを浴びる姿を楽しむためか、浴室を覗く変態性せい癖へきを露わにするためか……どうやら大人の世界は我々中学生の常識から逸いつ脱だつしているようだ。

　宮里は初めて知る大人の世界にショックを受けて手を震ふるわせていた。そして、ブルマのミウは顔を真まっ赤かにして、宮里から眼をそむけてモジモジしてる。あの子、開放的な性格のくせに、いざエッチな場面に遭そう遇ぐうするとあんな風になっちゃうんだよ。他の妄想少女たちはチューチューやってるのに、ミウは奥手というかなんというか……付き合ってみたら男性経験なしで驚かれるタイプ。胸が熱くなるぜ。

「あすみ、宿題に集中しろ」

「すみません。ブルマに夢中でした」

　また怒られた。だけど、宿題はもういいや。

　実は気になることがあって宿題にも勉強にも集中できないのである。妄想少女と男子の興奮に満たされた教室の中で、仁に島しまさんとサチコという妄想少女だけが表情を硬かたくして俯うつむいているからだ。

『……今さらだけど心配ね。仁島さんのこと』

「うん……サチコも気になるよ」

　二人の顔を見ると旅行に浮かれた気持ちが委い縮しゆくする。床に正座をしているサチコは軽けい薄はく男おとこの沢さわ田だ和かず久ひさが宿す妄想少女で、仁島さんがモデルになっている。そして、その仁島祥さち子こはノートに虚うつろな眼を落としていた。彼女のノートが真っ白のまま、この二週間開かれ続けているのをわたしは知っている。

　一カ月前に起きた『書き初め事件』。

　仁島さんは高柳君に失しつ恋れんしたことをきっかけに、掲けい示じされていた二年生の二〇〇枚の書き初めを破り、高柳君には怪け我がをさせた。八つ当たりと言ってしまえばそれまでだけど、わたしにとっては人ごとじゃない事件だった。リサや妄想少女の助けがなければ、書き初めを破っていたのは彼女ではなく、わたしの可能性さえあったのだから。

　事件自体は仁島さんの自白によって落着したのだが、《図書室の聖せい女じよ》と男子から呼ばれるほど清せい楚そで美しい少女が起こした凶きよう行こうは聞く者の興味を掻かき立たて、今では全校生徒が仁島さんの顔と名前を知っている。

　この二年Ｄ組では彼女に同情する生徒が多いものの、それでも高柳君の机つくえにカッターを仕し込こんで右手に怪我を負わせた事実は仁島さんと距きよ離りを置く結果に繋つながり、イジメやシカトの類たぐいはないものの腫はれ物ものにさわるような状態に陥っている。

　ふと、高柳君の視線が仁島さんに向いていることに気がついた。

『……高柳君も気にしているのね』

「彼は責任を感じていると思う。たまに包帯を見ながら溜ため息いきをついているよ」

　高柳君が仁島さんの告白を断ったために事件が起きた。彼自身に非はないけど、仁島さんの現状が気になるのだろう。

　ただ、心配なのは高柳君の右手だ。彼の右手には包帯が未いまだに巻かれている。あまりにも治りが遅いので、この前、無理矢理見せてもらったら、傷口が縫ぬわれていた。彼曰いわく、「バットを振ったら傷が開いた」らしい。

　このところ、彼はこんな無茶ばかりする。部室が爆破されてから野球部は事実上の休部になってしまい、成せい条じよう中学校との伝統ある練習試合も中止になった。今の彼は荒れている。それは高柳君の友達でも感じ取ることはできないだろうけど、幼なじみのわたしにはわかる。一カ月前の事件は完全に解決したのではなく、未だに尾を引いているのだ。

　高柳君を慰なぐさめたい。

　でも、わたしには野球部の部室を再建したり、他校との試合を企画することなどできない。大好きな高柳君になにもしてあげられない自分に悔くやしさが込み上げる。

『……だけど、あすみは彼が溜め息をついているところを見たくないし、いつも笑っていて欲しいと願っている。さっき、佐島君が旅行のチケットを渡した時、彼はいい笑顔をしていたわね？　リフレッシュが必要だと思わない？』

　リサが落ち込んだわたしにそんなことを言ってくれた。

　そうだよ。高柳君のことが好きなんだから、彼のためにできることをしないと。高柳君が気を落としているなら、わたしがなんとかしないと。

「リサの言うとおりだ。そうだよ、リフレッシュ！　旅行に行ったら彼の気持ちも健すこやかになるかも」

『なら、ユニコーンホテルで高柳君を息抜きさせてあげましょうよ。お風呂上がりに冷たい飲み物を用意して肩を揉もんであげるの。きっと彼は喜んでくれるだろうし、あすみも嬉しいでしょ？』

「うん！　高柳君の喜ぶ顔が見たい」

『一緒にスキーを楽しんで長野の雪山を堪たん能のうする。豪ごう華かなホテルで食事してゆっくりすれば気分も晴れるはずよ』

「だよね。だって、五つ星ホテルで宿泊だもんね。友達同士で旅行なんて初めてだし、スキーも初めて。何もかも初めてで興奮してしまうよ」

『全部初体験ね。少しエッチだわ』

　リサはエッチなことを言ったけど、彼女の微笑ほほえみは全然いやらしさを感じさせない。それどころかワクワク気分に火を点つけるものだった。リサはいつもわたしがすべきことを教えてくれる。大好きだよ、リサ！　エッチなリサが好き！

「でもさ、リサがエッチなのは佐島君のせいだよね。ま、彼がエッチならわたしにとって好都合。その愛あい欲よくを力に変えて利沙に告白して欲しい。成功したら利沙というライバルが消えるんだから」

　リサはわたしの考えに笑いながらも『そのつもりよ』と断言した。佐島君の恋を成じよう就じゆさせるためにリサは一生懸命だ。わたしはリサを応おう援えんしたい。

「頑がん張ばってリサ！　佐島君も！」

『やってやるさ！』

　おお。リサが親指を立ててウィンクしてる！　なんて可か愛わいいんだ！

　そして、佐島君もやる気のようだ。佐島君の方を振り向くと、リサの思し考こうが伝心しているかのようにサムズアップをしてくれた。リサを復活させてくれた佐島君。君のことも大好きだ。

　あの病室でリサがキスしてくれた感触は今でも残っている。リサは妄想少女の役目を果たして一度消えてしまったが、向上心を持った佐島君がリサを復活させたのだ。

　復活したリサは、それまでと同じようにわたしを助けてくれ、高柳君から嫌われないように助言してくれる。わたしはリサみたいになりたい。この目標を達成できれば絶対に高柳君といい関係になれる。

　今、告白するのは簡単かもしれないけど、リサの足下にも及ばないわたしでは、彼の隣に立つことはできない。授業中に注意を受けるようでは彼に愛される資格はないのだ。今のうちにリサを見習って、いい女になるんだ。

　よし！　この旅行でレベルアップするぞ！

　佐島君にサムズアップを返すと愛する高柳君から「よそ見するな」と注意を受けた。




　――その通りよ、高柳君！　わたしはあなたからよそ見をしない。




　ユニコーンホテルのチケットを使って中二のフィナーレを薔ば薇ら色いろで飾るんだ。男になる必要はない。女のまま薔薇色を堪能するんだ！　そのためには銀色に輝くチケットを男子から守り抜かねばならない。授業が終わったら再び男子が暴徒と化すだろう。わたしは男共からチケットを防衛できるだろうか？

『女子トイレにでも隠れたら？』

　リサが名案を授けてくれた。リサは本当に頼りになる。トイレに引きこもれば男子は追って来れないはずだ。

「授業終わり！　期末テストの範囲はここまでだから復習しておけよ」

　土井先生の号令を待って、女子トイレに逃げ込むことにした。

　起立・気をつけ・ダッシュ！

　女子の聖域、女子トイレがわたしを待っている。それ、洋式便所を確保だ！

　しかし、両手を広げた男子によって女子トイレの直前で通せんぼされた。

「ここは通さないぜ、峰倉ちゃん」













　沢田!?

　わたしを足止めしたのは沢田和久。

　モテ顔ゆえに軽薄さを感じさせる容よう姿しの男。ルックスだけは無意味にいいものだから女子が作る「彼氏にしたい男ランキング」で常に上位入りする。

　だけど、わたしはこいつが嫌い。まず、安っぽい話し方が嫌い。ミュージシャンを気取ってギターなんかにうつつを抜かしていることが嫌い。意味なく女子に声をかける軟なん派ぱ男おとこは大嫌い。つまり、ここで足止めされる理由はない。

「あの、沢田？　わたしは女子トイレに用事があるの。通してもらえない？」

「断る」

　困った男だ。

　蹴け飛とばして女子トイレに入りたかったが、そうできないのは沢田が宿す妄想少女が特別だからだ。

　彼の後ろで俯うつむいているのは妄想少女サチコ。

　彼女のオリジナルは《図書室の聖女》仁島祥子である。

　沢田のような軽薄な男が、物静かな仁島さんに好意を持っているのは、にわかに信じがたいが、仁島さんをモデルにしたサチコが隣となりに寄り添っているのが確かな証しよう拠こだ。

　ただし、妄想少女サチコはオリジナルより元気がない。それどころか頰ほおが痩こけて瞳に生気が感じられず、制服の白いブラウスもクシャクシャで、スカートからは裾すそがはみ出している。さらに片方の靴くつ下しただけ穿はいていなかった。一目見るだけで病やんでると思える雰ふん囲い気きだ。

　一カ月前のサチコはこんな姿ではなかった。制服をしっかり着ていたし、仁島さんより少し大人びて、もし《聖女》が実在するなら万人がそう連想する容姿を持っていた。妄想少女サチコがこれほどまでに衰すい弱じやくしたのは、仁島さんが『書き初め事件』を起こして高柳君の席にカッターを仕込んだことが原因にあるのだろう。

　妄想少女には妄想した男子が抱くイメージが外見に表れる性質があり、沢田は仁島さんを「病んだ」姿として表し、「カッター」という妄想アイテムまで持たせているようだ。それは高柳君を傷つけたカッターと同じ物。サチコは左手に持たされたカッターの刃をカチカチと無意味に出し入れしている。軽薄な沢田、病んだサチコ。二人を見ていると不安がわたしを襲おそう。

　しかし、沢田はそんなわたしの気持ちには気づかず、陽気な顔のまま奇妙なことを言った。

「あるところに滝たきがありました。大岩が激流に押し流されて落ちました。そして割れました。さて、滝の下には何があるでしょう？」

「は？」

「答えないと通さない」

　なぞなぞ？　トイレの前でなぞなぞを出されるのは生まれて初めてだ。でも、挑戦を拒こばんだら舐なめられる。

　ふーむ。

　滝から大岩が落ちたなら、滝の下には大岩があるに決まってるじゃん。馬鹿め。

「大岩」

「答えは滝つぼ」

　ムカ！

「屁へ理り屈くつ言うな！」

「では、滝から落ちて割れた物は？」

　ふーむ……今度も「滝つぼ」がくるのだろう。「壺つぼ」が割れるとかで引っかけるに違いない。

「滝壺」

「答えは割れた大岩」

　なぞなぞ大嫌い！

「なによ！　わたしをいたぶって面白いの!?　そもそも何でなぞなぞなのよ！」

「つかみだよ」

　つかみ!?　ナンパ男ならではのキャラ出しだ！　年食ったら「痛い過去」になるからやめとけ！

「わたしはお手洗いに用事があるの！　そこを通して！」

「頭が足りない奴だな。答えられなかったんだから通さないぜ。それより、お前が持っているチケット、譲ゆずってくれないか？　二枚欲しい」

　やっぱりその話か。

　沢田は女子に人気があるけど、高柳君とはそれほど親しくなかったはず。チケットを鶴つるちゃん、亀かめちゃん、ゴリ、宮里に渡せば残り二枚だし、よく吟ぎん味みしてメンバーを選びたい。しかし、沢田はおそるべき交換条件を提てい示じした。

「一枚で六万円まで払える。つまり二枚で一二万円。俺の全財産だ」

　ジュウニマン!?

　なんでそんな大金持ってんの？　女の子を騙だまして貢みつがせてるとか!?　それとも資産家のお坊ちゃんとか!?　あ、そういえば沢田のお父さんは芸能人だとか噂うわさで聞いたことある。モテ顔で金持ちとかムカつく。リア充じゆうしね。貴様はリア中ちゆう……リアル中学生の敵だ！

　……だが、ダークサイド在住の悪あく魔まが囁ささやいた。

　利沙から一枚五○○○円で売るように言われたチケット。沢田に売れば二枚で一二万になって差額の一一万円がわたしの手に入る。そんな大金があれば自動麻雀マージヤン卓たくを買えるかもしれない。いや、もしかしたら竹の麻雀牌ぱいを手に入れられるかも……かなり長い時間悩んだけど、彼の隣で佇たたずむ妄想少女を見て決断した。

「あんたも利沙のお風ふ呂ろ上がりを見たいわけ？　なら残念。そういう男を誘うなって利沙から念を押されているの。つまり、沢田にはチケットを持つ資格はない！」

　もしかしたら、沢田は好きな人を仁島さんから利沙に変えるつもりなのかもしれない。そうすれば、彼の隣で佇むサチコの存在意義がなくなって消えてしまう。妄想少女はそんな儚はかなく壊れやすい存在。こいつの恋こい路じに興味はないけれど、サチコを見捨てるような手伝いはしたくない。

　しかし、沢田の答えは意外だった。

「いや、あの美少女に興味はない。純じゆん粋すいにそのチケットが欲しいんだ」

「……何を企たくらんでいるの？」

　こいつの真意が読めない。わたしの瞳ひとみにコンタクトレンズが入っていなければ沢田の発言を笑い飛ばせただろうけど、彼にサチコが宿ったままだということは利沙が目当てでないとも取れる。

「峰倉ちゃん……『企んでいる』だなんて俺を随ずい分ぶん胡う散さん臭くさく思っているんだな。君の風呂上がりを見たいって言えば信じてくれるか？」

「無理。自分に色気がないことは自覚しているから」

「だよね」

　カチン。

「とにかく諦あきらめて！　沢田には悪いけど指名権はこちらにあるんだから」

「そこをなんとか！」

　今度はわたしをわざとらしく拝おがみ始はじめた沢田だが、彼の肩かた越ごしに男子たちがチケットを奪おうと走ってくるのが見えた。

「どいて、沢田！」

　沢田を押おし退のけて女子トイレへ飛び込んだ時、サチコの虚ろな瞳が祈るようにわたしへ向けられているのに気がついた。そして、彼女の右手に巻きつけられている白い包ほう帯たい。

　それは高柳君の怪我と同じ位置に巻かれていた。




　　　　　＊＊＊




　まったく、トイレに入って安心するなんて情けない。

　たい焼きでさえ海に逃げ込むというのに峰倉あすみはトイレだ。個室に鍵かぎをかけると、いじめられっ子の気分になった。

　しばらく男子の声が聞こえたが、さすがに女子トイレに踏ふみ込こむ勇気はないようである。それにしても、男子から追いかけられる理由が、わたしの魅み力りよくではなく美少女が参加するスキー旅行のチケットというのが非常に虚むなしい。それでも個室に入って気持ちが落ち着いた。

　さて、チケットをどうしよう。

　早い内に旅行のメンバーを確定して騒さわぎに終しゆう止し符ふを打ちたい。男子から追いかけ回されるのはごめんだ。

　それはともかく、沢田のことが気になる。チケット一枚六万円で一二万円を提示されたけど、正規に買った方が安いだろうし、自分の妄想少女があんな病みきった状態なのに旅行に行きたいという心情が理解できない。便座の上で考え込んでいるとドアがノックされた。

「……どちら様ですか？」

「なにを馬鹿な返事しているのよ。ここを開けなさい」

　利沙？

　ドアを開けると、利沙は個室へ侵入してきて鍵をかけてしまった。狭せまい密室の中で便器越しに美少女と向かい合うと不思議な戦せん慄りつが走った。

「あの……用を足すなら隣の個室に行ってくれない？　こういうのはちょっと……」

「その変態的な思考を止やめなさい。それより状況報告を」

　随分必死だな。一大作戦として利沙もこの旅行に賭かけているのだろう。それはわたしも同じだが。

「とりあえず高柳君にはチケットを渡したよ」

「上出来ね」

「佐島君が渡したんだけど」

「よくやった。佐島」

　佐島君に聞かせてあげたい。でも、微び妙みように悲しむかも。

「それで、わたしは亀ちゃんと鶴ちゃんを誘いたいと思ってるんだ。男子はゴリ……郷原と宮里はどうかな？　って、思ってる。みんな、気のいい奴だよ」

「あと二人ね」

　瞬時に人数を計算するとそう言った。でも、わたしにとってのベストメンバーでも利沙にとってはどうなんだろう。残り二枚はＣ組の人を利沙に選んで貰うべきではないだろうか。Ｄ組の集団に利沙が一人混じるのは、お互いにやりづらいかもしれない。

「利沙の友達も誘おうよ。もしかしたら、次のクラス替がえで一緒になるかもしれないし」

　だけど、利沙の反応は芳かんばしくなかった。

「私の方はいい。あすみの気に入った人を誘って」

「……でも、利沙は鶴亀ちゃんと仲良くないし、せっかくの旅行なんだからＣ組の人も……」

「余計な気を回さないで」

　それ以上勧すすめることを拒きよ絶ぜつされたように感じた。利沙に友達が少ないってのはわかっているつもりだったけど、思っていた以上かも。わたしが黙だまってしまったことに居い心地ごこちの悪さを感じたのか、利沙は腕時計を見た。

「そろそろ、次の授業が始まるわね。教室へ戻る前にもう一つ」

「何？」

「チケットを渡した人から代金を徴ちよう収しゆうすることを忘れないで。そのチケットは親父おやじから貰ったんじゃなくて買ったの」

「利沙はお父さんのことを親父って呼んでいるんだね」

「つまらないことを言って話の腰を折らないで。あらためて言うけど、チケットの値段は五○○○円。あすみはチケットを売り切って四万五○○○円をわたしによこしなさい」

　利沙の分を除いた九枚のチケットで四万五○○○円……大金の管理もしないといけないらしい。その辺りは佐島君にお願いしよう。わたしでは現金の受け渡しで間違いが起きそうだ。

「わかった。お金のことは了解。メンバーもこっちで選ぶ……それはそうと、わたしがここにいるのよくわかったわね」

「鶴つる川かわさんと亀かめ山やまさんが教えてくれたわ」

「あ、良かった。あの二人と仲良くなれたんだね」

　安心した。さっき諍いさかいが起きていたから心配してたんだ。

「教室に戻りましょう」

「うん」

　トイレの鍵を開けて出ようとすると、そこには涙目の友人が立っていた。

　鶴ちゃん、亀ちゃん！　どうした!?

　驚いたわたしだが、利沙は二人をすり抜けて歩いて行ってしまった。利沙が女子トイレから出て行くと、二人が泣きついて来た。

「どうしたの!?　二人とも！」

「わ、わたしたちは、怖くてあすみちゃんの居場所を教えてしまった。ごめん、本当にごめん……」

「あの人、怖いよ。わたしたちは心を砕くだかれてしまった」

　利沙は二人に何をしたんだ？　剣道部で双そう璧へきと呼ばれ一目置かれている彼女たちの心を折るなんて。わたしは二人を慰なぐさめながら教室へ戻るハメになった。次の授業は数学。その次は理科。

　四時間目の授業でわたしに災難が降りかかった。正確には三時間目の授業終了から、給食開始までの約七〇分の間に災難が起きていたのだ。
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「……ない」

　うどんのつけ汁じるに麵めんを落としたことがきっかけだった。スカートに汁が飛んで、机つくえからティッシュを出そうとして気がついた。英語のノート、社会の教科書、理科のノート、ルーズリーフ……一度、全部机から出して中を改めたが、どこにもない。

　ない、ない、ない……どこにもない！

「どうした、あすみ。給食を食わないのか？　油あぶら揚あげもらっていい？」

　呑のん気きに油揚げをさらう高たか柳やなぎ君に血が上ってしまった。

「給食どころではありません！　チケットが無いのです！」

「は？」

「だから、利り沙さと一緒に行くユニコーンホテルのチケットが無くなったんですよ！」

　わたしの告白に教室が騒そう然ぜんとした。

「噓うそだろ!?　峰みね倉くらぁ!!」

「う、噓じゃないよ！　本当にないの！」

　リサたち三人も駆けよってきた。

『ちょ、ちょっと冗談だろ？』

「ミウ！　この顔が冗談に思えるの!?」

　わたしの顔を見てミウが青ざめた。

「あすみ、いつなくなったんだ？」

　高柳君に尋たずねられ、記き憶おくの糸をたぐった。

「……えっと、理科の授業まではあった……あ、違う……理科は実験だったから教室に置きっぱなしだったことになる」

　三時間目を終えて鶴つる亀かめちゃんと一緒に理科室へ移動した。その時、英語の教科書に封ふう筒とうを挟はさんだまま席を空けてしまったのだ。ミウに『なんて迂う闊かつな！』と責められたけど、こんなことになるなんて夢にも思ってなかったんだ。

『盗ぬすまれたのね……』

　ユイヒメが不ふ穏おんなことを呟つぶやくと、今度はミウがわたしの肩を摑つかんで声を張り上げた。

『チケットは盗まれたんだ！　あすみが理科室に行っている間に盗まれたんだよ！』

「まさか！　誰だれが盗むっていうの!?」

『クラス中の男子が欲しがっていたんだぞ!?　しかも普通に買えば五万円もするチケットだ！　そんなチケットを机の中に入れたまま眼を離せば盗まれて当然だろ！』

　人を疑ってはいけないと思いつつ、この場合は盗まれたと考えるのが自然だ。現にチケットがなくなっている。

『……あすみ、本当にチケットが机の中からなくなったの？　教室移動の時に落とした可能性は？』

「それはない！　絶対に英語の教科書に挟んでおいたんだ。五四ページと五五ページの間だったことも覚えてる！」

　それでもリサは『もう一度、探してみなさい』と確認を促うながし、そのとおり机だけでなくポケットやカバンの中を探したが、チケットは見つからなかった。本当に盗まれたらしい。チケットはクラスメイトの皮をかぶった極悪人によって盗まれたんだ！

「ちきしょー盗まれた！」

「あすみ！　クラスメイトを疑う気か？」

　高柳君に怒られたが、そうとしか思えない。

　男子がわたしの机をひっくり返すように探し始め、密ひそかに佐さ島じま君を目当てにチケットを狙ねらっていた女子にまでカバンの中身を探られた。そして、持ち物すべてを改めたクラスメイトたちは、ミウやユイヒメと同じように管かん理り不ふ行ゆき届とどきを責め始めた。

「ちょっと、待ってよ！　わたしが悪いんじゃなくて盗んだ人が悪いんでしょ!?　そうだ！　この教室の中に犯人がいるはずだ！　胸に手を当て懺ざん悔げしろ！　出て来い盗人ぬすつとめ！」

　わたしは当然のことを言ったつもりだったが、クラスメイトの論理は「盗まれた方が悪い！」だった。酷ひどいよ！

「高柳君！　助けて！」

「友達を盗人あつかいするなんて最低だ」

　……高柳君を怒らせてしまった。確かにクラスメイトを疑うのは最低なことだけど、どうすればいいってんだ!!

『あ、いい考えがあるよ！　机に顔を伏せてもらって「盗んだ人は手を挙げて下さい」っていうの！』

　リサが素晴らしい助言をしてくれた。

「みんな！　机に伏せるんだ！　盗んだ人は正直に手を上げて！　わたしは怒らないから！」

　無視された。

　小学生じゃあるまいし、そんなんで自白する人がいるはずない。リサは慌あわてると役に立たない。わたしも思考力をなくしている。そして、クラスの空気も変わり始めていた。わたしをなじっていた生徒たちは、いつの間にか互いを疑い始めたのである。最初は冗談のようだったが、次第に友人同士でさえ「出し抜いた」だとか「金に換かえる気だろ」とか本気で疑い合っている。

　そんな中、教室にくすぶっていた猜さい疑ぎ心しんまで噴ふん出しゆつした。

「仁に島しまが盗んだんじゃねぇの？　どっか行ってるし！」

　仁島さんを疑う声まで聞こえたのだ。

　ええ!?　仁島さんがなんで盗むの!?

　でも、確かに仁島さんの姿がない。次第に仁島さんを疑う声が大きくなり、いつのまにか容よう疑ぎ者しやとして祭り上げられてしまった。学級委員の宮みや里さとが秩ちつ序じよを失った教室を右う往おう左さ往おうしている。

「……あすみ、お前なにやってんだよ」

　ひとりだけ椅い子すに座ったままの高柳君が呆あきれたように言う。

「し、知らないよ。わたしは被害者だよ――！」

「盗まれたお前が一番悪い!!」

　仁島さんを疑っていたクラスメイトの矛ほこ先さきが再びわたしに向いた。ヒッ！　正気をなくした彼らにリンチされそう！

『あすみ！　こっちよ！』

「リサ？」

　詰つめよるクラスメイトたちの狭はざ間まから手が伸びるとわたしを引っ張った。それはリサの手ではなく佐島君の手だった。

「とりあえず、教室から出た方がいい！　これ以上、騒ぎが大きくなったら大変だ！」

　わたしは佐島君に連れられ図書準備室に匿かくまわれた。
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　図書準備室。

　図書室の貸し出しカウンターの奥にあり、事務仕事や本の補ほ修しゆうをするために使われる。しかし実際は教師が滅めつ多たに来ないため、密談や密会、それに漫まん画がや雑誌を読むための喫きつ茶さスペースとして利用されている部屋だ。そんな憩いこいの部屋が避ひ難なん場ば所しよになるとは思わなかった。

「まずいことになったね、峰倉さん」

「……ごめん」

　どうにか落ち着くことができたけれど、教室の混乱から逃れただけだ。ユニコーンホテルのチケットはわたしの分を含めた七枚が盗まれ、クラスに相互不信の種を蒔まいてしまった。そして、利沙との旅行を楽しみにしていた佐島君に一番の迷惑をかけている。

　しかし、彼はわたしの不注意を責める以前に、チケットが盗まれたことに心を痛めていた。

「確認するけど、君が持っていた七枚のチケットは本当になくなってしまったんだね？」

「それは間違いない。クラスのみんなも探したけど見つからなかったし、どこかに落としたとも考えられない。理科室から帰ったら、英語の教科書に挟んだチケットがなくなってたんだ」

「すると、君が言っていたようにクラスの誰かがチケットを盗んだ可能性が高そうだ。けれど、Ｄ組で盗難事件が発生するとは思わなかったよ」

「……どうしよう。先生に言った方がいいかな？」

　しかし、佐島君は首を振った。

「この件は学校や先生に知られない方がいい。そもそも生徒だけでの一泊旅行が学校に知られれば、たとえチケットが見つかっても横よこ槍やりが入るだろう。それに……」

「それに？」

「持ち物検査になれば、峰倉さんがクラスのみんなに恨うらまれるかもしれない。携けい帯たいとか漫画を持ちこんでいるのがばれるだろうからね」

　わたしのように携帯を持ち込んでいる生徒は少なくない。持ち込み禁止の品は即刻没収が先生たちのスタンスだ。たとえチケットが見つかったとしても恨まれるのは目に見えている。そうなれば、高柳君だってわたしを見放すだろう。

『つまり、学校には伏せて私たちだけでチケットを見つけなくてはいけない』

　リサが佐島君の思考を代弁した。わたしもそう思う。

　それにしても困ったことになった。本当は佐島君と共同戦線を張るために、ここで作戦会議をしようと考えていたのに、まさかこんな話をすることになるとは。

「峰倉さん。まずは状況を把は握あくしたい。理科室に行く前にはチケットはあったんだね？」

「それは間違いないよ。チケットから眼を離したのは四時間目の理科……理科室への移動から給食までの間なんだ」

「……だとすれば、教室移動から理科の授業にかけての間が怪しい」

「うん」

「それに、給食を取りに行った僅わずかな時間でも机からチケットを抜き取れるだろうね」

「うん」

　次々と今置かれている状況を整理していく佐島君は、中指をメガネに載せて思案を始めた。彼の黒くろ縁ぶちメガネが薄うす暗ぐらい図書準備室に光る。時計の秒針がちょうど一周した時、彼は言った。

「僕が知っているかぎり、理科室へ不自然に遅おくれてきたり、退出した生徒はいなかった。それに旅行のことはＤ組の生徒以外知らないはずだ。そして君が席から離れている僅かな時間にチケットは盗まれた。つまり容疑者はＤ組の生徒二八人。誰にもアリバイはない」

「二八人？　あ、わたしと高柳君はシロだからか……」

「いや！　普通に僕と峰倉さんって意味だよ。君は僕を信用できないのかい!?」

　ごめん……！　君と高柳君を天てん秤びんにかければ彼に傾くんだよ……。それはそうと、クラスの大半が疑わしいって絶望的じゃないか。

「さ、佐島君……どうしようぅ」

　まずは利沙に謝るべきだろうか。しかし、謝っただけですむとは思えない。利沙は「親父おやじからチケットを買った」と言った。そして、わたしにチケット代金を回収するようにとも言った。つまり、わたしは……五○○○円×七枚を利沙に弁べん償しようしないといけない。

『……ようするに三万五○○○円の負ふ債さいを抱えている』

　ぎゃあ！　この年で自じ己こ破は産さん？

　全財産を遙はるかに超える額だ。お父さんに泣きついても貸してもらえるかわからない。ソファに泣なき崩くずれると、佐島君が肩に手を回してきた。

「あなたが弁償してくれるのね!?」

　だが、彼の答えは非情だった。突然、わたしをソファから床へ転げ落とすと、その上にのしかかったのだ。

　ちょ、何!?

　まさか、三万五○○○円を身体からだで払えっていうの？　安い!?

『あすみ！　暴れないで！』

「リサ！　あなたは何を言っているの!?　図書準備室で暴行されかけているのよ!?　佐島君を止めて！」

　しかし、わたしの親友は佐島君を止めてくれない。それどころか彼を手伝うようにわたしの頭をソファに押しつけ始めた。火の点ついた性欲を妄想少女が抑おさえられるはずないんだ！　むしろ暴行に手を貸してるし！

「静かにするんだ、峰倉さん！　誰か図書室に来た。クラスの誰かかもしれない」

　彼に平手打ちを喰くらわせたのは間違いだった。佐島君は図書室に何者かが入ってくる気配を察知して、隠かくれるつもりだったらしい。

　ほどなく図書室のドアが開かれる音がした。図書準備室は貸し出しカウンターと扉とびらなしで繋つながっている。閲えつ覧らん席せきや書しよ棚だなの方からは中が見えない造つくりだが、佐島君の言うとおり今ここにいることを誰かに見られるのはまずい。クラスの騒ぎもそうだが、今は給食の時間なのだ。

　息を殺してソファの陰に身を潜めていると、図書室に入ってきたのは土ど井い先生で、か細い女子の声が先生の声と一緒に聞こえてきた。

「……先生は誰と図書室に来たのかな？　なんだか緊張感がある雰囲気だけど」

『ちょっと見てくる』

　リサはヒョイとカウンターを乗り越えて閲覧席へ跳はねていった。人には見えない妄想少女の本領発揮だ。しばらくすると佐島君もソファから顔を出して様子を窺うかがい始はじめた。

「ねぇ……誰が来てるの？」

　シッと指を口に被かぶせられた。

　そのまま佐島君の膝ひざの上に乗っていることにした。貸し出しカウンターの方から声だけが聞こえる。土井先生の口く調ちようは、女生徒に指示を与えているというより、気づかっているように感じられる。言葉の中には「昼休みだけでいい」とか「気分が悪くなったら職員室へ来なさい」という声も聞こえた。

　ほどなくリサが戻り、図書室の様子を見ていた佐島君と同時に言った。

『仁島さんが来ている』

　状況から察するところ、土井先生が誰とも話そうとしない仁島さんの状況を打破するために、図書室で「リハビリ」させようと考えているように思える。仁島さんは図書委員だし、当番がない昼休みでもここで本を読んでいる子だ。おそらく土井先生は馴な染じみのある図書室から元通りの状態へ回復させるきっかけを作ろうとしているのだろう。

　先生が出て行くと、図書室には仁島さんの小柄な背中が残された。

「……どうしよう、佐島君」

　つい問いかけてしまったが、答えに窮きゆうする佐島君。

　先日の事件とは関係なしに声をかけづらい。女子のわたしですら最後に話したのは一週間も前だし、休学明けの出来事も思い出される。

　仁島さんは生活指導の山やま田だ先生に連れ回され、全ての教室に謝あやまりに行かされた。被害に遭あっていない一年生や三年生の教室でも「校内を騒がせて申し訳ありませんでした。今後は二度とこんなことはしません」と謝しや罪ざいを強しいられたのだ。

　そのせいで、仁島さんの名前は事件の概がい要ようすら知らなかった他学年にまで広まってしまい、しばらくの間、休み時間や昼休みには教室前の廊ろう下かに野や次じ馬うまが群がった。さすがに事件から一カ月が経たつと関心は薄れて来たが、音楽室や理科室への教室移動の際には他のクラスの生徒や他学年の生徒から無遠慮な視線を浴びせられている。

　そんな立場にわたしが置かれたら絶対に学校へ通えない。それでも登校を続けている仁島さんに強さを感じる。

『声をかけるべきよ。あすみ』

　対応に困っているわたしにリサが言い切った。

「……なんて言えばいいかな」

『あいさつでも何でもいいと思う。たぶん、無視されるのが一番辛つらいと思うし、仁島さんにとっては今が大事なはず。あすみは彼女を助けなくてはいけない』

　リサの言うとおりだ。

　彼女に自白させたのはわたしがきっかけだったんだ。元通りにクラスへ溶け込むのは時間がかかるだろうけど、その手助けをしないといけない。

「佐島君。チケットの件は後で相談させて。わたしは仁島さんと話をしてくる」

「峰倉さん？」

　彼の返事を待たず仁島さんの元へ行こうとしたら、昼休み開始のチャイムと同時に図書室のドアが開かれる音がした。

　ビクリと肩が震える仁島さん。そして、わたしも突然の図書室の変化に身体が震ふるえた。どういうわけか一○人近い生徒が徒党を組んで入って来たのだ。なぜこんなに人が押しよせて来たのかすぐに理解できなかったけど、一人の男子の奇声でわかった。

「あれが《図書室の凶きよう女じよ》だ！」

　男子だけでなく、派手な顔の女子も下品な笑い声を上げながら「凶女だ、凶女だ」と連呼している。

　――なにそれ？　まさか仁島さんのこと？

　男子から《図書室の聖女》と謳うたわれていた仁島さんが《凶女》扱いされ、嫌な視線を浴びせられてる。

　何なんだよ、こいつら。

　そりゃ仁島さんは悪い事をしたかもしれないけど、書き初めなんて家に持ち帰ってもゴミ箱に行くようなものだろ。それなのに、気持ち悪い笑みを浮かべて仁島さんを見にくるなんて。

　カウンターで棒立ちになった彼女の後ろ姿からは表情は見えない。だけどガクガク震える足によって彼女がこの状況に怯おびえているのはわかる。

　三年男子の一人が笑いながら分厚い本をカウンターに置いた。

「一週間レンタルで」

　その横からも別の男子が仁島さんの前へ本を投げるように置いた。それでも仁島さんは震える声で男子の名前を聞き、箱から貸し出しカードを探し始めた。でも、その手はガタガタ震えて、カードを手に取るたび箱から落ちる有あり様さまだった。その様子を見ながら三年男子がニタニタと薄笑いを浮かべながら信じられないことを言った。

「君、本の万引きもしているんだよね？」

　万引き？

　土井先生が朝の会で話していた漫画の万引きを言っているのか!?　なんの根拠があって、こいつはこんなこと言ってるんだ？　仁島さんが本を盗んだりするわけないだろ！

　もう我が慢まんの限界だ！

「あんた、名前は何て言うんだ！」

　準備室から飛び出したわたしに野次馬どもの視線が集まった。だけど関係ない。仁島さんの隣に立って、男にもう一回言った。

「言え！　この本借りたいなら名前をはっきり言え！」

「……さ、３－Ｂ、シモキタ……」

　仁島さんが探していたカード箱を横から探す。

　サ行。

　探すがどこにもない。この汚い男の魂こん胆たんがわかった。偽ぎ名めいを使って仁島さんを困らせてたんだ。

「シモキタ先輩？　あんた誰なんだよ！　なにが《凶女》だよ！　なにが《万引き》だよ！　仁島さんがそんなことするはずないだろ！　あんた、本当に人間か!?」

　こいつらの汚らわしい心が憎い。この「シモキタ」って奴を下水に流してやりたい！

　しかし、相手は三年の男子だ。怒りに駆られて飛び出したけど、シモキタに睨にらまれると怖くなってしまった。仁島さんを連れて逃げるべきだろうか。それとも敵かなわぬまでも戦うのが最善か……窮地に陥ったまま三年と睨み合いを続けていると、頼もしい援えん軍ぐんが現れた。

「あなたは三み沢さわ先輩の友達ですよね？　Ａ組に在ざい籍せきしている方だと記憶しています。悪ふざけはやめて下さい」

　佐島君！

　生徒会の副会長である佐島君は全校に顔を知られている。しばらく睨み合うと三年の男子は悪あく態たいをつきながら図書室のドアを蹴けって出て行った。他の野次馬たちも佐島君が前に立つと居場所をなくして図書室から逃げていった。佐島君がいてくれて本当に助かった。

「仁島さん、大丈夫だった!?」

　貸し出しカードを手に持ったままの仁島さんの手に触れると、肩がビクッと上がり、カードが床ゆかに散らばった。

「仁島さん……？」

　表情がなかった。全てに絶望して感情までも失っているように思えた。

　そして、仁島さんは図書室から飛び出してしまった。とっさに追いかけたが、仁島さんの背中がわたしを拒んでいるように思えて足を止めるしかなかった。

「……リサ。わたし、余計なことをしたのかな」

『あすみは何も悪いことはしてない。というより、あれ以上のことは誰にもできないし間違ったことはしていない。悪いのはあの野次馬たちだよ』

　リサはそう言ってくれたけど、仁島さんが戻ってくるようには思えなかった。床に落ちた図書カード。野次馬の眼。仁島さんの絶望した瞳ひとみ。彼女が走り去った階段を見ていられず眼を背けると、後ろから声をかけられた。

「峰倉さん。僕は職員室へ行ってくる。あの様子だと家に帰ったと思うから土井先生に知らせた方がいいはずだ。チケットの方は僕も探りを入れる」

　そして、佐島君は立ち止まるとリサと同じことを言ってくれた。

「あいつらが悪いんだから君は気にしちゃだめだよ」

「……ありがとう」

　佐島君が職員室へ行き、わたしは貸し出しカウンターに散らばった図書カードや三年が置いた本を片づけた。何も知らずにやって来た貸し出し当番の図書委員が驚いている中、それらを片づけ終えて図書室を出ると、まだ図書室前でたむろしている野次馬の中に沢さわ田だの姿を見つけた。沢田の顔を見ると怒りが込みあげてきた。

「沢田！　あんたも野次馬に来たの!?　おかしいよ、何で優しくできないんだよ！」

　黙ったままの沢田。これ以上口を開くと怒りで頭がおかしくなりそうだったので拳こぶしを収めるしかなかった。

　沢田の妄想少女サチコは濁にごった瞳をしている。さっき見た仁島さんの瞳と同じに思えた。

　仁島さんと盗まれたチケット。

　中学二年も終わろうとしているのに、一ひと筋すじ縄なわで行かなそうな問題が積み重なっている。こればかりは妄想少女が見えるコンタクトレンズがあっても解決できない。

　教室へ戻る足が重く感じられた。
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『あすみさん。チケットといい、仁島さんの件といい、今日はひどい日ですわね……』

「まったくだよ、ユイヒメ……」

　自分の席に戻ると緊きん張ちようが弛ゆるみ、机に突つっ伏ぷすしかなかった。

　チケットのことで狂乱を極めていたクラスは落ち着きを取り戻していたが、わたしが教室に戻るとギクシャクした空気に変わったのがわかった。高柳君はいないし、鶴ちゃんと亀ちゃんもどこかへ行っているようだ。

『根拠はないけど、チケットも見つかるだろうし、仁島さんのこともいつか解決するよ。元気出せって』

　ミウの根拠がないプラス思考がわたしを余計に落ち込ませる。

　そして、教室の片かた隅すみから「仁島さんが万引き？」と囁ささやき合あう声が聞こえ始めたのも心を重くさせた。図書室のことが噂うわさになって広がりつつあるようだ。なんの証拠もないだろうに仁島さんと万引きを結びつけるなんて信じられない。

『あすみさん、土井先生が来ましたわ』

　顔を上げると、土井先生が仁島さんの机を一いち瞥べつしてすぐ戻って行くのが見えた。教室から一瞬会話が途と絶だえ、佐島君とリサが職員室から戻って来た頃には、仁島さんについて憶測する声が教室中から聞こえた。

「リサ。先生は何だって？　佐島君と話したんでしょ？」

　わたしの問いに目を落とすリサ。その奥で佐島君がわたしに向かって首を振った。

　昼休み終了のチャイムが鳴っても、仁島さんは戻ってこない。

「……やっぱり、家に帰っちゃったのかな？」

『まだわからないけど、きっとそうね。先生は厳しい顔をしていたわ。やること全部が裏目に出ているって』

　なんでこんなことになったんだ？　先生は仁島さんを心配して図書室に連れて行った。それなのにあの三年たちは先生の気づかいをぶち壊した。あいつらはいったい何なんだ。人を苦しめて何が面白いんだ。

　やがて、国語の先生がやって来て五時間目を始めると、何事もなかったかのように授業が進みだした。それも怖かった。すでに仁島さんはいてもいなくてもいい存在なのか。

　しかし、隣で頰ほお杖づえをついている高柳君は仁島さんの席を見ていた。彼は仁島さんに起きた異変に気がついているんだ。それは彼女にとって救いになることだろうけど、事態は解決しない。

『このままだと、仁島さんは学校に来られないかもしれないわね』

　ポツリと悲しそうに言うリサ。

　そんなの嫌だ。同じクラスだからとか事件に関係したからではなく、仁島さんとこのまま会えなくなれば後こう悔かいするはずだ。何か行動を起こさなければならない。

『土井先生が仁島さんのお家へ今までの経けい緯いを説明しに行くと言っていたわ』

　リサの言葉にひとつの考えが浮かんだ。

「リサ。土井先生と一緒に仁島さんのお家へ行けないかな？」

　そんなことしか思いつけなかった。けれど、リサはニッコリ笑ってくれた。

『あすみのそういうところ、大好き』

　最善ではないかもしれないけど、今できることはこれしかないはず。だって、リサが笑ってくれるんだもの。

　休み時間に土井先生に相談すると了りよう承しようしてくれ、高柳君と佐島君も一緒に行くと言ってくれた。盗まれたチケットのことが気がかりで仕方がないけど仁島さんのことも心配だ。チケットは利沙に土ど下げ座ざして謝ることができるけど、傷を抉えぐられた仁島さんに手を差し出さないと一生後悔するはずだ。
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　仁島さんのお家は、成せい条じよう駅から少し離れた住宅街に位置する一いつ軒けん家やだった。

　車庫の上に住まいがある造りで、タイル張りの白い階段が門もん扉ぴと玄関を繋いでいる。

　わたしたちが通う島しま村むら中学校は、沢さわ野の小と明めい星せい小の生徒が集まって構成されており、わたしたち三人は沢野小出身で、仁島さんは明星小に通っていた。その明星小の学区域は成条という高級住宅地を擁ようしており、大まかに分けると一般庶民の集まる沢野小に対して、明星小出身者は会社の社長さんや重役クラスの子し弟ていで構成されている。仁島さんの家を見るかぎり、ご両親はお金持ちらしい。

「すまないな。車を使えれば良かったんだが、今日は電車で来たんだ」

「大丈夫です。そんなに遠くありませんし」

　土井先生は紺こん色いろのスーツを着て、ネクタイもきちんと締めている。先生の足下にはミツキちゃんという妄想少女が立っている。少女と言うより妄想幼女だが、これから先生としての職務を果たす「おとうさん」の気持ちが反映され、幼いながらもしっかりした表情で後に従っていた。それでも不安な色を感じるのは土井先生も同じく不安だからだろう。無理もない。自分の受け持つクラスで問題が発生して、その対処が上手くいっていないのだから。それでも土井先生の表情がいつもと変わらないのは、人としての経験だろうか。

　先生は、ここまでの道中、わたしたちに注意を促うながした。

「仁島の性格からすると、もしかしたらお前たちと顔を合わせられないかもな」

　彼女からすればフラれた高柳君と顔を合わせるのは辛いだろうし、わたしや佐島君といった事件に巻き込まれた相手と向き合いたいとは思えないはずだ。いきなり家に押しかけるのではなく、手紙を書くとか電話をするといった方法を取るべきだっただろうか……そう思っていると高柳君が先生に言った。

「先生。もし俺おれたちが仁島と話ができなかったら『学校に来てほしい』と伝えてもらえますか？」

　佐島君が頷うなずき、土井先生も「わかった」と答えてくれた。それが五分前の会話。わたしたちは仁島邸ていの前に立っている。

「じゃあ、呼よび鈴りんを押すぞ」

　チャイムに指を合わせる土井先生だが、やはり躊躇ためらいが感じられた。仁島さんのご両親から叱しつ責せきされる事態も考えられるので、無理もない。

　土井先生がインターホンを押そうとしたその時だった。

　家の中から何かの割れる大きな音がして、それと同時に「なんで帰ってきたの！」とヒステリックな女性の声が響ひびきわたった。続けざまに「早退なんて恥ずかしいでしょ」とか「ご近所の目を考えて」などといった怒鳴り声が家の中から聞こえ、圧倒されたわたしたちは顔を見合わせてしまった。

「……仁島さんのお母さんなのかな？」

　溜ため息いきをついた土井先生が頷いた。

「教育熱心な親おや御ごさんなんだ。まったく、俺の失敗で状況が酷ひどくなる」

　先生は鳴りやまない怒声に構わず呼び鈴を鳴らした。仁島さんが家の外にまで聞こえるような怒ど鳴なり声に晒さらされている姿を想像すると、居たたまれないと言うより、親を選べないことに無力感のようなものを感じてしまった。

　ほどなく若くて綺き麗れいな女性が「わざわざ申し訳ありません」と、作り笑いをしながら階段を下りてきた。どうやら、仁島さんのお母さん……のようだ。

　仁島さんのお母さんは若くて綺麗なものの、気難しそうな性格が顔に出ていた。先生と話しながらも、時折わたしたちを見て眉まゆをしかめているのがわかる。

『……とても、話せる雰囲気じゃないわね』

　リサが佐島君の後ろから顔を出してそう言った。彼女のお母さんがわたしたちの来訪を迷惑に思っているのは間違いない。

　仁島さんと話せないことは先生に言われて想定していたが、まさかこんな妨害が入るとは思わなかった。そして、もう一つの不安が生まれた。

　高柳君が甲かん高だかい声で先生と話すお母さんを怖い目つきで睨んでいるのだ。

「高柳、どうしたんだい？」

「なんでもねぇよ」

　声をかけた佐島君が彼の冷たい眼光に息を呑むほどだった。

　この状況が高柳君を不機嫌にさせることをわたしは知っている。そして、わたしはいつもかける言葉を見つけられないし、高柳君もこの一線だけは踏み込むことを許さない。彼に対してどうにもならない無力さを覚える感覚を、久しぶりに思い出した。

「みんな。先生と親御さんだけで話すことになった。すまないが今日はこのまま帰宅してくれ。仁島にはお前たちが心配していると必ず伝える」

　土井先生が振り返ると心底すまなそうに言った。

「……先生。仁島の母ちゃん、大丈夫ッスか？」

「高柳。人様のお母さんを『母ちゃん』呼ばわりは良くないな」

「……母ちゃんは母ちゃんッスよ」

　先生の注意に謝らない高柳君。

　その理由は幼なじみのわたしにしかわからないので、ここは無理にでも話を逸そらすしかなかった。

「先生！　仁島さんの様子が気になるので話が終わったら教えて下さい。学校で待ってますから」

「……いや、遅くなるかもしれないから明日伝えるよ。正直、一緒に来てくれて助かった。ありがとう」

　土井先生はそう言うと仁島さん家ちへ入っていった。あのお母さんと話をする先生に同情してしまう。わたしたちは仁島さんのことしか考えていなかったけれど、先生は仁島さんの家族や家庭の環境もひっくるめて応対をしないといけないのだ。三○歳で妻と娘を養う土井先生は中学二年の子供を三○人も相手にしつつ、生徒の両親とも信頼関係を築かなくてはならない。仕事だとは言っても教師という職業が大変に思えてきた。

「行こうか、二人とも」

　佐島君が黙り込んでしまった高柳君に戸と惑まどいながらも、明るい声を作ってわたしたちを促したが、そこでまたしても「祥さち子こ、降りてきなさい！」と怒声が轟とどろいた。

「ったく……気分が悪い。佐島、バッティングセンター行くぞ」

「あ、わたしは？」

「お前は勉強でもしてろ」

　いつもならふて腐れるところだけど、今日は黙って従うことにした。

『あすみ。高柳君は平気なの？』

　佐島君は、こういう彼を見たことがないのだろう。幼なじみのわたしでも久しぶりに見た。

「大丈夫だよ。佐島君と一緒ならすぐ元通りになるはずだから」

『……本当？』

「わたしが大好きな高柳君だからね」

　二人を追いながら何度も振り返るリサ。わたしは静かになった仁島さん家の前で彼らが十字路を曲がるまで見送ったあと、線路沿いを歩いて帰宅することにした。




　小お羽ば急きゆう線の高こう架か下した。

　頭上を走る各停電車が、ガード下を歩くわたしに軽い震しん動どうを与え、重い低音を轟かせながら通過する。日が落ちるのが早い。電車に追い越されるごとに暗くなっていくようだ。

　結局、仁島さんの姿を見ることもできなかった。今日は利沙からユニコーンホテルの格安チケットを預かってドキドキした気分で一日が始まったのに、下り坂を転がるように状況が悪くなっている。午前中までは期末テスト後の「お楽しみ」に心を弾はずませていたというのに酷ひどい落差だ。

　図書館を通り過ぎて、瀬せ田た谷がや駅前へ。駅正面にはドーナツ屋さんと輸入食材の店、それに居酒屋があって、南北に商店街が伸びている。

　すでに四時近い。夕飯の買い物をする主婦が自転車でわたしを追い越し、その自転車を眼で追っていると古本屋の看板に眩まぶしい原色のネオンが灯った。全国展開している古本屋である。朝の会や歴史の授業で土井先生が言っていた万引きされた本が売られたのはここだ。

　店内を見ると、立ち読みをする中高生や大学生の姿があった。彼らの読んでいる本は前の持ち主が飽きて売った本だけど、その中には何者かによって盗まれた本もあるはずだ。古本屋は本のリサイクルという目的を忠実に果たしただけで、店員やお客に罪はないけど、それでも嫌な気持ちになってしまう。

　そして、ここを行った先にある本屋が、土井先生の言っていた万引きが起きた現場だ。一〇〇メートルも離れていない店で本が盗まれ、すぐ売られてしまった。たしか三○冊のコミック本が盗まれたと聞いたが一万二六〇〇円を盗とられたとも言える。利沙から預かった三万五〇〇〇円分のチケットを盗まれた身として、書店のやるせない気持ちが理解できた。

「ラブチェキでも買っていこうかな」

　わたしは書店の売り上げに貢献すべく寄っていくことにした。

　江え原はら書店。

　この商店街では一番大きい本屋である。自動ドアを通り抜けると本の匂いが鼻をくすぐった。漫画や雑誌しか読まないけれど本屋の雰囲気は好きだ。静かで落ち着いていて、いるだけで頭が良くなる気がする。

　先日、佐島君のお姉さんと不思議な縁えんで知り合って、お部屋に入れてもらったことを思い出す。文学少女をイメージさせる裕ゆう香かさんの部屋は、壁一面に据すえ付つけられた本棚にびっしりと本が並び、それでいて閉へい塞そく感かんのない素敵なお部屋だった。高校生になったら、あんな部屋作りをしたいと真剣に思う。だけど、活字が読めないタチなので漫画部屋になってしまうだろう。

　文学少女ではなく漫画少女だ。

　素質は十分ある。

　素質を開花させるべきか悩んでいると、コミックコーナーに島村中学の制服を着た女子が三人いるのに気がついた。校外で知らない女子と会うのは気まずいし、リボンの色を見ると三年生だ。コミックコーナーを避けて女性誌売り場へ向かおうとしたのだが、三人の様子が気になった。

　妙に口の広い紙バッグを持つロングヘアーの女子に、彼女を隠すように密着するセミロングの女子。そして、ショートカット女子が通路の端はしで携帯をいじっている。なんか不自然な三人組だ。どうみても興味がなさそうな萌もえ系けい漫画の棚を物色しているし、今にも漫画を紙バッグに入れそうだ。

　この本屋では万引きが頻発している。もし、彼女たちが万引き犯だったら仁島さんを悪く言う人たちの鼻を明かせるはずだ。

　書しよ架かの上に据え付けられた防犯ミラーで監視することにした。突っ立ってミラーを見ているのも不審なので、ビジネス誌を手に取ってインテリ女子中学生に擬ぎ態たい。今のところ三人組に不審な行動はない。

　ミラー越しに見る三年女子は案外普通だった。それに漫画の表紙を見ながら「キモオタ好みじゃね？」とか「ニーソって痛くね？」などと、ニューカルチャーを愚ぐ弄ろうする発言をしている。女どもに鉄てつ槌ついを下したいが、彼女たちはただ本を冷やかしているだけで、紙バッグに漫画本を入れるそぶりはない。

　勘かん違ちがいだったかと反省していると、突然セミロングの携帯が鳴った。

　すると、二人はコミックコーナーから足早に離れ、示し合わせたようにショートカット女子と合流すると、そのまま店から出て行ったのである。そんな不自然な行動に首を捻ひねっていると、真後ろに店のおじさんが立っていて仰ぎよう天てんした。どうやら、わたしと同じように三人を怪しいと睨んでマークしていたようだ。

　彼女たちは実行役や監視役などを役割分担していたように思えた。本を盗んでこそいないが、やはりあの三人は万引きを企んでいたのではないだろうか？　そして、怪しまれていることに気づいて店を出た……のではないか？

　店のおじさんは三人組が店から出て行ったのを忌いま々いましげに見送ると、今度はわたしにチラリと眼を移した。その眼はさっき三人組を見ていたのと同じ眼だったので悲しくなってしまった。

　気分を変えよう。

　ラブチェキが並んでいるファッション誌のコーナーへ移動すると、先程の不ふ穏おんな空気とは打って変わり、主婦や女子大生が普通に立ち読みをしていたのでホッと一安心。成条中学校の制服を着たお嬢じよう様さまの姿もある。店のおじさんがレジをいじり始めたところをみると、警戒を解いたらしい。

　買いに来たラブチェキは中学生を対象にしたファッション誌であると同時に情報誌でもある。

　最近の楽しみは、この雑誌で仕入れた最新ファッションをまなちゃんで試すことだ。高柳君と同じ血を受けているまなちゃんは美しく成長することが確定している少女である。そんな高柳まなみが可か憐れんに羽ばたくだろう時期に着せ替えを楽しめるのはお隣さんに与えられた特権である。あの脆もろく危うい美しさは光こう陰いん矢やの如ごとく過ぎ去ってしまうのだ。なぜ、高柳家の男性ふたりが一眼レフやデジタルビデオカメラを買って高柳まなみの成長の記録を残そうとしないのか不思議でならない。この前、着せたパーカーとショートパンツの組み合わせはヤバかった。あまり可愛くすると変質者に目をつけられるのでダウングレードしたほどだ。それが勿もつ体たいない。

　MOTTAINAI。

　いかん、いかん。

　白いショーパンを思い出したら目的を忘れるところだった。ラブチェキを探すべく立ち読みしている他校生の間に潜り込むと、ファッション誌の表紙は春物を着たモデルさんだった。あと僅かで雑誌のモデルさんが着ている桜色の服が似合う季節になる。

　だけど、その前に今の状況をどうにかしないと……

「その通りじゃ」

　野太い声が断言した。

　ただし、それは女性誌と縁がない男からである。さらに言えば本屋とすら縁のない男で、もっと言えば俗ぞく世せに存在することすら違い和わ感かんを覚える男だ。そいつは竹の編あみ笠がさで顔をすっぽり覆おおい、真っ黒の着物に紫むらさきの袈け裟さを羽は織おっている。しかも、錫しやく杖じようを持つ不ふ審しん人じん物ぶつ。

「お、お坊ぼうさん!?　なんで中学生向けのファッション誌なんて読んでるんですかぁ!?」

　わたしの隣でラブチェキを立ち読みしていたのは虚こ無む僧そう。

　手にする錫杖は三さん途ずの川かわから魂たましいを呼び戻し、彼が授さずける守り札は病苦を解き放つ。自じ称しよう、現げん世せ最強の法ほう力りき僧そうにして、わたしに妄想少女が見えるコンタクトレンズを授けた男だ。

　よくわからないが、わたしにちょっかいを出す虚無僧である。

「峰倉あすみよ、久しいな。相変わらず、物欲と愛あい欲よくに悩んでいると見ゆる」

「年頃の女子中学生なんだから仕方ないです。それより男がそんなファッション誌見てるのは痛いですよ。お坊さんなんですから仏ぶつ典てんとかを読むべきでは!?」

　相変わらずの神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりと意味不明の行動。

　だけど一カ月ぶりに姿を見ることができて嬉しかった。何と言っても、このお坊さんがコンタクトを大量に授けてくれたおかげでリサたちと触れ合えるのだから。編み笠の下で読者モデルにヨダレを垂らしていても許してやろう。病室で目玉にコンタクトを入れたことも許してあげよう。我われ、寛かん大だいなり。

「して、お主。だいぶ困っているようじゃな。またしても背はい後ごの霊れいが騒さわいでおる」

　おっ、さすが虚無僧。最強の妄想ウォッチャーに認定してやろう。

「やっぱ、わかります？　前とは違った感じで問題が多発しています。しいて言えば金きん銭せん問題や交友関係。恋愛問題がないのは幸いです」

「愚おろかな娘よ。想い人の気持ちに気づかぬとは情けない」

　え？　高柳君とは平行線のままだよ？　いや、待てよ……ハンカチ返さなかったのバレたし、教室でみんなを疑ったのは拙かった。もしや、好感度が下がってしまったのでは……。

　しかし虚無僧はわたしの異性問題には関心がないようで、別の警告をわたしに与えた。

「お主の星の巡りが非常に悪くなっておる。対応次第では取り返しのつかぬ事態に遭遇するゆえ、気をつけい」

　取り返しのつかない事態……だと？

　考えられるのは盗まれたチケットか。あれが見つからなければ大変なことになる。

「あのぅ……具体的にはどうすれば状況が好転するでしょうか？　仏様にお仕つかえする人ならば、迷える子こ羊ひつじに助言する義務があるはずです」

　子羊ってキリスト教だっけ？　まぁ、仏様もマリア様も救済すべきは弱者のはずだ。違いはあるまい。すると、虚無僧は手にしていた雑誌を差し出した。買おうとしてたラブチェキである。

「この書物を授ける。お主の困こん苦くを救う一助になるだろう」

　おいおい。ファッション誌がお助けアイテムかよ!?　コンタクトレンズやお守りに比べると大おお幅はばに世俗化していないか？　いや、待てよ……不思議な虚無僧が授ける本だ。計り知れない英知が詰まっているかもしれない。

「もしかして、この本に載っている服やアクセが自分の物になるとか!?　なるほど、外見の印象を良くして、対人関係を円えん滑かつに進めろと言うんですね？　すごいや！　仏法の神秘がラブチェキ三月号に宿ってるんだ！」













　首を振られた。

「わかった！　これは妄想アイテムなんだ。掲けい載さいされてる服を妄想すれば、その服を着ることができる。で、オチが裸はだかになった自分だ。これでどうですか!?」

　またしても首を振られた。

　このファッション誌には一体どんな秘密が隠されているのだろう。もしや、読者モデルがわたし専用の妄想少女になるとか……？　この可か愛わいい表紙の娘が!?　わたしのものに!?　ありがとう、虚無僧！

「相あいも変わらず、くだらぬことには頭が働くようじゃな。一つ助言すると、お主は書物から知識を得る努力をせねばならぬ。それを怠おこたれば災厄がお主を襲おそう」

「……このファッション誌を読んで？」

「左さ様よう」

　そう言うと、虚無僧は錫杖を床に打ちつけ、頭の芯しんを揺さぶるかのような音を響かせた。

「……ラブチェキで何がわかるって言うんですか？」

「全ての物には意味がある。万ばん物ぶつから意義を読み解き、自らの糧かてとせよ。では、さらばぞ」

　もう行っちゃうの？

　自動ドアへ向かう虚無僧の後ろ姿を見て不安になった。一カ月前、彼を捜さがして駆け回った。また会える保証はどこにもない。

「お坊さん！　コンタクトレンズ、ありがとう！　次はいつ会えますか!?」

　虚無僧は歩みを止めると、振り返らずに言った。

「拙せつ僧そうはどこにでもいる。捜さずともお主の心の中にいると思え」

　そして、虚無僧は自動ドアに錫杖をかざすと開いたからドアから出て行った。不思議なことに店から出た途端、街並みと同化したかのように見えなくなってしまった。




「……わたしの心に虚無僧がいる……」




　いやな心だ。

　相も変わらず妙な坊主。わたしの推理では妙みよう蓮れん寺じの住職が虚無僧の正体なのだが、どうにも現実離れしていて確信を持てない。だけど、見守っていると言われて嬉しい自分もいた。きっと、生命の危機には助けてくれたり、輪りん廻ねの歯車から外れそうになったら教えてもくれるだろう。死んだら極ごく楽らく浄じよう土どへの道案内もしてくれるかもしれない。

「でも、この本はどうすればいいんだ？」

　つい、口にしてしまったが答えてくれる人はいなかった。さっきまで立ち読みする客で賑にぎわっていたというのに誰もいなくなっているのだ。さすがだよ虚無僧。怪しさをアピールするためだけに書店の営業妨害をするなんて思わなかった。

　それにラブチェキを「授ける」とか言ったけど、これは江原書店の売り物だ。まぁ、どちらにしろ買おうとしていたんだから問題ないか。

　しかし、レジにラブチェキを持っていき財さい布ふを開くと、「え？　この本、先ほどお嬢さんが買ったじゃないですか」と店のおじさんに言われたのだ。身に覚えはないが、財布の中には「ラブチェキ　￥５００」と印字されたレシートが入っていた。それなのに所持金は減っていない。

　どうやら、虚無僧が法力か何かを使ってラブチェキを授けてくれたらしい。万引きし放題である。虚無僧に万引き疑惑が発生。それでも貴重な五○○円を使わずにすみ、虚無僧への敬意を新たにした。現在、峰倉あすみは五○○円玉にして七○枚分、三万五〇〇〇円の負債を負っているのだ。

　虚無僧ありがと。




　　　　　＊＊＊




　欲しかった本をタダで入手でき、足取り軽く家に帰り着くと、お母さんから「道草は非行の始まりよ！」と非行に走りたくなるような叱責を受けた。

　まるで仁島さんのお母さんみたいだ。

　弁解する余地はあるが、カバンの中にファッション誌が入っているので説得力はなさそう。適当に怒られて部屋へ逃げ込んだ。

　ベッドへ倒れ込む前に、高柳君の部屋に電気が灯ともっていないか確かめようと、カーテンを開けると、彼の部屋が真っ暗な代わりにリビングから明かりが漏もれていた。高柳君のお父さんが帰ってくるにはまだ早い時間だから、まなちゃん一人で家を守っているに違いない。

　仁島さん家でお母さんを睨んだ高柳君。

　彼にはお母さんがいない。

　ずっと前に「どこかへ」行ってしまった。小さい頃だったので何があったのかわからないし、みんな教えてくれない。でも……なんとなくわかる。

　ただ、顔立ちは思い出せないけれど、いつもニコニコしてて優しかったことだけは覚えている。彼には絶対言えないけど、高柳君は「お母さん」に対して特別な感情を持っているんだ。いつかわたしがお母さんに怒られてたのを見て、「うらやましい」と呟いたのが心の奥底に刻みついている。

　そんな彼だから、仁島さんのお母さんが娘をなじってる姿を想像して気を悪くした……のだと思う。

　あの後、バッティングセンターへ行くと言っていた。ストレス発散なんだろうけど右手の傷は治りきっていない。止めるべきだったと後悔しつつ高柳邸を眺めていると、リビングの窓が開いて女の子が無む邪じや気きな笑顔で手を振った。まなちゃんだ。

「お帰りなさい、あすみお姉ちゃん！」

　驚いた。

　顔を覚えていないというのに、まなちゃんが高柳君のお母さんに見えたのだ。うちのお母さんはまなちゃんを見るたび「お母さんに似てきた」と言うが本当かもしれない。

「まなちゃん。これをごらん。ラブチェキの最新号だ」

「あ、見たい！」

「ならば、こちらに来なさい」

「いいの!?」

「君に閉ざすドアは持っていないよ」

　すぐに高柳家の電気が消えて、トタトタと階段を上がってくる音が聞こえた。ドアを開けてやると、まなちゃんが飛び込んできた。こないだ一緒に買った可愛いブラウスを着ている。湧わき上がる母性。わたしは秘蔵していた青森リンゴの缶ジュースを開けてあげた。

「お姉ちゃんのお部屋はひさしぶりだ。ダーツやっていい？」

「カウントダウンなら」

　スコスコと矢が飛ぶと、ダブルブルに四本入った。ダーツを教えたのはわたしである。師であるわたしには及ばぬものの、才能豊かな女児に将来への期待が膨らむ。このまま、わたしの理想通りの女に育って欲しいものだ。

『……あすみ？　今の妄想はヤバイわ。あなたの本命が高柳君の妹に思えてしまう』

「リサ!?」

　ダーツをするまなちゃんの後ろでリサが苦笑いしてた。あ、リサがいるってことは佐島君が高柳君の家に来てるんだ。窓に立つと、隣家の玄関に明かりが灯っていた。

「まなちゃんよ。どうやら、君と入れ違いでお兄ちゃんが帰って来たようだ。黒縁メガネも一緒らしい」

　ダーツの矢がボードから外れて弾かれた。

　そして、跳ね返った矢が缶ジュースに命中して、ひっくり返ってしまった。

　この反応は何？　ムチャクチャ動どう揺ようしてるよ。まさか、まなちゃんってお兄ちゃんのことが異性として好きだったの？

『あすみ。あすみ。いつもながら視点がずれているわね』

「どういうこと？」

『まぁ、そのうち気がつくと思うわ。それより、その本は？』

　おお、そうだ。ラブチェキを忘れていた。

　リサは佐島君が持っている知識しかないので、こういった女の子の読み物については全然わからないんだ。同世代の女友達として接していると、この手のギャップに遭遇する。

　わたしはリサにティーンズ向けファッション誌『ラブチェキ』の詳しよう細さいと、それを虚無僧から授けられたことについて頭の中で説明してあげた。

『……なるほど。あの後、虚無僧と遭遇したのね……これは何か起きる前まえ触ぶれよ……』

「不吉なことを言わないでよ、リサ」

　そういえば、虚無僧は「災厄」がどうのとか言っていたし、ラブチェキを差し出された時、わたしの背後を見ていた気がする。編み笠に覆われて顔も見えないがそう感じた。男子の理想を補完する妄想少女が存在するのと同じように、わたしには《妄想少年》が未だに憑ついているのだ。

　高柳君のことが好きだというのに、まだわたしは真の意味で彼を愛せていないことになる。わたしはエロい妄想を楽しむ男子と同レベルということだ。

「お姉ちゃん、ラブチェキ見せて」

　想い人の妹が、わたしの思考を止めた。

「うむ。あとで来月のお小こ遣づかいで買う服を決めようか。春物衣料で男どもの気持ちを鷲づかみだ」

「うん。次も気合い入れるから」

　まなちゃんは気合いを入れてページを捲めくりだした。ベッドの上で正座して読まれれば、ラブチェキ編集部もやる気が出るに違いない。真剣なまなちゃんの様子を見ながら、リサが『初うい々ういしくていいわ』と微笑んだ。リサは中学生の設定だというのに落ち着きすぎだと思う。ま、そこがリサに憧あこがれるところだけど。

『それにしても虚無僧が言う「災厄」のことが気になるわね』

　憧れのリサが虚無僧の話に戻した。虚無僧から災厄を防ぐためにラブチェキを読んで勉強しろと言われた。この災厄とは何を意味しているのだろう。考えられるのは……

『チケットが盗まれたこと。仁島さんには不登校の心配がある。どちらも「災厄」に発展するでしょうし、すでに凶事とも言えるわ。もし、虚無僧が「ラブチェキ」をヒントとして提示したのであれば、あすみはその秘密を読み解かなくてはならない』

「このティーンズ向けのファッション誌がヒント？　奴はわたしのファッション性のなさを嘆なげいただけなんじゃない？　なんか、年下の女の子が好きっぽいし」

『それは違うわ。煩ぼん悩のうを断ち、悟りを開き、六ろつ界かいを行き来する虚無僧よ。あすみを純粋に助けようとしているに違いないわ。もしかしたら、ラブチェキの誌面に暗号のような秘密が隠されているのかも』

　リサの中で虚無僧の存在が大きくなっている……六界を行き来するなんて聞いたことない。と思いつつ、天てん道どう、修しゆ羅ら道どう、人にん間げん道どう、畜ちく生しよう道どう、餓が鬼き道どう、地じ獄ごく道どうを旅行してそうな雰囲気はある。ならば、ラブチェキ最新刊を精査すべきだろう。

「まなちゃんや、何か気になる記事はないかね？」

　わたしは小四ながらも大人びた感性を持つまなちゃんを頼ることにした。まなちゃんは見ていたページを捲り、単色カラーのページを開くと予言した。

「今月の牡お羊ひつじ座ざはお金に困るでしょう」

　うお!?　見事的中!?

　まなちゃんは星占いのページを開いていた。この手の雑誌には必ず連載されている一二星座占いだ。きっと、これが災厄を躱かわすためのヒントに違いない。

「ねぇねぇ！　他には何が書いてあるんだね!?　一字一句違たがえず読み上げてくれ！」

「お友達とケンカしちゃうでしょう」

　なんか嫌な予感がする。預かってたチケットが盗まれたと利沙にばれれば、関係が悪化するのは確実だ！　あの長い爪つめを肩に食い込まされたくない！

「まなちゃん！　恋愛運は!?　明るい未来を予言してくれ！」

「本命の男の子とは微妙になるけど、気になってる男の子とは急接近」

「微妙!?　冗談じゃない！」

「お姉ちゃんの好きな人って誰？」

「君だよ。君」

　まなちゃんは告白を受けて顔を火ほ照てらせた。君ぃ、わたしがお兄ちゃんのことを好きだって知らなかったの？　大人びているとは言ってもまだ子供のようである。あまりにも可愛いので脇腹をつつき刺激を与えてやった。この子はくすぐりに弱い。まなちゃんの手からラブチェキがこぼれ、星占いのページがベッドの上に広がった。

『ねぇねぇ、あすみ。私は？』

　リサも興きよう味み津しん々しんである。さっきまで真剣な顔をして虚無僧について論じていたというのに、やはりリサも女の子だ。

「リサの誕生日っていつ？　この場合、佐島君が君を好きになった日になるのかな？」

『それじゃあ、四月七日ね』

「即答!?　何それ。運命的な出会いでもあったの？」

　リサは佐島君との出会いを語り出した。

　少年と少女の出会いの記憶を。

　ボーイミーツガールの始まりを。

　恋愛小説の朗読をするかのように語ってくれたが、要約すれば入学式に一ひと目め惚ぼれしただけである。もっとキャッチーな出会いであって欲しかった。

　たとえば……空から降ってきたとか、夜のプールで出会ったとかだったら面白かったのに。そんな、無遠慮なダメ出しを頭の中でしたらリサは気を悪くしてしまった。

『……桜の下で佇む河内こうち利沙さんを見てしまったのよ……身体からだに馴染んでいない制服の肩に桜の花片が載のっているの！　しかも、彼女の後ろには舞い上がる桜さくら吹雪ふぶき。翻ひるがえるスカート。素晴らしいとは思わない!?』

「パンツでも見えたの？」

『運命的な出会いを穢けがさないで！』

　パンツから始まる出会いがあってもいいと思うんだけど。ボーイミーツパンツ。やる気がみなぎる。

「……運命はともかく、佐島君が面食いだってことは理解したよ。花か粉ふん症しようのわたしにはあり得ない出会いだね」

　入学式にマスク顔で現れたわたしに一目惚れする男子はいなかった。顔の三分の一が隠れている女に恋をするギャンブラーなどいるはずない。

　それにしてもスギ花粉だけはどうにかして欲しい。スギの木には悪いけど、別の樹じゆ種しゆへ転職するか別の種子植物と立ち位置を変わってもらいたい。クヌギとかトチなら山が豊かになって、熊も里へ下りて来なくなるだろう。しかし、花粉症はマスクメーカーの陰いん謀ぼうだ。やつらがマスクを売るためにスギを植樹したって噂は子供でも知っている。

「それはともかく、リサの誕生日が四月七日だと、わたしや高柳君と同じ牡羊座になるね。したがって占いもおんなじ。冷静に考えれば、一二個の星座で運勢を決めるのって大おお雑ざつ把ぱすぎだ」

　まなちゃんをくすぐりながら一二星座占いを批判するとリサは苦笑した。

『星占いなんて、あくまで気休めだからね……ところで、この占いって男子にも当てはまるのかな？』

「ん？　女性向け雑誌の星占いだから、どうだろ？」

　突とつ如じよ湧き上がる疑問。

　今月の牡羊座は「本命の男の子とは微妙になるけど、気になってる男の子とは急接近」……高柳君の本命って「わたし」のことだろうから、わたしとは疎そ遠えんになって男の子と急接近……これって、高柳君と佐島君が密着するってこと？　またも薔ば薇ら疑惑が浮上した。普通に考えてこの時間に男二人が同じ屋根の下にいるのは不自然だ。

「まなちゃん！」

「はひ？」

　くすぐられすぎて、頭がおかしくなったまなちゃんを立たせた。

「今すぐ家に戻って、お兄ちゃんが佐島君と接近しないように気を配るんだ！」

「いや！」

　まさかの命令拒否!?

「だって、こんな格かつ好こうでお兄ちゃんのお友達の前には立てないよ」

　くぬ！　黒スカートに青白ストライプのソックスに何の不満がある!?　むしろお兄ちゃんの友達を喜ばせそうな愛らしさじゃないか！

「黙れ下げ郎ろう！　着物など飾かざりに過ぎぬわ！」

　スカートをはぎ取ろうとしたら、リサに止められた。

『あすみは女心を学ぶ必要があるわ。自分が女だっていうのに、少しは年少者の気持ちに配慮なさい』

　リサが何を言っているのかわからない。まなちゃんの気持ちもわからない。わたしは何もわからない。

「お、お姉ちゃん。さっきから誰と話してるの？」

　またしても声に出してリサと会話してたらしい。お義ね姉えさんとして、義ぎ妹まいに怪しまれたくない。

『……守護霊様だよ。わたしを助けてくれるんだ』

「まなにもいる？」

「わたしがいるじゃないか」

　ひしっとお腹に抱きつくまなちゃん。年下の女の子に好かれてもなぁ。兄の方に抱きつかれるならいいのだが。

『あすみ。「守護霊様」は、ご主人様が帰るのでお暇いとまするわ。まなちゃんもそろそろ帰した方がいいかもしれない』

　窓から高柳家の玄関を見ると佐島君が帰るところだった。リサとまなちゃんを外まで送ろうとしたが、まなちゃんが玄関から出てこない。

「どうしたの？　まなちゃん」

「お兄ちゃんたち、まだいる？」

　ちょうど佐島君が家の前を通りかかったところだった。

　久しぶりに見る私服姿の佐島君はお世せ辞じ抜ぬきに格好いい。濃のう紺こんのコートと白いパンツ姿が似合っていて、リサがフワリと彼の隣へ舞い降りると美男美女のツーショットが完成した。佐島君は玄関に立っているわたしに気がつくと足を止め、人好きのする顔で笑った。

「峰倉さん。今日は残念だったね」

　残念なことが多すぎて、残念すぎる日だった。

「……うん。仁島さんのことは気になるし、利沙から預かったチケットを探さないといけない。大変だよ」

「僕も協力するから元気を出して。それじゃあ、また明日」

「ありがとう。佐島君」

『あすみ。私も帰るけど、ラブチェキをしっかり確認しておきなさい。くどいようだけど、虚無僧が渡したなら普通のファッション誌ではないはず。それに、あの星占いは虚無僧の予言よ。きっと』

　リサは『予言』と言った。言われてみれば、当たったためしのない星占いが今月に限ってドンピシャで的中しているのだ。虚無僧と関連して考えるのが当然だろう。

「まなちゃん。そういうわけでラブチェキは明日にでも貸してあげるから……って、どうしたの？」

　まなちゃんはわたしの背に隠れていた。この年頃の女の子は何を考えているのかわからない。リサはまなちゃんの前に軽く屈かがむと少女の頰ほおを撫なでた。

『大丈夫よ。そのうち佐島君にもあなたの気持ちが伝わるから』

「は～ん」

　やっと理解できた。

　この少女はお兄ちゃんのお友達に恋をしていたのだ。最近の子供はませているというか、何というか。

『あすみ。気味の悪い眼でまなちゃんを見ないで。四歳の年の差くらいは許容範囲よ。そもそも中学生同士の恋愛だって大人から見れば早すぎるんだから。いい？　この子の純愛を茶ちや化かしたら許さないから』

「リサ。それって佐島君がまなちゃんの純愛をまんざらじゃないと思っているってこと？」

　妄想少女の思考はそうとも取れる。だけど、リサはわたしとはレベルの違う恋愛の次元に立っていた。

『人と人はどこで繋がっているかわからないわ。まなちゃんと河内さんが知り合いの可能性だってある。高柳君の妹の好意が佐島君にあれば、河内さんの関心も彼に向くかもしれないでしょ？　どんな時だって、人から好かれるように努力すべきよ』

　すげぇ。

　佐島君って思慮深いというか、妙な考え方をする人なんだ。なんだか、疲れそうな人だ。

『じゃあね、あすみ。まなちゃん』

「うん。またね」

　リサに手を振るわたしをまなちゃんが不思議な顔をして見ていた。

「もしかして、守護霊様が帰ったの？」

「よくわかったね。君も手を振るといい。彼女に好かれたら、幸せのおこぼれをもらえるかもしれないぞ」

　躊ちゆう躇ちよせず手を振るまなちゃん。すると、どういうわけか街がい路ろ灯とうの下で佐島君が振り返って応えた。まなちゃんは腰を抜かしてしまった。

　守護霊様、すげぇ。

　それ、わたしもだ。

　手をブンブン振っていると、背後から声がかけられた。

「あすみ。なに手を回しているんだ？　馬鹿なのか？」

　高柳君！　さすが、守護霊様だ。わたしも幸せのおこぼれをもらえたよ。

「お帰りなさいませ、高柳君。今日はご迷惑をかけました」

「ああ、迷惑どころか最悪だったな。今日のお前は河内から預かったチケットを盗まれ、クラスメイトを犯人だと疑い、教室の空気を悪くした。最低だった」

　最低最悪女の峰倉あすみ。この世から消えてしまいたい。

「首を吊るべきでしょうか……？」

「あまり落ち込むな。仁島ん家への訪問を思いついたのは評価している。なぁ、少し時間ないか？　話があるんだ」

　話？　わたしに？

「な、なんの話ですか？　やっぱりチケットを盗まれたことを怒るんですか？　暴力反対」

「そんなことじゃねぇ。ちょっと、つき合えよ。まな！」

「なに？　お兄ちゃん」

「公園に行く。メシ食って寝てろ。父さん帰ったら、すぐ戻ると伝えとけ」

　まなちゃんは「命令しないで」とブツブツ言ったが、佐島君に手を振ってもらえて機き嫌げんは良いようだ。しかし、兄の方は不機嫌としか見えない。わたしは何を言われるのかビクビクしながら後に従った。
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　九丁目公園。わたしたちが子供の時よく遊んでた公園だ。

　さすがに中学生になってから二人で来ることはなくなったけれど、鶴亀ちゃんたちとはここでよく話をするし、自販機もあるので気分転換に一人で来ることもある。高柳君はコーヒーを二本自販機から落とすと、一本をわたしに投げた。

「……右手、怪我しているのですから使わないようにして下さいよ」

「余計な心配するんじゃねぇ。そこ、座れよ」

　高柳君はベンチを指差すと端っこに座った。わたしは彼とは反対の端に腰を下ろした。ゆらゆらと揺れる電灯の明かりに照らされるブランコ。昔、高柳君と一緒に二人乗りしたことをぼんやり思い出した。

　彼がわたしに話があるなんて珍めずらしい。しかもコーヒーつきだ。まさか、告白!?　なんて思えるほど馬鹿じゃないけど、なかなか彼の口は開かれないので待ちきれず促した。

「なんです？　話って」

「……仁島のことだ」

　やっぱり……包帯ばかり見てたから、そんな気がしてたんだ。

「心配……ですよね。明日、学校に来るでしょうか？」

　しかし、高柳君は手に持った缶コーヒーを両手で包み込んだまま口を開かない。仁島さんの心配をしているのだろうけど、なにか様子がおかしい。

　葉を落とした植木の間から冷たい風が吹きよせブランコを揺らす。キコキコと鎖くさりが擦こすれ合あう音が聞こえ、それが止むと高柳君は言った。

「あいつが転校するって噂、聞いたことあるか？」

　転校？　いったい、何の話!?

「な、なんですか、それ!?　仁島さん家、引っ越しちゃうの!?」

「ちがう、仁島の家が引っ越すんじゃなくて、仁島だけが転校って話だ。この前の書き初め事件以来、仁島は誰とも話していない。中二の終わりであんな状態になっちまって、これからすぐに元通りになるなんて考えられないだろ？」

「……うん」

「こういう時、学校ってのは転校させることを考えるらしいんだ。何もないところからのゼロからスタート。マイナスよりはベターって感じで。もちろん、家庭の事情とか配慮するらしいけど仁島の家は問題ないらしい」

　ご両親の都合ではなく、仁島さんの状況による転校。その意味はわかるけど……。

「なんで、高柳君がそんなこと知ってるの？　誰がそんなこと言ってるんですか!?」

「転校の話は沢田から聞いたんだ。仁島を転校させてやり直させようって話を生活指導と土井先生がしていたんだって」

　沢田？　高柳君が沢田の名前を口にして驚いた。軟なん派ぱな沢田と硬こう派はな高柳君は対照的な存在なので接点があるとは思っていなかった。いや、今はそんなことより、先生たちが仁島さんの転校を話し合っていたことの方が重要だ。

「ちょっと、待って？　仁島さんは!?　彼女はどう考えているの!?」

「沢田の話では仁島の意思まではわからない。ただ、あいつの母ちゃんが転校を望んでいるらしい」

　あのお母さんが……仁島さんの家で高柳君が敵意を見せてた理由がもう一つわかった。転校なんて、今までの学校生活を切り捨てるようなことを本人ではなくお母さんが望んでいる。けれど、転校という措そ置ちが一つの手段だと思えなくもない。図書室の一件や、証拠もないのに万引きの疑いをかけられる仁島さん。全てをやり直す方が彼女にとっていいことだと思える。だけど、高柳君はそうは思っていなかった。

「俺は転校が正解だとは思えない。ぶっちゃけ、逃げるってことだろ？」

「……逃げる……ですか」

「そう。あいつは追いつめられて逃げようとしている。その原因は俺にあるんだ。あの時、仁島の気持ちを考えてやれば、少なくともこんなことにはならなかった」

　彼は責任を感じている。そんな彼の口から、わたしを恐怖させる言葉が呟かれた。

「今からでも仁島と付き合えば学校に来てくれるだろうか……」
















　……え？




　何を言ってるの？

「仁島さんと付き合うってどういうこと？」

「書き初めの件はともかく、怪我させた相手と付き合えば、みんなが見る眼も変わると思うんだ。まぁ正直、仁島のことはよく知らないし、向こうが俺をどう思っているかもわからないけどな」

　高柳君は事態を解決する「手段」として仁島さんと付き合おうと考えてる……。

　確かに高柳君と仁島さんがそういう関係になったとしたら、怪我させたことなんか誰も口にしなくなるだろうことは理解できる。転校する必要だってなくなるかもしれないけど……。

　だけど、それじゃあ！　それじゃあ、わたしはどうすればいい!?　高柳君はわたしのことが好きだったんじゃないの!?

　頭の中に入り乱れた言葉を叫さけびそうになった時、高柳君の顔が初めてこちらを向いた。

「あすみ、お前はどう思う？」

　突然尋ねられた。そして、その質問こそ彼が公園へわたしを連れて来た理由だと理解した。

　仁島さんのことは心配。

　だけど、高柳君が彼女と付き合うことを考えていたなんて思いもしなかった。彼がわたしにどんな答えを求めているのかわからない。高柳君はわたしのことが好きだと思ってた。それなのに、仁島さんを救うために付き合おうと考えている。

　動揺しているわたしに気づきもしないのか、高柳君は黙って答えを待ってる。

　助けてよ、リサ！　わたしは何て答えればいい!?

　リサがいないとどうしていいかわからない。高柳君に何を言えばいいかわからない。そして、口から出たのはどうしようもなく愚かな答えだった。

「ご、ごめん。高柳君の問題だし、わたしにはわからない……かな？」

　高柳君はわたしの顔をしばらく見つめていたが、視線を外すと缶コーヒーをゴミ箱に向けて投げた。まったく口のつけられていない缶は、コーヒーをまき散らしながら放物線を描いてゴミ箱に入った。

「そうだな。俺の問題だもんな」

　わたしは彼の横顔を見て、最悪の答えを出したことに気がついた。彼は自分の問題じゃないからこそわたしに相談してくれたのに、「わからない」と答えてしまった。どうして別の方法を考えようとか言えなかったんだ。急に身体が冷えてきて、足が震え始めた。

　しかし、高柳君はわたしに構わず立ち上がるとジャンパーのポケットに手を突っ込んで言った。

「明日は生徒会の活動があるから一緒に学校へ行けない。待ってなくていいからな」

　突き放されたように聞こえた。そして、高柳君は子供の時と同じように「行くぞ」とだけ言って歩き出してしまった。

　ラブチェキの星占いが頭によぎった。

　――本命の彼とは微妙になって……

「まって、尚なお人とちゃん！」

　わたしは高柳君の気持ちがわかっていて油断していたんだ。今だって、せっかく意見を求められたのに何も言えなかった。……彼は「そんなのやめて」とわたしに言って欲しかったのかもしれないのに、「高柳君の問題」だなんて言ってしまった。なにか言わないと嫌われてしまう。彼を追いかけようと腰を浮かせた時、高柳君の隣にありえない人影が見えた。

　女の人。

　薄く透きとおった中学生くらいの人影、それが彼と寄り添うように歩いていた。

　そんなことありえない。彼の隣にそんなのがいてはいけない。

「あすみ、どうした？」

　電灯の下で高柳君が振り向いた途端、それは掻かき消きえた。

　ゾワゾワと鳥肌が立っていた。今のは見間違いだ。だって、彼の隣には誰もいない。

《妄想少女》なんていない。

　どんなに目をこらしても高柳君の隣には誰もいないじゃないか。見間違いだったんだ。

　そして、わたしはやっと気がついた。

　高柳君に妄想少女がいないことが何の安心にもならないことを。仁島さんに告白しようかと言った高柳君。そして、彼が求めていた答えを言えなかった自分。こんな情けない女をずっと好きでいてくれるはずはない。いつ、彼に妄想少女が現れても不思議ではなかったのだ。




　部屋に戻ると身体から力が抜けてベッドに倒れ込んだ。

　冷たい枕が顔を覆ってチリチリとした感触が頰から伝わり、「……付き合えば……」と言った高柳君の顔が浮かんだ。

　すると、様々な顔が頭の中に湧き上がってきた。仁島さんの絶望した顔、酷いことをした三年の顔、軽薄な沢田の顔、真っ青なサチコの顔。そして、電灯の下で見えた妄想少女の影。たくさんの顔が渦うずを巻く。その渦が泡を帯びたようにチカチカ光り出すと、銀色のチケットに姿を変えた。胃がチクリと痛んだ。

　その痛みに身体を丸めると眠りの世界へ引き込まれてしまった。
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　二月二五日、金曜日。肌はだを斬きり裂さくような北風が吹く寒い日で、洗面所の窓がガタガタ揺れている。置き時計はすでに八時を指していた。

　高柳君が生徒会の仕事で早く登校したのは、今の心境からすれば幸いだったかもしれない。ベッドからなかなか起きることができなかったし、昨夜のことを思い出すと彼とどう接していいのかわからない。

「あすみ、朝ご飯は？」

「ごめん。時間がないし、ちょっとお腹が痛いんだ。冷蔵庫に入れておいて」

　お味み噌そ汁しるの匂いが胸をむっとさせる。それは顔を洗っても晴れなかった。昨夜、彼が口にした「仁島さんと付き合う」という考えが頭から離れない。

　本気……ではないはず。けれど、高柳君の隣に「仁島祥子」似の妄想少女が現れていたら……。

　急いでコンタクトレンズを着けた。

　一カ月前、虚無僧に偉そうなことを言ったが、妄想少女が見えないと不安で仕方がない。コンタクトがないとリサと話せないし、なにより高柳君に妄想少女が現れてないか確認できない。

　マフラーを巻いて家を出ると、不意に挨あい拶さつをされた。

「あすみ。おはよう」

　北風が吹き抜け、美少女の髪をなびかせる。河内利沙が待っていたのだ。高柳君が早く登校すると利沙に知らせるのを忘れてた。この様子では彼が家を出たのを知らず待っていたのだろう。しかし、利沙は何も言わず、手にしていた文庫本をカバンに入れると歩き出した。

「……ずっと、待ってたんだよね？　本当にごめん。高柳君、生徒会の仕事があって早く行ったんだ」

「一時間ほど前に彼と会ったわ。急ぎましょう、遅ち刻こくするわ」

「ごめん」

　それから会話が繋がらなかった。このところ、通学路の途中までは高柳君と歩き、坂の下からは佐島君が彼と入れ替わって登校していた。それもあって、利沙と二人きりで歩くのは初めてかもしれない。テレビの話でもすればいいのだろうか？　しかし、昨夜のこともあって会話をする余力はなく、気まずい沈ちん黙もくのまま大おお沢さわ団だん地ちの裏まで来てしまった。

　今朝は家を出る時間が遅かったので、ゴスロリ妄想少女はいないし、美人秘書も肩車されていない。魔法少女もステッキに乗って空を飛んでなかった。歩いているのはわたしたちだけである。

　ふと思う。どうして利沙はわたしを待っていたのだろう。高柳君が学校へ行ったなら、わたしを待たず先に行くはずだ。彼女の考えがわからず不安になっていると、利沙の顔が目の前にあった。

「チケットの方はどう？」

　ギクッ！

　こ、ここは、ごまかすのが得策だろう。

「……チ、チケットは渡せていないけど進行中だよ。あ、あと二人を誰にするかは決めかねているけど」

　鼓こ動どうが速まった。

「楽しみね」

　だけど利沙の顔は言葉とは裏腹に到とう底ていそう思えない表情だった。そんな風に見えるのは噓うそをついてる負い目があるせいだろう。昨日の午前中までは旅行のことを楽しく考えられたけど今は完全に逆だ。

「顔色が悪いわね」

「どうも昨日から、胃の調子が悪いんだよ」

　すると、利沙はわたしの前にダンスのステップでも踏むかのようにして回り込み、後ろ歩きしながら顔を覗き込んできた。

「なら、これを読んで元気になりなさい」

　カバンから取り出された雑誌を見て、胃液が逆流しかけた。それは国民的旅行ガイドブック『ららぶ長野』だったのだ。

「利沙！　そんなに楽しみなの!?」

「これまでの人生でもっとも楽しみにしているわ。ごらんなさい、ユニコーンホテルも載っている。このガラス張りのバスルームを見なさい。恥はずかしがるあなたの醜しゆう態たいが眼に浮かぶわ」

「利沙と同室なの!?」

「なら高柳君と同じベッドに寝るわ」

「だめ！」

　利沙は本気で旅行を楽しみにしてる。いつものクールな顔ではなく、唇くちびるの右端が柔やわらかく弧こを描き、男子に見せる綺麗なだけの笑みとはちがう笑顔を浮かべている。

「いいわね。こういうの」

「は？」

　ガラス張りのバスルームがいいの!?　それともわたしの醜態!?

「……高柳君には『彼女』がいるというのに、私はなぜか彼の幼なじみと馴なれ合あっている。不思議だけど面白いわ」

　彼女！

　そう言えば、以前、利沙と言い争った時、「高柳君に彼女がいる」と言ったんだった。あの時はわたし自身もそう信じていたけど、「高柳君の理想の彼女」は「わたし」だった。訂てい正せいする機会がなかったというより、利沙のアグレッシブさに圧倒されて忘れてた。

「なんで驚いているの？　まさか『彼女』がいることを忘れていたの？」

「ま、まぁね」

　利沙はカバンを持つ手を変えると、唇を思いっきり耳元に近づけた。

「……あなたは未だに高柳君の彼女が誰だかわからないの？」

　鼓膜に吐と息いきが反射した。

　こ、答えられない。

　今さら高柳君に彼女なんて元々いない上、好きな女がわたしだったなんて言えやしない！　もし、そんなことを知られたら殺されかねない。利沙は何をしでかすか予想のつかない危うさを持ってるのだ。

「ライバルには教えられない……のかな？」

「違うよ！」

　すると、利沙の薄い桜色をした唇がピクンと耳に触れた。

「正直者ね。この一カ月、あなたを見ていてわかったわ」

「何を？」

　利沙は肩にかかった髪を流し、世せ間けん話ばなしでもするような口調で言った。

「高柳君に『彼女』はいない。あなたは私に噓をついていた」

「ち、ちがうよ」

　頰のそばからわたしをジッと見る利沙と目があった。その途端、利沙は唇の右端を吊つり上あげた。

「やっぱり正解。あなたは噓をつくと右下を見るくせがある」

「そうなの!?」

「しかも自分で肯定するお馬鹿さん。愛おしくて堪たまらないわ」

　だめだ……わたしは馬鹿だ。こいつは高柳君と登校しつつ、わたしも観察していたんだ。下へ手たすれば彼がわたしを好いてくれているのも気がついてるかもしれない。

「……う、噓をついてたわたしをどうするつもり……？」

「そうね……跪ひざまずいて命いのち乞ごいをしてもらいましょうか？　それとも、あなたのファーストキスをもらおうかしらか？　好きな方を選びなさい」

　利沙は恐ろしい女だから命乞いしても殺すに決まってる。唇を向けて眼を閉じた。

「本気にするなんて困った子ね。高柳君に元気がなかった理由を教えなさい。たったそれだけで許してあげましょう」

　……高柳君に元気がなかった？

　きっと、仁島さんのことが原因だ。許しはともかく利沙に尋ねたくなった。高柳君のことが好きな利沙であれば、わたしと同じ視点で考えることができる。もし、利沙がわたしと同じことを言われたら、どう対応したのだろう？

「……高柳君は仁島さんって子のことで悩んでいるんだ」

「仁島祥子こと《図書室の聖女》ね。誕生日は一○月五日、血液型はＡＢ型、成条三丁目に在住。一○月四日の一六時に高柳君へ告白した油断ならない女。現在、『書き初め事件』の影響からクラスで孤こ立りつし、学区域で頻ひん発ぱつしている万引きに関与しているのではないかと噂になっている」

　私より詳しい。

「その仁島さんがクラスで浮いていることに高柳君は頭を悩ませてるの。彼女は書き初めを破っちゃったことで、万引き犯だとか勝手に決めつけられたり、酷いことを言われてる」

　利沙は「で？」と、わたしを促した。

「仁島さんがこうなったのは告白を断ったからだって高柳君は考えている。だから、仁島さんと付き合うべきか悩んでるんだよ……」

　昨夜のことを全部教えると、利沙は足を止め、両手を使ってわたしの髪を耳にかけた。そのまま軽く屈むと、眼を合わせて言った。

「優しすぎる」

　一言。

「希少価値が高すぎる」

　続けてそう言う。

「そして、私はそんな彼のことが好きで堪らない。だけど、同情なんかで《図書室の聖女》さんと付き合うことは容認できない。であるから……」

「であるから？」

　利沙はゾッとする言葉を美しい唇から紡ぎ出した。

「仁島って子を彼の中から消し去る」

　何を言ってるんだ……利沙は。

「本当にあすみと友達になれてよかったわ。こんな情報、あなた以外に知り得ないし、それを私に話してしまうのだから嬉しくて仕方がない。あなたへの愛で胸が満たされそうよ」

「ちょっと、何を言ってるの!?」

　利沙は何を考えているのかニッコリと笑顔をわたしに向けた。

「まかせなさい。こんなことのために高柳君の心を乱したくない。彼とホテルへ行くために障害を消し去る。そして、あなたは私を友達にしたことを感謝する」

「え？」

「あなたはモヤモヤしていなさい。私とホテルに行くことだけ考えて。さぁ、急ぎましょう。遅刻してしまうわ」

　わたしの返事を待たず駆け出す利沙。その軽やかな走りにわたしは追いつけなかった。昨夜のことをしゃべったけど大丈夫だったのだろうか？　利沙の横顔が笑顔なのも理解できなかった。
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　教室に入ると同時にチャイムが鳴って、朝の会が始まった。

　席に座る時、高柳君とちょっと気まずい挨拶を交かわし、おそるおそる彼の隣を見る。




　妄想少女がいなくて胸を撫で下ろした。

　どうやら、昨夜の「付き合う」は本気じゃなかったみたいだ。だけど高柳君の表情は固く、土井先生が出席確認で仁島さんの名前を呼んだ時だけ顔がしかめられた。やはりと言っていいのか、仁島さんは学校に来ていない。

　あの後、土井先生は仁島さん親子と何を話したのだろうか。転校の件を話し合ったのだとすれば、先生の顔色が悪いのもわかる。朝だというのに、土井先生の顔は病気に罹かかったかのように土つち気け色いろをしているのだ。

「峰倉、ちょっといいか？」

　朝の会が終わると先生に階段下まで呼び出された。そして、先生は階段に座りこんで溜め息をつくと「すまん」と生徒のわたしに詫びたのである。どうやら昨日の話し合いは失敗したらしい。

「図書室でのことが欠席の原因ですか？」

「それだけではないが、仁島から直接、しばらく学校を休みたいと言われた」

　正直、図書室で起きたことや家での様子も見ているので、仁島さんが学校に来れるとは思っていなかった。だけど、一度ダメだったからって諦めてはいけない。

「わたし、今日も仁島さん家に行ってみます。あのお母さんがいなければ会えるかもしれませんし」

　しかし、土井先生は疲れた顔のまま首を振った。

「仁島は誰とも会いたくないと言っていた。もっとも、そういうわけにはいかないから、この状態が続くようであれば保健の先生やカウンセラー、それに教育委員会とも相談して対策を講じなければいけない」

　対策。

　昨夜、高柳君が教えてくれた「転校」の二文字がちらついた。

「先生、仁島さんを転校させようなんて考えてませんよね？」

　土井先生はわたしの言葉に驚いたようだ。しかし、先生の返答はわたしをより驚かせた。

「峰倉はそうなった時に、気を落とさないで欲しい」

　すでに転校するのが決まったような言い方だ。土井先生はわたしにできることはなく、最悪の事態に陥ったときの備えをしておけと言っている。もはや、仁島さんではなく、峰倉あすみの心理ケアに入っているのだ。

　――わたしの心配をしてる場合じゃないだろ！

　……と、思う反面、カウンセラーや教育委員会などといった日常では耳にしない人たちを想像して、仁島さんの問題がわたしのような中学生にとってどうしようもない問題になったと感じてしまった。教師陣の中では生徒から信頼されている土井先生が打つ手をなくしているようにみえるし、先生の妄想幼女は病気にでも罹ったみたいに先生の背に力なく張りついている。

「……そういえば、峰倉。昨日話した万引きのことなんだが、仁島がやったと噂が立っている。お前はどう思う？」

　先生まであんな噂を信じてるの!?

「もし先生が仁島さんの仕し業わざだと思ってるなら、わたしも家に帰ります！」

　頭に血が上って叫んでしまった。土井先生は一瞬、驚いたような顔を見せたが、自分の頰をパンパン叩たたくと立ち上がった。

「よく言った、峰倉。仁島は万引きなんかに手を染める生徒じゃない。教え子を信じなくてどうする土井半はん助すけ！」

「その意気です！　何かわたしにできることがあったら言って下さい！　誠心誠意、協力しますから！」

「そうだな……じゃあ先生がリストラされそうになったら峰倉に助けてもらおう」

「重いプレッシャーを感じるなぁ」

　先生は軽く笑うと手を上げて職員室へ歩いて行った。しかし、その後ろ姿はどことなく無理してるように感じられた。廊ろう下かを走り回る生徒に「廊下を走るな」と注意をしながら歩く先生だけど、後を追うミツキちゃんは生徒とすれ違う度に怯おびえて身を竦すくめているのだ。これは先生が生徒を恐れていることを意味するのだろうか？

「わからなくも……ない、かも……」

　昨日、仁島さんが昼休みにいなくなっても彼女を心配する声は聞こえなかった。仁島さんと仲が良いと思っていた子たちですら、気にしているそぶりが感じられなかったのだ。

　薄っぺらい友情。そもそも友情なんてなく、友達という仮面を被っていただけだったのかも。

　そんな仮面を被った生徒たちにミツキちゃんが怯えるのはわかる。そして、ミツキちゃんはわたしにいつもの無邪気な笑顔を見せてはくれなかった。ミツキちゃんからすればわたしもみんなと同じなんだ。

　それに仁島さんのこともそうだけど、利沙から預かったチケットを盗んだ犯人も「Ｄ組の生徒」の仮面を被って同じ教室にいる。廊下でじゃれ合う生徒たちが制服を着た仮面の集団に見えた。そして、わたしもその集団に加わり教室へ戻る。

　チクリと再び胃が痛んだ。
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「……あすみちゃん。なんだか顔色が悪いけど大丈夫？」

　鶴ちゃん、亀ちゃん、二人揃そろって《剣道部の双璧》が、教室で落ち込むわたしを心配して来てくれた。というより、彼女たちは机の中を何度も漁あさるわたしの病的な姿に恐怖してる。仁島さんも心配だがチケットの盗難も切迫した問題だ。見つからなければ『ららぶ長野』まで用意している利沙に恨うらまれるだろうし、三万五○○○円の借金によって両親からは泣かれ、親子の縁を切られるかもしれない。

「ああ……鶴ちゃんと亀ちゃんか……肉体面には問題はないけれど、交友関係と金銭問題に解決の糸口がないんだ……」

「やっぱり、河内さんから預かったチケットのこと？　弁償するの？　お金が欲しいの？　五○○○円までなら援えん助じよできるよ」

「わたしも。あすみちゃんのためなら五○○○円まで援助できる」

　一万円ゲット！　……というわけにはいかない。二人の気持ちは嬉しいが二万五○○○円足りない計算。それに、弁償では利沙が許してくれない気がする。

「二人は本当に優しくて良い娘こだね。わたしが男じゃないことが残念で仕方がないよ。わたしは君たちとホテルに行くことを楽しみにしていたんだ……」

「……あすみちゃんは河内さんと行くのを楽しみにしていたわけじゃなかったんだね。わたしたち、嬉しい」

　見当違いなことに喜ぶ鶴亀ちゃん。優しい二人は手を差し伸べてくれた。

「あすみちゃん。わたしたちもチケット探すから。河内さんは苦手だけど、あすみちゃんが困っている顔は見たくないもの」

　彼女たちのおかげで人間不信に陥りかけていた気持ちが少しほぐされた。本当は今すぐ二人とチケット探しをしたいが、もう一つの問題も重要だ。

「ありがとう。君たちの好意は双ふた子ご座ざの如く輝き、わたしに明るい未来を見せる。それとなくチケットの行方とクラスメイトたちの動向を探ってくれ。ところで仁島さんに万引きの疑いがかけられているのは知ってる？」

　仁島さんのことが、どういう風に伝わっているか知りたかった。すると、鶴亀ちゃんたちは顔を曇らせつつも教えてくれた。

「Ｃ組の子が江原書店から出てくる仁島さんを見たんだって」

「でもさ、たったそれだけで万引きしたって証拠にはならないでしょ？　本屋から出て来ただけで疑うのはどうかしてるよ」

　首を振る鶴亀ちゃん。

「それがね！　仁島さんがお店から出ようとしたのを店員さんが引き留めて、事務所に連れて行ったらしいの。Ｃ組の子は絶対にあれは万引きの現場を押さえられたんだって言ってた」

　なに？　そんな怪しいことがあったの!?　周りの女子たちもわたしたちの会話を聞きつけたのか集まってきた。二人がさらに詳しいことを言おうと口にしかけた時、低い声が話に割り込んだ。

「……あいつが万引きしたのなら警察に補ほ導どうされているはずだ」

　高柳君が教科書に眼を落としたまま、そう言ったのだ。

「事務所に連れて行かれたのに警察を呼ばれなかったってことは、仁島が何もしていない証拠になるはずだ……いいか、お前ら」

　高柳君はこちらに眼も向けず、いつもと同じ表情で言った。

「余計な話をして、これ以上事態を悪化させるな。いいな」

　声に怖いほどの凄みを感じた。彼の言葉はわたしたちだけでなく周りで雑談に耽ふけっていたクラスメイトたちにも向けられたもので、教室が凍りついたように動きを止めた。

「あすみ」

「は、はい!?」

「考えなしに行動するなよ。昨夜も言ったが、仁島のことは俺がなんとかする。いいな」

　俺がなんとかする……やっぱり、付き合うという意味だろうか。

「お――い、ケンカでもあったのかぁ？　仲良くしねぇと内ない申しん下がるぜ？」

　沢田。

　何も知らず教室に入ってきた沢田のおかげで張りつめていた空気が緩ゆるんだ。

『あすみ。悲しい顔をしないで』

　数学の先生がやって来て授業を始めると、佐島君の席からリサが来てくれた。

『高柳君もこの状況に困こん惑わくしているのよ。それに彼が言うとおり、あすみは仁島さんを助ける手段を持っていない。無責任な噂話に耳を貸すのもよくないわ。噂は無視するのが一番の消火法よ』

　でも、あんなに怒った高柳君なんて見たことない。それだけ仁島さんのことを心配しているのだろうけど、複雑な気分になってしまう。

『だから、あすみが彼を怒らせたのではなくて、悪いのは仁島さんに絡からんだ三年生や、万引きの真犯人よ』

「……わかっているつもりでも釈しやく然ぜんとしないな……」

　数学の授業が始まっても教室には重い空気が立ちこめたままだ。先生が黒板に数式を書くチョークの音だけがカツカツと鳴る。テスト期間に入って出題傾向をそれとなく提示する先生にいつもなら食いつく成績上位者たちも、黙って授業を聞いている。仁島さんの机を中心に淀よどんだ空気が教室を覆い、それが晴れる気配はない。

　そして、空席の穴を埋めるかのように仁島さんの席に座って黒板を見つめている妄想少女サチコ。昨日見た時よりも痩やせたように感じられる。

「サチコのことも心配だよ。リサ」

『つまり、沢田君という意味ね』

　そうとも言えるわけだ。沢田は馬鹿やってる感じだけど、内心はサチコと同じように元気を無くしてるはずである。

『……沢田君を心配してくれるのですか？　峰倉さん』

　知らぬ間にサチコが席の前に立っていた。痩せて棒のようになった右腕。緩んだ包帯の端が白い尾を引いている。

「サチコ。沢田が心配というより、君の方が気になるんだよ」

　彼女には悪いが本音を言うと、沢田に宿る妄想少女はひざまずき、十字架に祈りを捧ささげる聖女のように手を合わせた。

『それならば、峰倉さん。お願いがあります』

「だ、だからって拝まなくていいから。わたしにできることだったら普通に言ってごらんよ」

　これは《図書室の聖女》設定の行動なのだろうか。それとも拝むほど厄やつ介かいな頼み事があるのか。言葉を交わすのも初めてだというのに彼女から頼られる理由は……。

『峰倉さんの「瞳」で彼を助けて下さい』

　妄想少女が見えるわたしの眼。

　サチコは沢田に許しを乞うように一度だけ彼の後ろ姿を顧かえりみると、右手首に巻いた包帯を外し始めた。あらわになっていく手首。高柳君に怪我をさせたイメージが彼女に包帯を巻かせた。おそらく、右手に高柳君と同じ傷があるはず。しかし――

「――その腕!?」

　切り傷。

　妄想少女サチコの手首には何本もの切り傷があったのだ。わたしが呆ぼう然ぜんとしている間に左手に握られたカッターが右手首に引かれ一本の傷が生まれた。

『リ、リサ！　サチコを止めて！』

　我に返って叫ぶと、リサがサチコからカッターを奪い取ってくれた。カッターの刃からは黒い「何か」が滴り、床へ落ちる前に消えていく。傷からは血が噴ふき出だすのではなく、黒い線が脈みやく動どうするようにうねっていた。

『……私は痛くない。何も感じない』

「え？」

『リサさん、返して下さい』

　サチコはカッターをリサの手から取ると、刃をカチカチ伸ばし床に押しつけてパキンと折った。そして新しい刃先を使い、真新しい傷の上に一筋の線を刻み込んだ。

「だ、だから、なにやってんの!?」

『大丈夫です。みなさんの言うところの「リスカ」ですから』

　リスカ!?　……って、リストカットじゃないか！　いつか、テレビのドキュメント番組で家出少女の特集がされていて、彼女の手首に刃物傷がいっぱいあったことを思い出した。テレビでは命をなくすのが目的じゃなくて、自分を傷つける病気の一種だって言ってた！

『安心して下さい。私たち妄想少女は怪我などしません。今のリストカットは沢田君の心情に従って引き起こされた現象です』

「心情？　もしかして沢田は仁島さんのことを『追いつめられたら自殺を図はかりそうな弱い女子』とか思ってるの？　勝手な思い込みでそんなことするなよ！」

　なんとしてもそんな危険なことをやめさせたかったが、相手は妄想少女であり、わたしたちとは違う行動原理で動く存在だ。手を縛ってやめさせることはできないし、病院へ行かせたり、カウンセリングを受けさせることもできない。

　サチコはカッターの刃を本体に引き込むと、クルリと半回転させて制服の袖に押し入れた。

『……リストカットするのが、仁島祥子さんへの思い込みであれば問題はありません。私が傷つくだけであれば、峰倉さんに助けを求めません……問題は』

　手首の傷を見て言葉を詰まらせたサチコにリサが言った。

『沢田君が原因ね？　あなたは彼の心の状態を表して手首を切っている……あの時の私と同じ方向へ消えようとしているのね？』

「リサ……？」

　親友の言葉にわたしは震えた。一度、リサは妄想少女の使命を果たして消えている。佐島君の利沙への片思いが彼の成長によって昇しよう華かされ、リサは消えたのだ。その姿は天使が羽ばたくように美しいものだったけれど、リサはサチコの姿を見て『あの時の私と同じ方向』と言った。フラッシュバックするかのように禍まが々まがしい爆弾を巻かれたリサの姿を思い出した。

『沢田君は仁島祥子さんが《図書室の凶女》と悪意を持って呼ばれ、万引きの疑いまでかけられている状況に心を痛めています。そして、彼女を救えない自分に無力感と後悔を抱き、わたしに手首を切らせます』

　このリストカットは佐島君がリサに巻きつけた爆弾と同じ種類の現象だ。そして、爆弾の爆発は宿主の心に深い傷を与える。いや、男子の負った傷が妄想少女を消してしまうのだ。

『つまり、沢田君も自傷行為をしかねない状態に置かれている』

　リサはわたしが思ったことと同じことを言った。

『……私が躊躇い傷をつけている間は、まだ大丈夫です。しかし、これ以上仁島さんの身に何か起きたり、沢田君が追いつめられる事態が生じたら、首にカッターを突き立てるでしょう』

　袖そでからカッターが出され首元で止まる。

　刃は出ていなかった。

『このままでは沢田君が危険です。峰倉さん、妄想少女の私には沢田君を助けることができません。どうか、彼を、そして仁島さんを助けて下さい』

　授業終了のチャイムが鳴った。

　教室にざわめきが戻り、ふざけあいながら廊下へ出て行く一団の中に沢田がいた。

　サチコは返事を待たず、包帯をなびかせて彼を追って行った。

　妄想少女が消失する危機と、沢田の抱えている闇やみ。




　わたしは自傷するサチコの後ろ姿を見送ることしかできなかった。
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「……どうしよう」

　次から次へ湧わいてくる問題に押おし潰つぶされそうだ。

　第一はユニコーンホテルのチケットを盗ぬすまれたこと。第二は仁に島しまさんの不登校と転校。第三はサチコの救いを求める声と沢さわ田だの精神状態。そして、第四は高たか柳やなぎ君のこと。すべての問題において解決の手がかりすら見つけられないまま昼休みになってしまった。

　チケットについては鶴つる亀かめちゃんが独自捜そう査さと称して、ゴリと意見交換してくれているみたいだが、仁島さんの方は利り沙さが「消し去る」とか言っていたので心配だ。何を考えているのかわからないけど、Ｃ組の教室に彼女の姿はなく、コートやカバンまでなくなっている。不安のせいで胃が痛い。ストレスで胃が悪くなるっていうのは本当らしい。

「峰みね倉くらちゃん。なに景気の悪い顔をしてんだ？　慰なぐさめて欲しい？　キスしてやろうか？」

　ストレスの元げん凶きようがやって来た。

「沢田こそ何をしているの？」

「見りゃわかるだろ？　便所掃そう除じの後だ」

　昼休みにトイレ掃除？　沢田がなぜそんなことをするのかわからない。だが、彼の後からサチコが男子トイレから出てきて、『……本当にトイレ掃除をしていました』というので噓うそじゃなさそうだ。しかし、虚うつろな眼で男子トイレから出て来られると、女子として全身に鳥肌が立つ。

「……掃除当番だっけ？」

「最近、金欠でな。それで便所掃除をして金運アップを図はかっていた。知っているか？　便所を綺き麗れいにすると金持ちになれるんだぞ」

「なにそれ。馬ば鹿かなの？」

「それはお前だ、馬鹿あすみ」

　わたしを「馬鹿」と言っていいのは高柳君だけなのに……！

「トイレ掃除をするくらいでお金持ちになれたら苦労しないわよ！」

「いや、うちの父さん、それで金持ちになったし。芸能人だし」

　トイレへ進路を変えたわたしを沢田が笑った。授業中、サチコからリストカットする理由を聞かされて驚いたが、こうして笑い声を上げている沢田を見ていると、それが本当なのかと疑ってしまう。

「で、峰倉はウロウロとユニコーンホテルのチケットを探し回ってるわけか？」

「まぁね。一応あんたにも聞いておこう。あのチケット、誰だれが盗んだか心当たりはない？　というより、あんたが盗んだんじゃないんでしょうね？　随ずい分ぶん、欲しがってたけど」

　半分本気で問いただすと、沢田は「ひでぇ奴だなぁ」と笑い、サチコが彼を擁よう護ごした。

「……沢田君は犯人ではありません。そして、今、彼は非常に傷つきました。また、カッターが手首に……」

「ちょっと待ったぁ！　今のは噓！　お願いだからリストカットはやめて！」

「リストカット？　お前、病やんでるの？　ヤンデレ？」

「断じてちがう！」

　しまった。また声に出していた。わたしをヤンデレ属性にした沢田を蹴ってやると妙な提案をされた。

「なぁ、相談なんだけどよ、俺おれはユニコーンホテルへ行きたい。チケット探しの協力をするから、成功報ほう酬しゆうに二枚譲ゆずってくれないか？」

　沢田が協力？　たしかにこいつはチケットを欲しがってたし、捜そう索さくの協力を申し出ることは不自然ではない。しかし、こいつは摑つかみのどころのない奴なので、どうにも信用できない。

　悩んでいると、目の前に白い物を吊つるされた。

　携けい帯たい？　なんか見覚えがあるような……慌ててポケットを探ると携帯がなくなっていた。

「あ、それわたしの！」

「俺に協力させないと、この携帯は返さない」

「この盗人ぬすつと！」

　奪い取ろうと沢田に飛びついたが、サチコの弱々しい手がわたしのふくらはぎを摑んでいた。

『峰倉さん。お願いします。沢田君に悪意はありません。どうか、彼に手伝わせて下さい。さもないと携帯をお返ししません』

　協力の押し売り!?

「てゆーか、俺、峰倉のことあんまり知らないんだ。チケットを探すにあたって、まずは親しん睦ぼくを深めようぜ。来いよ」

「あんたなんかと親睦を深めたくないんだから！　携帯返して！」

「親睦してから返してやるよ」

　そう言い放って、男子トイレの前から階段を一気に駆け上っていく沢田。携帯を人質に取られては奴を追うしかない。やはり、母の言いつけどおり携帯を学校に持ってくるべきじゃなかった！　息が切れた頃、薄暗い階段の踊おどり場ばに辿たどり着ついた。

　屋上へのドアは事故防止のため施せ錠じようされているので、この踊り場まで上がって来る生徒はいないはずだが、不思議と四畳じようほどの空間は掃除が行き届いている。そのことから人の出入りのあることが知れた。また、奥には体育で使われていたらしい古いマットが一○枚ほど積み重ねられてベッドみたいになっている。どうやら、図書準備室とは趣おもむきが異なる秘密の会合場所のようだ。

　なぜ、こんな場所で沢田と「親睦」を深めないといけないのかわからないけど、サチコの頼みである。

　沢田はマットの上であぐらをかくと切り出した。

「身体からだを温め合うのと、チケット探しの打ち合わせ、どちらからがいい？」

「馬鹿なこと言わないでよ！　チケットのことが先に決まってるでしょ！」

『……身体の温め合いが後なんですね』

　サチコ！　あんたまでそんなこと言うの!?

『……物事はしっかり確認しておきたいのです。けれど、今の発言は冗じよう談だんですので本気になさらないで下さい。もし本当に温め合おうとお考えでしたら、手首を切りますので……』

　この子、やっぱり病んでるよ。こりゃあ、沢田をあまり刺激しない方がいいぞ。

　沢田とサチコへの対応に悩んでいると、階下から昼休み終了のチャイムが聞こえた。もう、どうにでもなれ。

「沢田。チケットを一緒に探してくれるってことは、何か心当たりでもあるの？　もし、見つけたら、さっき言ってた報酬は払うけど」

　こうなったら、こいつにも協力をしてもらおう。味方は一人でも多い方がいい。すると、沢田は軽けい薄はくな顔とは違う表情を見せた。

「まず言っておく。チケットはすぐ見つかるか、永遠に見つからないかのどちらかだ」

「ちょ、ちょっと待って！　どういうこと？」

　断言する沢田に戸惑った。

「お前が預かったユニコーンホテルのチケットは部屋指定がされているタイプだ。たとえば犯人がそのチケットを使って宿しゆく泊はくしたとしよう。するとどうなる？」

　わたしが困る……いや、違う。

「そうか。泊とまった人が犯人だ！」

　そいつを捕まえれば事件解決だ！

「そのとおり。犯人がそれに気づけば、犯行自体をなかったことにしようと秘かに返す可能性は高いはずだ。たとえば机にこっそり戻すとか……な」

　おお、沢田！　頭が空っぽだと思っていたけど中々の切れ者じゃないか。バカな犯人よ、自らの愚おろかさを認め、悔くい改あらためてチケットを机に戻もどし給たまえ。我われ、汝なんじを許すであろう。光こう明みようが見えてきたように思っていたが、沢田の推理はそこで終わらなかった。

「けどな……犯人に一定の知能があれば、河内こうちと旅行に行きたいだけでチケットを盗むはずはない。そもそも犯人がホテルに顔を出せばチケットを盗んだってすぐにばれるんだからよ」

　確かにそのとおり。ホテルにチェックインどころか、ブタ箱にチェックインなんだから。

「じゃあ、どうして盗むの？」

「土ど井い先生も言ってただろ？　本屋で漫まん画がを盗んで古本屋に売る奴がいるって。もし換かん金きん目的でチケットが盗まれたのだとしたら、見つけるのは難しい」

　それは考えたくない。

「でもさ、金券ショップで売るのって中学生でもできるの？」

「悪事を働く奴にはコネクションがあるのさ。成人の知り合いに手数料でも払って売っぱらえばいい。もし、そうやって換金されたんだとしたら防犯カメラを見せてもらい、売った人間を特定して、そいつの交友関係を洗って……」

「そんなの警察しかできないよ！」

　頭の中に暗雲が立ちこめた。警察に盗とう難なん届とどけでも出せば、学校を巻き込んだ騒ぎになる。そうなればゴタゴタして旅行へ行くどころではなくなるだろう。

「さ、沢田！　どうすればいい。わたしはどうすればいいんだ」

「今は犯人の良心に期待するしかないな」

「他た力りき本ほん願がんすぎる！」

「ま、俺は街で馬鹿やってる先輩に声をかけとく。ユニコーンホテルみたいなレアチケットは目立つだろうから、上手くいけば売られる前に情報が入るかもしれない」

「使える奴だ！」

「それはともかく、高柳の方も気にしろよ？」

「は？」

　なんで高柳君の名前が唐とう突とつに出てくるんだ。

「お前、本命は高柳なんだろ？　あんまり佐さ島じまと仲良くしてると疑われるぜ」

　どきん。

「どういうこと？」

　沢田は溜ため息いきをついて教えてくれた。

「昨日、図書準備室で佐島に押し倒されただろ？」

「なんで知ってんの!?」

「どこまでしたの？」

「いや！　あれは押し倒された違う」

　一緒に隠かくれただけだ。というより、あれを見られてたの!?　そういえば図書室の前で沢田を見かけたような。

「どうでもいいけど、佐島とあんまイチャついていると大変なことになるぜ？」

「なんで？」

「お前は高柳と河内が一緒にいたらどうする？」

「引き離す！」

「つまり、そういうことだ。あの色男が誰に好意を持っているかわからないが、お前に少しでも関心があったら面白くねぇだろう」

　ああ……。

　沢田の指し摘てきは的を射ている。佐島君と必要以上に仲良くすれば高柳君の心しん証しようが悪くなるのはわかる。またもラブチェキの星占いが的中しようとしている。




　――本命の男の子とは微び妙みようになり……




　そんなの嫌いやだよぉ！

「泣かないでくれる？　泣いている奴見るとムラムラするんだよね」

「ひぃ！　イライラじゃなくて、ムラムラしてる！」

　穢けがらわしい男子と五時間目をサボってこんなところにいれば、何をされても同情されなそう。

「あ――そうそう。ムラムラと言えば河内利沙。あいつも凄すさまじい女だな。峰倉には悪いが、旅行に行けたら河内の行動も楽しみだ」

「なんで？」

　心底呆あきれた顔になる沢田。

「グループ旅行とはいえ、ホテルに高柳を誘っちゃうんだぜ？　馬鹿な峰倉にだから言うけど、中二男子の性欲は理性に勝る。覚えとけ」

　知りたくないことを知ってしまった。

『……それが真理です』

　サチコからも不安を掻かき立たてられた。靴くつ下した片かたっ方ぽしか穿はいていない彼女に断言されると、すごく不安になる。

　だけど、利沙のことも不安だ。チケットが見つかれば見つかったで旅行中に何をするかわからない。それにあいつは仁島さんを「消し去る」なんて言った。高柳君を盲もう目もく的てきに愛する利沙なら、仁島さんに何をしでかすかわからない。

『……仁島さんを消す？』

　あ、いけない。サチコに心の中を読まれてしまった。わたしは「心配しないで」とごまかし、話題を変えることにした。沢田はチケットを二枚求めている。誰と行こうと考えているのだろう？

「沢田。あんたはユニコーンホテルへ誰と行きたいと思っているの？」

　沢田はコンタクトを通した光景からすれば予想通りの名前を出した。

「仁島……」

　妄もう想そう少しよう女じよの柔やわらかい髪が軽く揺ゆれた。沢田が仁島さんのことが好きなのはわかっているけど、今の段階では付き合ったりしている関係ではないことも知っている。

　それにもかかわらず彼女を旅行に連れて行きたいということは……。

「学校に来られない仁島さんが来るかな？」

「来てもらう。そうすれば仁島の気持ちが晴れるかもしれない。詳くわしく知らないが、高柳が仁島をフったのは知っている。高柳も旅行に来るんだろ？　ショック療りよう法ほうだよ。気まずいに決まっているだろうが、なにかきっかけがあれば仁島も学校に来れるんじゃないかな」

　驚いた。「なぞなぞ」なんて出したり、無む駄だに格かつ好こつけてる沢田がそんなことを考えていたなんて。そういえば、仁島さんが転校するかもしれないという情報を高柳君に伝えたのは沢田だった。見た目は軽薄でチャラチャラしてるけど仁島さんを心配する気持ちは本物みたいだ。

「仁島さんにチケットを渡したとして、彼女は旅行に来るかな？」

「俺が連れて行く」

　沢田は言い切った。

　極端なアイディアにも思えるが、学校から離れて仁島さんと向き合えば何か変わるかもしれない。沢田の言うショック療法は有効に思えた。

「沢田を誤ご解かいしてたよ。一緒にチケットを見つけよう。だけど、旅行に連れ出せたとしても雰ふん囲い気きが重くなるに違いない。その辺のフォローはしてくれるんだろうね？」

「まかせろ」

　世の中、捨てたものではないようだ。沢田のような軽い男でも惚ほれた女を救おうと努力している。見直したぞ、沢田。熱い心が胸にみなぎり手を差し出すと、沢田は握り返してくれた。

「……このまま君の手を離したくない……」

「この馬鹿！　わたしに欲情するな！　携帯を返せ！」

　長い睫まつ毛げをしばたかせて「悪い、悪い」と言って沢田は携帯を返してくれた。意外にも子供っぽい笑顔だったので、その無む邪じや気きさに警戒を解くしかなかった。

「あ、ついでにハンカチも返さないとな」

「貴様！　わたしの大事な高柳ハンカチコレクションまで！」

　まったく気がつかなかった。手て癖くせの悪い奴。

　五時間目終了のチャイムが鳴った。生まれて初めて授業をサボってしまったが先生に怒られるだけのことだ。沢田の真意を知ったことの方が授業なんかより大事に決まってる。

「沢田、力を貸してくれ。そもそも、わたしがしっかりチケットを管理していればこんなことにならなかったんだけどさ」

「おかげで峰倉と親密な関係になったんだからかまわねぇよ。ほら、先に教室戻れよ。俺と一緒だったと噂うわさが立てば、お前の操みさおは失われたことになる」

『……ありがとうございました、峰倉さん。あなたのことが好きになりました』

　病んだ妄想少女から告白されてもなぁ……わたしは沢田を置いて階段を下りた。

　絶対にチケットを探し出さないと。

　チケットを盗まれたことは利沙に謝って弁償すれば、最悪どうにかなる問題だった。しかし、仁島さんを不登校から復帰させる目的が加わってしまえば、そうもいかない。

　今のわたしにあるのは、佐島君と鶴亀ちゃん、それに沢田の協力だけ。チケットの捜索は難航が予想され、状況ばかりが悪くなっている。




　　　　　＊＊＊




「あすみ！　なにやってたんだ！」

　こそこそとＤ組の教室へ戻ると先生より先に高柳君から怒ど鳴なられた。しかも授業の準備をしていたミセス村むら田たまでわたしを叱しつ責せきしようとマリリン・モンローのように唇くちびるを膨ふくらませているのが怖い。

「答えやがれ、なにやってた」

「それがですね、お腹が痛くて……廊ろう下かに倒れていました」

「この野郎、お前は噓をつくとき右下を見るクセがある。お前が今見ているのはなんだ!?」

「右下にある床ゆかのタイル……」

　クラスメイトから嘲ちよう笑しようを浴びせられた。このところ笑われてばかりだ。でも、高柳君のおかげで、笑いのツボにはまったらしいミセス村田が悶もん絶ぜつし、授業欠席の理由を追つい及きゆうされることはなかった。さすが高柳君だ。すべてを見越してわたしが怒られないように守ってくれる。

　幸福な気分で英語の教科書を開くと、ハラリと真っ白い封ふう筒とうが床に落ちた。

「まさかこれは!?」

　チケットが入っていた封筒か!?　期待に胸膨らませ封を開いたものの、中身はユニコーンホテルのチケットではなかった。

「なに……これ」

　封筒から出てきたのは、一枚のレポート用紙だった。




「馬鹿なことはやめて勉強してろ」




　謎なぞのメッセージがわたしを嘲あざ笑わらっていた。
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「一体、これはどういうこと？　リサ」

『犯人による挑ちよう発はつ……ね』

　英語の教科書に挟はさまれたレポート用紙に書かれたメッセージ。それはリサが言うように犯人の挑発に思えた。

　しかし意味不明である。「馬鹿なことはやめて勉強してろ」？　お前こそ、犯罪から足を洗って勉強してろと言いたい。

『……意味不明はあすみよ。あなたはなんでそんなに涼すずしい顔をしているの？』

「リサ？」

　我が最愛の妄もう想そう少しよう女じよは怒りに肩を震ふるわせていた。

『チケットを盗ぬすんだ犯人は旅行を楽しみにしている人たちの気持ちを踏ふみにじったの。そして、今度は必死に探しているあすみの努力を「馬ば鹿かなこと」と切り捨てた。これは怒らなくてはいけないことよ……！』

「怒る？」

『そうよ！　あなたは馬鹿だと貶おとしめられたの！　わたしはあすみを馬鹿にする人を許せない！』

　リサは犯人からの挑発を我がことのように怒り、感情を露あらわにしている。そんなリサの激情がわたしにも伝でん染せんした。そうだ。これは怒るべきことだ。

「……この犯人に子犬を助けた過去があるとしよう……」

『あすみ？』

「子犬に温かいスープを与えて命を救ったかもしれない……その子犬と草原で戯れたかもしれない……だが」

『……』

「奴はわたしを怒らせた！　腸はらわたが煮にえくり返る思いをありがとう。久々に思い出したよ、この感覚を！　リサ!!」

『は、はい!?』

「この怪かい盗とう気取りの犯人に相そう応おうの罰ばつを与える！　リサには拷ごう問もんを頼みたい！　なぁにイメージダウンなんて恐れる必要はない！　わたしの拷問でリサが優しかったことを証明するから！」

　震ふるえ上あがるリサ。武む者しや震ぶるいか……そうだよ、リサ。戦いはこれからだ！

『で、でも待って。拷問の前に犯人をみつけないと。手がかりはないのよ？』

　手がかり？　目の前にあるじゃないか。

　頭に血が上ったわたしに恐れるものはない。ヘモグロビンが脳のう細さい胞ぼうに酸素を送り、脳の回転速度を爆発的に高めている。わたしの頭脳は過去の天才たちを凌りよう駕がした。

「リサ。この挑発に使われたレポート用紙自体が手がかりだ。これが机つくえに入れられたのなら、入れた人間が存在するはずだろう。つまり、休み時間の間にわたしの机に細さい工くした人間がいる。聞き込みをすれば簡単に犯人が見つかるはずだ」

『あすみ！　怒りで頭が良くなるなんて素晴らしいわ！』

「見くびってくれては困る……ミウ！　お前は見てなかったか!?　このレポート用紙を机に入れた人間を！」

『ごめん。宮みや里さと君と隣となりのクラスに行っていたからわからん』

　む。役に立たないブルマの子め。だが、目もく撃げき者しやは他にもいるはずだ。

「川かわ上かみメイド！　お前は見ていなかった？　あんたのご主人様に彼女ができたのは、わたしのおかげである。今こそ恩を返す時だ！」

『……』

　しまった！　こいつは無口な「設定」だった。

「おい。そこの妄想！　君はどうだ？」

『あんたなんかに教えてあげないよ？』

　まさかの説明拒きよ否ひ？　頭がお花畑のグラビアもどきめ！　勝負下着でしか真意を伝えられぬ軟なん弱じやくなお前など頼りにしておらん。しかし、他の妄想少女たちからも協力を断られてしまった。どういうこと？

『……そうか。あすみはチケットがなくなって男子たちを疑ったから妄想少女たちの好感度が下がったのよ。今や彼女たちはあすみの敵。まさか、こんなところにまでチケットのことが影響するとは思わなかったわ……あすみ、どうする？』

　いいもん。高たか柳やなぎ君だったら答えてくれるはず。いくら仁に島しまさんのことがあっても、妄想少女はまだいないし、わたしのことを一番に想ってくれているはずだもん。

「高柳君、あのさ……」

「私語は慎つつしめ。授業中だ」

　先生みたいで素敵。

　しかし、授業の後、友達の女子に尋ねても答えは得られなかった。挑発メッセージは沢さわ田だと階段の踊おどり場ばにいた昼休みから六時間目開始までの約八○分の間に入れられた。チケットがなくなった時とは違って目撃者がいるはずなのだが、聞き込みができた誰からも手がかりは得られなかった。

『あすみ、まずいわ。手て詰づまりよ』

　リサ……わたしが諦あきらめると思うの？

「目撃者がいなくても問題ない……このレポート用紙からわかったことがある」

『何がわかったの、あすみ！』

　覚かく醒せいした我が頭脳は通常に非あらず。

「リサ君。この手紙に不ふ審しんな点はないかね？」

『不審な点？「馬鹿なことはやめて勉強してろ」って書いてあるだけじゃない？』

「筆ひつ跡せきに注目したまえ」

　レポート用紙を熟視するリサ。しばらくすると、わたしの着眼点に気がついてくれた。

『文字が角かく張ばっている』

「そうだよ。このレポート用紙に書かれた文字は不自然に角張っている。一見すると癖くせ字じにも見えるが曲線であるべき一画が直線だったり、トメハネも無視されている。全ての文字が機械的な直線で構成されていることから、定じよう規ぎなどを使って書いていると推察できる。おそらく犯人は筆跡から『足』がつかないようにしているのだ……」

『なんと！』

「この犯人が筆跡まで気にしているということは、指し紋もんを残さないために手て袋ぶくろをして書いている可能性が高い」

『なるほど！』

「つまり犯人は大だい胆たん不ふ敵てきにして傲ごう慢まんな知ち能のう犯はん」

『で、その犯人は誰なの!?』




　え？




　急速に頭から血が引いていった。

　フルスピードで回転していた脳みそが緊きん急きゆう停てい止しし、働くのをやめてしまった。残ったのは「大胆不敵にして傲慢な知能犯」という犯人像だけである。

「こんな極悪非道な怪盗に勝てるはずないよぉ！　そうだ、降こう伏ふくしよう！　憐あわれに思って二枚くらい返してくれるかも……！」

『あすみ。悪党に屈くつ服ぷくしてはダメ！　放課後、佐さ島じま君と対策を練ねりましょう』

「でも、テストが近いし平気かな？」

　期末テストは五日後である。今はテストよりチケットを探す方が大切だけど、わたしはともかく大事な期末テストを控えた佐島君にそんな時間があるようには思えない。

『馬鹿ねぇ。困っているあすみとテストのどっちが大事だと思うの？』

　佐島君の思いやりが嬉うれしい。リサがそう言ってくれるなら、彼もそう思っているってことだ。この世の幸福よ、佐島君にだけ降ふり注そそげ。河内こうち利り沙さよ、佐島君に愛を与えよ。神様、彼の慈じ悲ひ深ぶかさに祝福を。

『……あの、沢田君もお仲間に加えていただけないでしょうか……』

　サチコ。そうか、チケット発見＝仁島さん学校復帰だもんね。沢田にも力を貸してもらおう。あいつは日頃から勉強に興味なさそうなので、テスト前に呼び出してもかまわないだろう。

　……高柳君はどうしよう。助けを求めたいけど、いつも自分のことは自分でやれと言われている。それに、テスト前に心労をかけて彼の成績を落としてしまったら大変だ。高柳君に迷惑をかけることだけは絶対に避けねばならない。

　わたしは授業中に佐島君と沢田の二人へ協力を求めるメモを回した。すると、『了りよう解かい。放課後、マッグで会おう。四時くらいにまた』と丁てい寧ねいに書かれた返信と、『俺おれのギター、聞かせてやろうか？』などと書かれた意味不明の返事が返ってきた。

『……それは快諾のメッセージです……』と、サチコ。

　わかりづらいなぁ。

『まぁ、いいじゃない。三人で検討しましょうよ』

「うん。二人には感謝だ」

　佐島君や沢田と相談できれば、何か手がかりを摑つかめるかもしれない。




　　　　　＊＊＊




　マグドナルド成せい条じよう駅前店。通称マッグ。

　我々、中学生が唯ゆい一いつ贅ぜい沢たくをできるハンバーガーチェーンだ。五〇〇円玉一枚でハンバーガーがドリンクとセットで食べられるし、一〇〇円玉一枚でアップルパイも食せる。何時間いても店員に追い出されないので、雑ざつ談だんする時だけでなくテスト勉強の会場としても使われるオールマイティな店だ。店の二階、テーブル席を確保できた。

「レポート用紙に書かれた挑発文と沢田の協力か」

　と、佐島君。

「峰倉と佐島って意外にお似合いなのな」

　と、沢田……って、なに言ってんの!?

『……ごめんなさい。今のは冗じよう談だんです』

　わたしはサチコに謝られる。階段の踊り場で沢田に「佐島と仲良くしていると……」なんて言われたから、少ないおこづかいをはたいて二人をマッグまで呼んだというのに、沢田はさっきから邪じや魔まばかりする。本当にギターまで持ち込んで何を考えているのかわからない男だ。しかし、ルックスだけは無意味にいいものだから、テーブル席で談笑する女子高生がチラ見してきて落ち着かない。沢田を呼んだのは間違いだった。

『……ごめんなさい。ごめんなさい……』

　そして、謝りながら手首をカッターで切り始めるサチコ。この子、怖い。

「こら、沢田。真ま面じ目めな話だ。お前も仁島さんとユニコーンホテルに行きたいんだろ？　だったら、この《挑戦状》について真面目に考えるんだ」

「わかったって。てゆーか、峰倉。佐島に俺が仁島のことを愛しているってばらすなよ。秘めた恋なんだから」

「だって、軟なん派ぱで軽けい薄はくな沢田を頼ってると思われたくないんだもん。あんたは仁島さんのことが心配。佐島君は利沙と旅行に行きたい。わたしはチケットを取り返したい。三人の目的が一いつ致ちしているからこそ、我々はこの場にいる。その辺あたりの隠し事はなしにしよう」

「そりゃわかるけど、軟派で軽薄とかって傷つくなぁ」

　そう言いつつ、女子高生のテーブルに手を振る沢田。キャーと前時代的な黄色い声が返される。しかし、サチコは『軟派で軽薄と言われて傷つきました』と言って手首を切る。沢田とサチコの行動が嚙かみ合あってないからどう対応していいかわからない。

「……峰みね倉くらさん。この挑発メッセージが入れられた経緯を教えてくれないか？」

　佐島君は沢田に構わず、挑戦状が机に入れられた前後の状況や、他に変わったことはなかったかなど、客観的で論理的な分析をしてくれた。しかし、さすがの佐島君でもＡ４の紙切れ一枚では犯人を特定できず、リサともども腕を組んで悩みこんでしまった。

「沢田は何か気がついたことはないの？　あんたと話をしている最中に挑発メッセージを机に入れられたんだ。もし、あんたがわたしを踊り場に呼び出さなければ、決定的瞬間を押さえられたかもしれないんだよ？」

「おいおい、そりゃあねぇぜ。俺のおかげで犯人が調子に乗って挑発したくらい思ってくれねぇとな。つまり、隙すきを作ったのは俺。最大の功こう労ろう者しや」

『その通りです。見かけによらず、やる時はやる男です』

　むむ……。

　カウンターに三人で並んだまま時間が過ぎた。周りでは中高生がテスト勉強しているというのに、わたしたちは滑稽にもチケット窃せつ盗とう犯はんを相手に頭を痛めている。

　そして、挑戦状の文面もわたしを苛いらつかせる。




　――馬鹿なことはやめて勉強してろ




　なんか、本当にこうして考えていることが馬鹿に思えてきた。しかし、仁島さんの復帰という大問題も絡んでしまったチケット探しだ。諦めるわけにはいかない。

「これは予想以上に難しい問題だね」

「……うん」

　佐島君がメガネを外して目頭を押さえた。紅茶が空になっていた。

「あ、なんか飲み物を買ってくるよ」

「俺はメロンジュース」

「あんたは自分で買って」

　立ち上がった拍子にカバンを落としてしまった。ファスナーを閉めていなかったためカバンの中身が床ゆかに散らばったものの、サッと佐島君が拾ってくれた。

「ラブチェキ読んでるんだね。星占い、よく当たるでしょ」

　そう言えばお守り代わりに虚こ無む僧そうのラブチェキを入れてた。

「佐島君がラブチェキ知ってるなんて意外。まさか初めてのブラ特集が目当て？」

『あすみ、あなたは最低ね』

「僕はブラジャーになんか興味ないよ」

「ノーブラ派の佐島クン。君とは趣味が合いそうにない」

『沢田君はスポブラ派です』

　……リサから最低と言われ、佐島君がノーブラ派で、沢田がスポブラ派ということが判明した。最低なのは佐島君だと思う。

「姉さんがラブチェキ愛読者だったんだ。あの読書オタクが人と話ができるようになったのはラブチェキのおかげだよ」

　あの美人なお姉さんもラブチェキ愛読者だったんだ。ラブチェキによってあんな女子高生へと羽ばたけると知って嬉しくなった。佐島君が何なに気げなくページを開くと流行のアイテムを紹介する定番ページだった。

「今月は文房具特集？」

「そうだね」

　愛らしいペンポーチと実用的なペンケースとの比較記事や、学校用と塾じゆく用に分けて筆ふで箱ばこを用意する知恵などが書かれている。ページが捲めくられると「最強のシャー芯しん」とタイトルされた比較記事があった。メーカーによる書き心地の違いや濃こさの差などがレビューされている。

「シャーペンの芯なんてＨＢ一いつ択たくじゃない？」

「それは峰倉さんの筆ひつ圧あつがＨＢに合っているからだよ。人によっては４Ｂを使っている人もいる」

「あ、オレは『Ｈ』っす。硬かたいの大好き」

「沢田には聞いてないから。それに『Ｈ』とか高柳君と同じ芯を使わないで欲しいんですけど」

「まぁまぁ。人それぞれ好みのシャー芯があるんだよ」

　佐島君の言葉がなぜか引っかかった。

　わたしはnomoのＨＢ、高柳君はシャープスのＨを使っている。写真には各メーカーのシャー芯がずらり並んで載っている。

「待て……これは……！」

　突然、閃ひらめいた。

　喜びのあまり、椅い子すから飛とび跳はねるとコーヒーカップが倒れ、スカートを汚した。だがそんなことは気にならない。それどころか、犯人が考えもしなかっただろう盲もう点てんを見つけ、喉から知らずに笑いが出た。

「峰倉さん、どうしたんだ！　スカートが汚れたことがそんなに嬉しいのか!?」

「否いな！　佐島君よ。わたしは犯人が残した証拠を手に入れたよ」

　手がかりだ！

　これは重要な証拠だ！

『証拠？　どういうこと？　あすみ』

　リサよ。わたしは犯人のシッポをついに摑んだ！　このレポート用紙に書くのに使った道具が手がかりなんだ！

「犯人は硬いシャーペンの芯を使っているんだ！　このレポート用紙の文字は『Ｈ』で書かれている。教室で『Ｈ』のシャー芯を使っている人間を見つけ出せば犯人を導みちびき出だせるのだ！」

　佐島君は黒くろ縁ぶちメガネをレポート用紙に近づけ、しばらく食い入るように見ると叫んだ。

「なるほど！　君は天才だ！」

『凄すごいわ、あすみ！　あなたを馬鹿だと思っていた自分が恥はずかしい！』

　佐島君とリサがわたしの思いつきを絶賛してくれた。きっと、メーカーによっても微び妙みように濃のう淡たんが違うだろう。犯人逮たい捕ほへの糸口が見つかった瞬間だ。

　虚無僧、ありがとう。あなたが授けてくれたファッション誌がヒントになった。佐島君もありがとう。君の一言がわたしに閃きを与えてくれた。これで犯人を捜さがすことができる。利沙に謝る必要もなくなる。

「見てろ！　チケット窃盗犯！　貴様の愚ぐ行こうを白はく日じつの下もとにさらし、チケットを奪うばい返してやる！」













　佐島君とわたしはコーヒーカップで乾かん杯ぱいをした。

「……さて、そう簡単にいくかな？」

　沢田がギターをミョーンと弾ひきながら、喜びに水を差す。

『……ごめんなさい、峰倉さん。彼はこういうことを言うのが好きなのです……』

　せっかくバリューセットを買ってやったが沢田はまるで役に立たなかった。しかも、全然手をつけてないし。

「沢田？　せっかく御ご馳ち走そうしたんだから、残さず食べなさいよ？」

「ん。欲しかったらやろうか？　タダであげるよ？」

　まったく仕し方かたない奴だ。残すのはもったいないのでハンバーガーを頰ほおばることにした。

「ところで先せん輩ぱいとやらにチケットのこと聞いてくれたの？」

「なんのことだっけ？」

　だめだ、こいつは何の役にも立たない。

「けど、峰倉さん。どうやってクラスメイト全員のシャー芯を調べるんだい？　僕らがチケット探しをしているのはみんなが知っている。はたして協力してくれるかどうか……」

　佐島君が困った顔をしたが、リサは笑顔でわたしに頷いてくれた。

「大丈夫！　わたしにまかせてよ！　奥の手があるんだから！」

　正確には妄想の眼。

　ふふふ。みてろよぉ、犯人。月曜が貴様の命日だ。
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「リサ、ミウ、ユイヒメ。頼んだよぉ」

『おうよ、任せなさいな』

　今日ほど、普通の人には姿が見えない妄もう想そう少しよう女じよたちの力を頼もしく思ったことはない。マッグで摑つかんだ犯人特定への手がかりをミウとユイヒメに伝えると、彼女たちは快くＤ組全員の持ち物を探ってくれ、三時間目の終わりには調査が終わった。クラスの中で「Ｈ」のシャーペンの芯しんを使っているのは八人だということがわかった。意外と多くの生徒が硬かたい芯を使っていて驚いたものの、心配無用。基本を応用してこそ結果が輝く。挑発文が書かれたＡ４のレポート用紙にはミシン目がついている。このタイプを使っている人は少ない。

「……ミウよ。レポート用紙に関してはどうだった？」

『けっこう持ってたよ。八人だね』

「その中で、『Ｈ』のシャー芯を使っていて、かつレポート用紙を机に入れているのは何人になるの？」

『二人ですわ』

　即答するユイヒメ。

「その二人の名前を教えて？」

　しかし、ユイヒメがリサを見ると、リサはミウを見て、ミウはユイヒメを見た。そして彼女たちは互いの顔を見合わせると黙ってしまった。何か良くないことがわかったように思える。

「どうしたの？　教えてよ」

『あすみ、よく聞いて。シャーペンの芯とレポート用紙という条件で絞しぼり込こむと、意外な人物が捜そう査さ線せん上じように浮かんだの』

「誰だれ？」

『まずは沢さわ田だ君』

　あいつは除外だ。協力者が犯人のはずないし動機もない。たまたま条件に引っかかっただけだろう。

「もう一人は？」

　リサの口が止まってしまった。

　なかなか言い出せないリサの代わりに、ユイヒメが教えてくれた。

『もう一人は高たか柳やなぎ君。彼も怪あやしいの』

　高柳君が!?　いやいやいや！

　こりゃあ、犯人にいっぱい食わされたようだ。高柳君と沢田が犯人のはずはない。わたしがシャー芯に着目することを見越した犯人が、嘲あざ笑わらうためだけに小こ細ざい工くを仕し掛かけたのだろう。数学の授業が進む教室に犯人の高笑いが聞こえた気がした。

　フハハハハ！

　もう、笑うしかない。これからどうすればいいんだ……。

　そして、数学の授業もわたしを困らせる。中二の授業範囲は中学教育で履り修しゆうすべき範囲の中で最も広いらしく、熱心に授業をする教師ほど三学期の後半に至って追いつめられる。太った数学教師は額の汗をハンカチで拭きながら必死に授業を進めるものの、進行が早すぎてさっぱりわからない。先生の熱心さは伝わるが、授業の中身はまったく伝わらずに数学の授業は終わってしまった。ここまでが期末テストの範囲らしいが、それどころではない。テストが明後日に迫っていることも大問題だがチケットを発見することの方が重要なのだ。

「あれ？　高柳君、どこへ行くんですか？」

　机の向きを変えて給食の準備をしていると、高柳君がパンと牛乳を持って出かけようとしていた。

「生徒会。資料整理だ。試験準備期間だから放課後にできねぇからな」

「高柳、行こうよ。峰みね倉くらさん、またあとで」

「……うん」

　高柳君は佐さ島じま君と連れだって生徒会室へ行ってしまった。

「そして、悲しみにくれる峰倉あすみであった」

　イラッ！　沢田め、勝手なナレーションを入れやがって。

「あんた、どっか行って！」

「拒こばまれるとつきまといたくなる罠わな」

　ひぃ！　こいつ、ストーカー体質なの!?

「あすみちゃん。ゴリ君がいいこと教えてくれたよ」

　鶴つる亀かめちゃんだ。そうだ。彼女たちも協力してくれているんだった。この沢田に比べてなんと役に立つことだろうか。沢田を蹴け飛とばし、ふたりの友情に応えるため抱ほう擁ようしようと走ったら、すっ飛んで逃げられた。

「……なん……で？」

　後ろを振り返るとニコリと沢田が笑っていた。

「この沢田畜ちく生しよう！　あの二人はあんたみたいな軟なん派ぱな男が大嫌いなんだ！　おかげで大事なことを聞けないじゃない！」

「俺おれは鶴つる川かわと亀かめ山やまに嫌われていたのか……あの、胸と尻しりがオレの生きる糧かてだったんだけどなぁ。毎日、あの二人が何色の靴くつ下したを穿はいているか統計を取るくらい好きなのに。知ってるか？　鶴亀が髪を結ゆってるリボンが黄色の時は靴下が必ず黒なんだぜ？　黄色と黒。警戒サイン」

　……長い付き合いだったのに知らなかったよ……って、そんなことはどうでもいい。二人の後を追おう。

「ねぇ、ゴリ！　鶴亀ちゃんが逃げるところってどこ？」

　何でも知ってるゴリに二人の居場所を尋たずねると、彼は分厚い手て帳ちようを開いてくれた。どのページにも細かな文字が隙すき間まなく書かれ、その密度やイリジウム並。ほどなく「職員室脇の部活掲けい示じ板ばん前にいる」と答えが返ってきた。おそるべき手帳である。

「その手帳って他に何が書いてるの？」

「全校生徒の携けい帯たい番ばん号ごうにメアド、成績表から身体測定の結果。数値にできるものなら全て書いてある。お前の身長も知っているぞ」

「りんご五個分とかにしておいて」

　小五から伸びていない身長を暴ばく露ろされたくない。わたしは二人から情報を聞くべく廊ろう下かへ走った。Ｄ組から職員室までは教室三つ分の距離である。鶴亀ちゃんはゴリが言ったとおり、部活の連絡事項を書く黒板の前で震えていた。よっぽど沢田が苦手らしい。

「あすみちゃん！」

「二人とも！　わかったことを話してくれ！」

「わたしたちがゴリ君から教えてもらったのは女子には犯人がいないってことなんだよ」

「どういうこと!?」

　鶴亀ちゃんが言うには犯行推定時刻には男子しか教室にいなかったという。そう言われると「筋肉の仕組み」の実験で鶏とりモモ肉を切り刻んだため手が汚れた。教室へ戻る途中に寄った女子トイレが、手を洗うクラスメイトで混み合っていたことを思い出した。

「ゴリ君が教室に着いた時、男子しかいなかったんだって。これで四時間目のあとの女子一五人のアリバイが立証されたんだよ。それにゴリ君、理科室に移動する前は一番最後に教室を出たとも言ってたから間違いないはず」

　ようするにゴリの観察眼がＤ組の女子を疑惑の対象から外したってことだ。といっても、犯人を特定する直接的な情報を期待していたので、ふたりには悪いけどガッカリしてしまった。

「それとね。ゴリ君は沢田君が怪あやしいって言ってた。Ｄ組で他に人がいる中、あすみちゃんの机からチケットを抜けるのは、プロ級のスリ技術を持ってる沢田だけなんだって。わたしたちは彼を犯人にしたい」

　わたしだって、沢田を疑えたらどんなにいいかと思う。でも、あいつは白なんだ。

「……君たちの協力には感謝だ。しかし、沢田を犯人だと決めつけるのはよくないよ？　高柳君も言っていたじゃないか、人を疑うのはよくないって」

「でも……」

「君たちの言いたいことはわかる。それでも、女子の中に犯人がいそうにないってわかったのは吉きつ報ぽうだ。おかげで女友達を疑いの眼で見なくてすむのだから。さぁ、そろそろ給食の配はい膳ぜんが終わった頃だろう。戻ろうよ」

　部活掲示板から離れようとした時だった。

　職員室から生活指導の山やま田だ先生のイヤミったらしい声が漏もれ聞きこえ、その会話の内容にわたしたちは顔を見合わせた。

「……あすみちゃん、今、生活指導が大変なことを言ってなかった……？」

「言ってた」

　職員室のドアに耳を押しつけると、山やま田だ先生と話しているのが土ど井い先生だとわかった。

　――困りますねぇ、土井先生。このまま問題の生徒が不登校のままですとあなたの処分にも発展しますよ？

　生活指導のダミ声の後に土井先生の「はい……」という力のない返事が聞こえた。どうやら我が担任が怒られているようだけど……。

「……ねぇ、処分って？」

「……わたしたちにはむずかしくてわからない」

　しかし、そのままドアに耳を当てていると次第に話の内容がわかってきた。

　――土井先生。親おや御ごさんが転校させたいと言っているなら、さっさと手続きを進めた方がいいですよ。聞くところによると万引きの疑いまであるとか。

　……転校に万引き。これは仁に島しまさんの話だ。

　――え？　仁島はそんなことしない？　事実かどうかは関係ないのです。これ以上、その生徒にかかわれば経歴に傷がつきますぞ。下手をすれば、指導力不足を問われて担任を下ろされるかもしれません。ここだけの話、余よ所その学校に飛ばされることも……。

　土井先生が仁島さんへの対応で責められてるんだ。話の流れから察するところ、転校手続きを進めるか否かで意見が割れ、土井先生の立場が危ういようだ。「リストラされる」と言ってたのは冗じよう談だんじゃなかったらしい。公務員だからリストラはないと思うけど、余所の学校に飛ばされるってのは本当にありそうだ。

　でも、先生は悪くない。

　……なんとかして仁島さんに学校へ来てもらわないと。そのためにはチケットが必要で、もし見つけられなかったら先生が大変なことになってしまう。身重の妻と娘を抱えて、先生が路頭に迷ってしまう。けど……。

「あ、あすみちゃん!?　どこへ!?」

「……ふたりは教室に戻ってて……わたしは保健室に行って来るよ。ちょっと、給食が喉のどを通りそうにないんだ……」

　胃がキリキリ悲鳴をあげている。

　こんな責任に晒さらされたことは生まれて初めてだ。リサからチケットを預かった時は普通のチケットだったというのに、今ではそれがクラスメイトの転校や先生の進退まで左右しているのだ。絶対見つけ出さないといけない。

　……だけど、ちょっとだけ。ちょっとだけ、休ませて欲しい。

　居場所として思いついたのは階段の踊おどり場ばだった。保健室ではひとりになれない。あの踊り場ならマットの上で横になれるだろうし、チケットを盗んだ犯人がいる教室に戻りたくない気持ちがあった。

　お腹を押さえながら、階段を一段一段上る。

　四階まで上るのは今の精神状態と胃の調子ではかなりきつかった。それでも校こう舎しや内ないの死角であるあの踊り場まで辿たどり着つき、積み重ねられたマットを見ると、気が緩ゆるんだのか胃がさらに痛み、たまらず倒れ込んでしまった。完全に胃い酸さん過か多ただ。

　あまりにも痛いため、制服の袖そでで顔を覆おおうと踊り場は音だけの空間になった。階下から聞こえる楽しそうな給食の様子と、追いつめられつつある自分とのギャップに悲しくなった。そんな雑音の中にカチカチカチと不安な金属音が耳元で聞こえた。

『……峰倉さん、大丈夫ですか？』

　わたしに声をかけたのは、妄想少女サチコ。鳴らされているカッターのカチカチ音ですぐにわかった。

「よう。腹が痛いのか？」

「……なんで、沢田が？」

「再び親睦を深めに」

　沢田和かず久ひさ。サチコの心配は嬉しいけど沢田は余計だ。そこに立つな、スカートの裾すそが気になるだろ。

『……峰倉さん……ごめんなさい。見えてます。でも、沢田君は大丈夫なので安心して下さい』

「サチコ……何に安心すればいいんだ」

　わたしは起き上がる必要があるようだ。胃の痛みに気を取られていたせいでスカートが腿ももまで捲れ上がっていたけど、沢田はわたしの太腿にはまるで関心がないらしく、ポケットから何か取り出すとマットに放り投げた。

「これは？」

「胃薬。胃が痛いんだろ？」

「……どっから持ってきたの？」

「保健室からパクって来た」

「盗むのは感心しないけど、助かるよ」

　瓶びんから二錠じよう取り出して水なしで飲み込んだ。沢田がわたしの胃痛に気がついて薬を持って来てくれたのは嬉しかった。今は給食の時間なのである。

「よく、わたしがここにいるのがわかったね」

「峰倉のことなら全部お見通しさ……なんなら、お腹をさすってやるぜ？　きっと気持ちがいいだろう……」

　感謝した自分にムカつく。無視してサチコに礼を言うことにした。

「サチコよ。沢田はエロくてむかつくから、代わりにあんたへ礼を言う。それはそうと、そのカッター危ないからしまった方がいいよ？」

　光る刃先が気になるので注意をしたが、サチコは『危なくはありませんから』と言って首を振った。それでもサチコはわたしの気持ちを汲くんでカチカチ音を立てるのを止めてくれた。

「サチコ。相変わらず顔色が悪いけど調子はどう？」

『……私のことより、彼の心配をして下さい。かなり危険です』

　淀よどんだ瞳ひとみの先を見ると、いつの間にやら沢田がマットの上で大の字になって歌を口ずさんでいた。とても、悩んだりしているようには思えないけど、サチコがそう言うのであれば彼の頭の中は仁島さんへの悩みでいっぱいなんだろう。仁島さんが転校するって話も沢田から伝わってきた。見かけによらず、こいつは情が深い。

「沢田」

「あん？」

「あんたにとって、仁島さんってどんな人？」

　苦笑が返ってきた。

「いきなりな奴だな」

「いいから答えて。あんたみたいな軟派な男が仁島さんを好きなんて未だに信じられないんだ」

「峰倉こそ俺を驚かせる。旅行に仁島を誘いたいと言ってもお前は眉まゆ一ひとつ動かさなかった。いつ、俺が仁島を好きだって知ったんだ？」

　サチコと眼が合ってしまった。まさか妄想少女が見えるからなんて言えるはずはない。

『……「お前のことをずっと見ていたから」と、男らしく答えるといいでしょう……』

　沢田に宿る妄想少女のアドバイスどおりに答えると不適切なフラグが立った。

「よせやい……恥ずかしいだろ」

　この沢田とサチコの組み合わせは苦手。モジモジ身体からだをくねらす沢田はナンパ男どころか初恋に身み悶もだえする女子にすら見えた。それでも沢田は咳せき払ばらいをすると真顔になって仁島さんのことを語り始めた。

「オレの秘めた愛に気がついた峰倉にだけ教えてやろう。オレが仁島祥さち子このことを好きなのは彼女がオレにとっての《聖せい女じよ》だからだ」

　図書室の聖女、仁島祥子。おとなしくて、物静かで、綺き麗れいで……男子が好きなタイプであることはわかる。けれど、そういったイメージが優先しているだけで、わたしは仁島さんについて何も知らない。

「わたし、仁島さんのことをあまり知らない。しいて言えば図書委員で本が好きってくらいかな。あんたは《聖女》のどこに惚ほれたの？」

　沢田はマットから起き上がるとサチコの頰ほおに手を当てた。沢田の顔は軽薄さとは無縁で、見えないはずのサチコの頰を撫なでるように手の平で宙をなぞった。

「……あの瞳がいい。唇の色が綺麗だ。柔らかい髪の膨ふくらみが気に入っている」

　まるでサチコが見えるかのように、何もない空間を愛おしげに触れる沢田。彼の手に身を任せ、眼を細めるサチコ。そんなふたりの様子を見て、沢田が仁島さんのことを本当に好きなのだと確信した。

「……あのなで肩も好きだ。ほっそりした腕も好きだ。腰の曲線も好きだ。ふくらはぎの形が好きだ。そして、俺の全てを受け入れてくれそうな性格が好きだ」

　仁島さんの容よう姿しを称たたえる言葉が続いたが、最後だけが願望であることに気がついた。

「もしかして、話したことないとか？」

　サチコを愛あい撫ぶするかのように動いていた沢田の手が止まり、ポケットに収められてしまった。

「……話さないのがいいんだよ。あいつは俺にとっての象しよう徴ちようなんだ。アイドル、偶ぐう像ぞう崇すう拝はい、話さなければ彼女の神聖さは守られる。女ってのは口を開くと余計なことしか言わねぇから、あえて話さないんだ」

　なにそれ……わたしには理解不能なんですけど。

　好きな人と話をして全部知りたいと思うのが普通じゃないの？　そもそも他の女子とは馬鹿話ばっかりしているのに、好きな人とは話したくないなんて。

『……今のは沢田君の虚きよ勢せいですよ。峰倉さん』

　サチコ。

『不器用な人なのです。そして、臆おく病びよう。仁島さんのことが大好きなのに、自分のイメージを壊したくないから話すことができない』

「イメージを壊したくない？」

「ええ。沢田君が女性という存在を嫌っていることはご存知ですか？」

　……は？　沢田が女嫌い!?　年上年下かまわず女の子なら口く説どき始はじめる沢田が女嫌いだと？　そんな馬鹿な！

『事実です。けれど、彼がなぜ「女嫌い」なのか理由を語ることはできません。心の奥底に隠した「傷」を妄想少女の私が言えないのは、峰倉さんならわかっていただけると思います。ただ言えることは、沢田君の心の中での仁島さんが、世界中にいる女子の良いところだけを凝ぎよう縮しゆくした「聖女」ということです』

　沢田が女性に対してなにを望んでいるかわからないけど、とにかく仁島さんの「包ほう容よう力りよく」に過度の期待をしてるみたいだ。

「だけど、仁島さんは普通の女の子だよ？　それどころか、脆もろくて壊れやすい子だ。とても沢田を包んで癒いやしてくれるタイプには思えないけど……」

『……沢田君もそれくらいのことには気がついていますし、理想どおりの女の子なんて存在しないとも理解している。だから、彼はイメージを崩くずさないために言葉を交わさなかった。先月まではそれで満足していましたが、状況がそれを許さなくなってしまった』

　書き初め事件。仁島さんの孤こ立りつ。そして、転校の噂うわさ。

『沢田君だって、いつか仁島さんと言葉を交わしたいと願っていました。でも、事態は「いつか」を許すほど緩やかではなくなった。明日にでも彼女の転校が決まってしまうかもしれない。そうすれば、話す機会を失う』

　そうだよ、このまま別れたら話せなくなってしまう。

「沢田。このままじゃ、永遠に仁島さんとお話できなくなるよ！」

「……心を読んでいるみたいな奴だな。そんなことわかってる。だから、お前のチケット捜そう索さくに協力しているんだろ？　仁島を旅行に誘ってもらって、わだかまりを解きほぐさせる」

「誘ってもらって？　自分で誘うんじゃないの？」

　昨日ここで「旅行に連れて行く」と言ってたはずだ。しかし、沢田はマットの上でわたしから顔を背けるように寝返りを打った。

「ったく、女ってのは口を開くと余計なことしか言わないな。俺が願っているのは《聖女》の復活だけだ。それでいいだろ」

『よくないですけど……』と、サチコ。

　言葉と心が嚙かみ合あっていない沢田。だけど、サチコの話を聞いて沢田の気持ちが少しだけ理解できた。仁島さんへの期待と心配が混ざり合って自分の気持ちをコントロールしきれていない。こいつは軽薄で軟派な仮面を被った噓つきだ。本当は純じゆん粋すいな男だというのに。

「――ま、そういうわけ。さっさと胃を治してチケットを見つけようぜ。お前だって、高柳たちと旅行に行きたいんだろ？　俺は俺のために動いてる。それで十分じゃん。先に教室戻るからな。なにげに昼休みが終わりそうだし」

　沢田はただそう言って、階段を駆け下りてしまった。わたしから逃げたように思えた。

『今、彼は迷っています』

　サチコはマットの正面に立ったままだった。

『沢田君はギリギリです。幼稚な思い込みに浸り、仁島祥子さんを慰なぐさめられない自分に苛いら立だっている。このまま会話もできず彼女が転校してしまえば、二度と女性を愛することができなくなるでしょう』

　女性を愛せなくなる？　そんな大げさな。

「あいつが仁島さんのことを好きなのはわかるけど、魅力的な女の子は星の数ほどいる。転校のことはともかく、失しつ恋れんしたとしてもそこまで思いつめるわけないよ。まだ中学生なんだし、そもそも沢田ってイケメンだからモテるじゃん」

　サチコを慰めたくてそう言ったが、返ってきたのは強い口調による断言だった。

『あなたは本当の恋をしていない』

　サチコの言葉が胸に突き刺さった。

『……先程は言うのを躊躇ためらいましたが、沢田君のお父さんには愛人がいます。それも複数人』

「え？」

『あの穢けがらわしい男は女の家を転々としたまま帰ってきません。おかげで家庭は崩ほう壊かいしつつあり、沢田君はそんな父親と酷こく似じした容よう姿しにコンプレックスを抱いています。それが彼を蝕むしばんでいる傷です』

　自分の顔が嫌いだから、ルックスに惹ひかれて近づいてくる女子を快く思わないわけか……けれど、それが沢田の恋にどう関係するのだろう？

『歌です』

　サチコは言った。

『一年前、仁島祥子が音楽室で「歌声がいい」と言ってくれました。なんで彼女がそう言ったのかはわかりません。たまたま気まぐれで出た言葉かもしれませんが、それでも沢田君にとって顔や容姿ではなく、声だけを褒められたのは生まれて初めてでした。それからです。彼がバンドを組んだのは』

　ギターを弾いたり、ライブを開いていたのは仁島さんの一言がきっかけだったの!?　サチコは仁島さんのことを思い出しているのか、少しだけ声に感情を含ませて続けた。

『……仁島さんとした会話はたったそれだけです。いえ、驚いた沢田君は返事もできなかったので会話でもないでしょうが、あの一言が彼にとっての救いになりました。それによって歌が沢田君にとって外見が入り込まない唯一無二の自己表現になったのです。他人からすれば、取るに足りないことかもしれませんが、あの一言で仁島さんが命を懸かけて愛せる存在になり、自分を受け入れてくれる象徴になった。もし、このまま転校という形で彼女と別れたら取り返しがつかない。再び、彼の内面を見てくれる人が現れる保証はない。そのためにはどんな手段を用いても彼女を救わなくてはならない。沢田君にとっての「恋」とはそれほど切実なことなのです』

　自分が知らなかった長所を教えてくれた仁島さんを好きになることはわかる。もし、このまま話もできず終わってしまったら、沢田は本当に恋ができない男になってしまうかもしれない……どうにかして、仁島さんの転校を食い止めて、カッターという「爆弾」を捨てさせないと。

『いえ……誤解されているようですけど、このリストカットだけが「爆弾」ではありません』

「え？」

　サチコは袖の中に隠した凶器を滑らせ、床に突き刺さした。そして、その上に彼女のネクタイが放られる。顔を上げると、サチコの胸元が大きく開いていた。ボタンが外され始めると下着が露出し、素肌が露あらわになった。突然脱ぎ始めたサチコに面食らったが、驚きは違う姿へ形を変えた。

　彼女の身体は肋ろつ骨こつが浮かび上がり病的に痩やせていたのだ。

　いつか保健体育の授業で拒きよ食しよく症しように陥った女の子の写真を見せられたことがあるが、それとそっくりだ。顔色が悪いのはわかっていたけど、サチコは全身を病んでいたのだ。

「ちょ、ちょっと。なんでそんなに痩せてんのよ！　しっかり食べないと！」

　つい、そう言ってしまったが、妄想少女が食事を摂とれるはずはない。妄想少女のエネルギーは男子の妄想だ。これは沢田に何とかしてもらうしかない。奴に仁島さんのエロ妄想をさせるとか……仁島さんに頼み込んでパンツを借りて奴に見せるとか……よくわかんないけど、この痩せ方はまずい。

『いえ、この身体は仁島さんが元通りにならなければ戻らないでしょう。そして、沢田君は妄想少女を維持できないほど苦しんでいます。彼はこの一カ月間、大好きな仁島さんが苦しんでいる状況を傍ぼう観かんしてしまった。その結果、沢田君は自じ己こ嫌けん悪おに蝕むしばまれ、精神の均きん衡こうを崩くずした危険な領域に至っています。彼の身体は私とさほど変わりません』

「沢田も……」

　今は給食の時間だ。思い返すとマッグでもハンバーガーを食べていなかった。沢田は仁島さんを救えない無力感をサチコにリストカットさせることで表わしたが、サチコはもう一つ「痩せた身体」という凶悪な「爆弾」を持たされているのだ。

『……峰倉さん。お願いしたいことがあります』

「わたしにできることなら何でもする！」

　サチコは今まで伏せていた眼をこちらに向けると、祈るように言った。

『何があっても沢田君を信じて下さい』

　そんなことか。

「安心して！　サチコがそんな身体になっても心配している男なんだから信用する！　いや、食べ物が喉を通らないほど仁島さんのことを想い続けている男なんだから信じないといけない」

　サチコはよほど安あん堵どしたのか、階段の壁にもたれかかり、そのまま床へ座り込んでしまった。ここまで衰すい弱じやくしているサチコを回復させるにはどうすればいいのだろうか。

　答えは明白だ。

　宿主の沢田が願う「聖女の復活」を叶かなえるしかない。沢田が仁島さんと話をできれば想いが満たされ、みんなが助かる。

「サチコ。わたしはできる限りのことをして仁島さんの復帰を手伝う。だから、ちゃんと服を着て。いくら男子に見えてなくても、女の子としてきちんとした格好でいて欲しい」

　形だけ笑みを作ったサチコの唇を見て「時間がない」ことを知った。妄想少女が消えるのは「理想の彼女ができた」時だけではない。書き初め事件の時の佐島君のように「爆弾」をつけて好きだった事実を破壊しようとする場合もある。そして、沢田の場合は自分の無力さが引き金になっている。

　サチコは震える手でブラウスを直し始めたが、その細すぎる指はなかなかボタンを止めることができない。

　病んでいるのはサチコではなく沢田。もし、チケットを見つけ出せなければ、仁島さんを不登校から復帰させる手だてが失われてしまう。つまり、サチコが「消えて」しまうことに繋つながる。そうなったら沢田がどうなってしまうかわからない。

「ほら、わたしも頑張るからサチコも元気出して。教室へ戻ろう？　沢田のところへ戻れば元気が出るかもしれないよ？」

　痛む胃に耐えてサチコに口先だけの励ましをすることしかできなかった。肩を貸そうとすると『峰倉さん。何があっても彼を信じて下さい』と、刻みつけるように言い、手すりに身体を預けながら階段を下りていった。

　なんとしてもチケットを見つけて仁島さんの転校を阻そ止ししないと。もう、なりふりかまっていられない！　みんなに嫌われてでも、全員の持ち物をあらためてチケットを見つけ出すしかない。

　決意を新たにして教室へ戻ると、再び異変が起きていた。それに気がついたわたしは吐き気を催した。

『ど、どうしたの、あすみ!?　胃が痛いの!?』

「リサ……まただ。またやられたよ」

　手元を覗のぞき込こんだリサが息を飲んだ。




　――いい加減にしろ。これ以上首を突っ込めば、取り返しがつかなくなるぞ。




　またも謎なぞのメッセージが机の中に入れられていた。

　今度は「勉強してろ」ではなく「取り返しがつかなくなる」といった脅迫する内容。

　たった一枚の紙切れによって、わたしの中で張りつめていた何かが切れた気がした。

　犯人が換かん金きん目的にチケットを盗んだなら、こんな「脅迫状」を机に仕込む必要はない。犯人の意図がわからず、ただ恐ろしい。そして、このままチケットが見つからなければ、沢田もサチコも、仁島さんのことも、全部取り返しがつかなくなってしまう。

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。

　このままでは全部壊れてしまう。

『あすみ……できることから頑張ろう。犯人がわからないのだから、河内さんにまず謝るの。もしかしたら、また安くチケットを手に入れてくれるかもしれないよ』

「そんな確証ないじゃない！　それに弁償するお金もないんだ！」

　心の中で大声を上げたわたしにリサが悲しい顔をした。リサに八つ当たりをするなんてわたしは最低だ。情けなさに口も開けないでいると視界が滲にじみ始はじめた。

『……あすみ、泣かない――』

　リサの身体が雨にでも流されたかのようにスッと消えてしまった。

「リサ？　リサ？」

　ノートの上には涙と一緒にコンタクトレンズが落ちていた。わたしの視界からリサだけでなくミウやユイヒメ、それに妄想少女たちも消えてしまった。残ったのは昼休みの教室だけ。不安が湧き上がり、手に汗が滲んだ。予備のコンタクトは持って来ていない。リサがいてくれたから、恐ろしいのもどうにか堪こらえられたのに。「脅迫状」の文面が頭の中を斬きり裂さくように回っている。




「いい加減にしろ。これ以上首を突っ込めば、取り返しがつかなくなるぞ」




　不安が足音を立ててズンズン近づいてくる。

　怖くて机に突つっ伏ぷすと、脂あぶら汗あせでヌルヌルした。身体の表面だけが熱い。それなのに身体の芯は冷えている。

「なんで、わたしだけ苦しんでいるんだよ……！」

　理不尽だとわかっていてもそう思えた。

　元々、利沙が自分勝手に押しつけたチケットじゃないか。それなのに、誰かが盗んでわたしを苦しめる。悪いのはわたしじゃなくて利沙や犯人じゃないか。明日、全部利沙に打ち明けて、旅行に行きたいなら自分で犯人から取り返せと言ってやろうか。わたしは悪くないんだから。




　――それでいいのか？




　どこからか声が聞こえた。聞き覚えのある低い声。

　虚こ無む僧そう！

「お坊さん!?　突然、なんだよ!?」

　返事はない。編あみ笠かさを被った袈け裟さ姿すがたも見当たらない。しかし、虚無僧のしわがれた声が教室に……いや、廊下から響く。




　――お主だけが悩んでいると思っているのか？

　――想い人を救うべく少年も悩んでおろう。

　――苦しんでいる少女もいるであろう。




　それって沢田と仁島さんのこと……？

　何で虚無僧がそんなことを知っているのかわからない。それどころか、何で虚無僧の声が聞こえるのかわからない。だけど、あの現実離れしたお坊さんはわたしに何か伝えようとしている。

「あすみちゃん、どこへ行くの!?　昼休みが終わるよ！」

　ドアの前で亀ちゃんがわたしに注意してくれたけど、今は虚無僧を捜さないと。声は階段の下へ移動している。階段を駆け下り、一年の教室を抜けると声の方向が変わった。下げ駄た箱ばこの方だ。

「お坊さん！　なんか言いたいことがあるなら、ちゃんと言ってよ！」




　――ならば、儂わしをみつけてみよ。

　――お主が知りたがっていることを教えてやろう。




　わたしが知りたいこと？　チケットを盗んだ犯人を教えてくれるの？

　虚無僧の錫しやく杖じようの音がシャンシャンと校門の方へ移動している。追わないと。犯人を知っているかわからないけど、今や頼れるのは虚無僧しかいない。下駄箱を素通りし上履きのまま外へ出ると、今度は校門の方から声が響いた。




　――遅い、遅いわ。それでは間に合わぬぞ？




「間に合わない!?　なに言ってんだよ！」

　竹藪を抜ける矢先、利き足を踏み込んで奴に飛びかかろうとしたら、突とつ如じよ右腕をひっぱられて藪の茂しげみに引き込まれた。

「佐島君!?」

　わたしの腕を摑んでいるのは佐島君だった。

　ついでにがっちり抱きしめられ、口を塞ふさがれた。その腕に込められた力は強く、痛いほどだった。

「佐島君、離して！　邪じや魔ましないで！　あいつから犯人を教えてもらわないと！」

　口が塞がれているので、ほとんど声にならなかったけど、この向こうに虚無僧がいる。虚無僧が異次元空間へ逃げる前に捕まえないと。彼の腕を振ふり解ほどこうともがくと、佐島君が「落ち着くんだ、まだ出るのは早い！」と、外階段を指差した。

　そこには利り沙さと三年女子が対たい峙じする光景があった。あの三年は書店で怪しげな行動を取っていた女子たちだ。

「悪いんだけど、万引きのことを全校生徒の前で懺ざん悔げしてくれないかしら？」

　利沙の冷たい声が校舎裏に響き渡る。

　万引き？　懺悔？　利沙は何を言っているんだ？

　三人組はそれぞれとぼけている。しかし、利沙が怠だるそうに携帯を見せると彼女たちの身体が硬こう直ちよくしたのがわかった。おそらく、利沙の携帯画面には決定的な瞬間が写っているのだろう。とはいえ、どうして利沙が彼女たちを問いつめているのかわからない。そもそもこの問題になぜ利沙が絡んでいるのか……。

「河内こうちさんは、仁島さんのために真犯人を見つけ出したんだよ」

「仁島さんのために？」

　昨日の朝、利沙に高柳君が仁島さんのことで悩んでいると相談した。もしや、あの時「なんとかする」と言った「なんとか」がこれってわけ？　三人組は携帯の写真を突きつけられると今度は「見逃してくれ」と見苦しく叫さけび始はじめた。しかし、利沙は万引き犯へ吐きすてるような口調で言う。

「ったく、この私に『黙ってて』？　『高校に行けなくなる』？　意味わかんない。あなたたちのおかげで私が迷惑してるの。あなたたちが中卒になっても、わたしは困らないし、何が目的で万引きをしていたのかも興味はない。ただ、あなたたちのせいで、濡ぬれ衣ぎぬを着せられた女がいる。それが私を困らせる。つまり、あなたたちが犯人だって告白すれば問題なし。いい？　これから職員室に行きなさい。そして、今日中に自分たちのしたことに許しを乞こいなさい。さもなくば、この写真があなたたちの一生を縛ることになるわ」













　藪の中で佐島君が「お見事」と呟つぶやいた。そして、わたしに笑いかけた。

「あれ、君のためだから」

　は？

「マッグの帰りに河内さんから頼まれたんだよ。あの写真を撮ったのは僕」

　ええ？　マッグでチケットのことを話した後に、佐島君は利沙と万引きの瞬間を捉とらえるために書店で張り込んでたっていうの？

「本当に河内さんってのは不器用な子だよ。高柳のために仁島さんを助けるとか言ってたけど、本当は峰倉さんに悩み事を相談されたことが嬉しかったみたい」

「なんで、そんなことが嬉しいの？　そもそも行動が過激すぎて頭を疑うんだけど」

　携帯を奪おうと利沙に襲いかかるショートカットの三年。足をかけて転ばせる利沙。かっけー。

「ま、過激さが彼女の魅力さ。しかも、君のためっていう理由が小こ粋いきで素敵だよね。あ、素敵と言えば、仁島さんが本屋の事務室に連れて行かれたって噂は、彼女が拾った財布を届けたからだった。財布には二○万円も入っていたらしい」

「そりゃ素敵だ。良いことをしたタイミングが悪すぎたんだね」

　仁島さんが万引きしたなんてとんでもない。事実は一八○度違ったのだ。

「さて、峰倉さんはこのまま隠れてて」

「どこ行くの？　佐島君」

　すると佐島君は苦笑しながら言った。

「僕も役目を果たしに行くのさ。さぁ、これで問題がひとつ消える。チケット探しを本格的にやろう。河内さんがここまでしたんだ。何があってもユニコーンホテルに行かないとね」

　佐島君は偶然通りかかったように装よそおって、利沙から携帯を奪おうとする三年女子へ向かって駆けていった。全部、ふたりの計画通りにことが運んでいるに違いない。

　だけど、佐島君の言ったことの意味がわからない。わたしから相談されて嬉しい？　利沙が!?　意味わかんないよぉ。

　佐島君によって職員室へ連行される三人。そして、残された利沙。昂こう揚ようした顔の中に笑いを嚙み殺すような表情があった。

　河内利沙の気持ちは計り知れない。

　そして、あのお坊さんはいつも回りくどいことをする。虚無僧はこれを見せるために現れたのだ。こうなったらなんとしてもチケットを見つけてやる。リサにばっかりいい格好をさせるわけにはいかない。




　翌日。

　仁島さんを疑う人はいなくなった。
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「高たか柳やなぎ君！　利り沙さがやってくれましたわ！　あいつを褒ほめちぎる必要は微み塵じんもありませんけど、褒め殺してください！」

「そうだな。あいつを見直したよ。ただの美少女かと思っていたが、友達思いの優しい女だったんだな」

　ちきしょー！　高柳君の高評価は悔くやしいけど、こたびの利沙の働きは賞賛に値する！

　学校に着くと万引き犯検挙のビッグニュースの話題で持ちきりだった。

　特に男子からの反響は凄すさまじく《Ｃ組の妖よう精せい》こと河内こうち利沙の活かつ躍やくは、聞く者の想像を掻かき立たて、人気を一層高めていた。美少女が大活躍するなんて漫画の世界にしかないので無理はない。複雑な気分だが、まぁ仕し方かたないだろう。

「ようよう。河内ってのはすげえ奴だな。我が愛しの聖女様を助けてくれたらしいじゃねぇか」

　沢さわ田だも登校して来るなり利沙を褒め称えた。こいつにとっても昨日の出来事は嬉しいに違いない。なんと言っても仁に島しまさんへの疑いが晴れたのだ。

「沢田？　たしかに利沙の手て柄がらだけど、佐さ島じま君も一役買っているのよ？　どっちかといえば、先生への報告とか面倒なことを担になった佐島君の方が偉い」

　裏方に徹した佐島君にも、もっとスポットを当てるべきだろう。高柳君が隣となりで面白くなさそうな顔をしてるのが気になるけど、ここは親友の活躍を喜ぶべきところだ。

「おお、そうだ！　その佐島生徒会副会長様はどこにいらっしゃるんだ!?　あいつにも礼を言わねぇと！　今すぐこの感謝の気持ちを歌にして佐島様へ伝えてぇ！」

『……佐島様に神の祝福を。彼のことを黒くろ縁ぶちメガネのムッツリスケベだと認識しておりましたが、優すぐれた御ご仁じんだったのですね。誤ご解かいしていた自分を磔たつ刑けいにしたい気分です』

「少し落ち着け、沢田」

　サチコも『ムッツリ』とか、あんまりだろ。

　あの後、佐島君は万引き三人組を職員室へ連れて行き、先生たちに事情を説明した。当初、進学が決まっていた彼女たちへの対処に先生たちも悩んでいたというが、以前から書店の防犯カメラに不ふ審しんな行動が撮られて怪あやしまれていたらしく、決定的な証拠が提示されたのを機に先生に付き添われて警察に連れて行かれた。あの三人組がこれからどうなるかわからないが、心配したり同情する立場にないので考えないことにする。どちらかと言えば、一部の女子から血も涙もないと批判されている利沙の方に同情したい。

「……だが、これで聖女様の潔白は証明された。峰倉、あとはチケットを探し出すだけだ」

「わかってるよ、沢田。絶対にみつけてやる」

「あすみ、いつから沢田とそんな仲良くなったんだ？」

　高柳君がわたしと沢田が結けつ託たくする様を見て、意外そうな顔をしている。またまた高柳君の好感度が下がってしまったぞ!?

「誤解なさらないで下さいまし！　こんな軟派男と仲は良くありませんから！　チケットを探すため嫌々手を組んだだけです！」

「ふーん」

　誤解が解けた。高柳君ってヤキモチ焼きなんだね。でも心配無用ですわ！　わたしは君に夢中なんだから！

　さぁ、次はチケットだ。

　利沙があれだけのことをしたのだ。負けるわけにはいかない。

「みんな、おはよう」

『あすみ、おはよう』

　佐島君とリサ。いつもより登校が遅いのは、あの出来事もあるけれど、昨夜わたしが電話したせいだろう。

「リサ。昨日はごめん。コンタクトが外れてしまったんだ」

『わかってる。でも、ずっと見てたわ。河内さん、格かつ好こ良よかったよね』

「佐島君も」

　さすがに高柳君の前で佐島君が格好良かったとは言えない。その代わりに心の中でそう思うと、リサが「ありがとう」と少し照れたように笑った。

「ところで峰みね倉くらさん、顔色が悪いけど大丈夫？」

　教室に入って来るなり、わたしの顔を見て心配してくれる佐島君。「ぜんぜん平気」と答えたものの、実は大丈夫じゃない。

　胃がずっと痛くて気が変になりそうだ。そのおかげで食事も満足に取れず、夜もなかなか寝つけなかったので酷ひどい顔だってことは自覚している。

　高柳君に醜みにくい姿を見せたくないが、教室にいるだろう犯人を探らないといけない。沢田に言われずとも、旅行まではあと四日しかないのだ。

　その沢田なのだが、さっきまで佐島君に「万引き犯検挙ご苦労様っす！」などと軽かる口くちを叩たたいていたのだけど、何が気になるのか窓の外を眺めている。

　今日は雨。灰色の空から雨あま粒つぶがガラスに打ちつけ、底冷えしている。天気予報のアナウンサーは雨から雪に変わるかもしれないと言っていたが、そんな冷たい窓の前に立つ沢田は別人のような真ま面じ目めな表情で外を見下ろしていた。

「どうしたの？」

　しかし、沢田は窓の下を見たまま返事をしてくれない。というより声が聞こえていないようだ。何を見ているのか気になってわたしも立ち上がると、昇しよう降こう口ぐちへ駆かけ込こむ傘かさがいくつか見えるだけだった。すでに予よ鈴れいが鳴っている。そんな慌あわただしい傘の中に藤ふじ色いろの傘だけがひどくゆっくりなのに気がついた。あれでは遅ち刻こく確定だろう。

「沢田？　あの傘、あんたの知り合い？」

　沢田に声をかけると振り向いた。だが、無言でわたしを押おし退のけるとドアの前にいた男子を弾き飛ばし、教室から走り出てしまった。突然のことにクラスメイトも呆然としている。

「……どうしたんだ？　沢田の奴」

「さぁ？」

　高柳君も佐島君も呆あつ気けに取られている。そんなふたりの足下で突如『ひぐっ』と悲鳴が上がった。

「サチコ!?」

　沢田の妄想少女が手首にカッターを突き立てていた。これは躊躇ためらい傷きずを作るような生なま易やさしいレベルではない。

　何が起きたんだ!?　人であれば手首が貫かん通つうするほどの力でカッターを刺した。妄もう想そう少しよう女じよたちがサチコの様子に震ふるえ上あがっている。

「リサ！　一体、何が起きたの!?」

『わからないわ！　でも、教室から出て行った沢田君の様子はおかしかった！　もしかしたら沢田君の心を傷つける何かが起きたのかもしれない』

「そうなの、サチコ!?」

『……リ、リサさんの言うとおりです。ど、どうか、沢田君を助けて下さい……このままでは……沢田君が……』

　やはり沢田の身に何か起きてるんだ！　でも、いったい何が!?　ついさっきまで仁島さんの疑いが晴れて喜んでいたじゃないか！

「サチコ！　沢田がどこへ行ったか教えてくれ！」

『……と、図書室です』

　なぜ図書室に!?　しかし、驚いている暇ひまはない。サチコは手首にカッターを突き刺したまま床ゆかを這はって、図書室へ向かおうとしているのだ。

「あすみ！　どこ行くんだよ！」

「……保健室！　お腹が痛いので保健室に行って休みます！」

　図書室で何が起きているかわからないけど行くしかない。サチコに肩を貸して、階段を駆け昇る。三階の廊ろう下かの途中でチャイムが鳴り、三年生たちが教室へ入っていく。

　わたしの耳元ではサチコが呻うめき声ごえを上げている。沢田に何が起きているんだ!?　廊下を走り、ようやく三階の端はしにある白いドアが近づいた。

　図書室のドアを開け放つと静せい寂じやくがわたしを包んだ。

　書しよ棚だなの列。整然とした閲えつ覧らん席せき。等とう間かん隔かくに並んだ椅い子す。窓から見える風景は流れる雨でぼやけている。朝の図書室には誰もいない。

　そして、沢田の姿もない。

「サチコ、沢田は？　どこにいるの？」

『……言えません』

　はぁ!?

「ちょっと待て！　お前のご主人様が心配で来たっていうのに、妄想少女のあんたが居場所を教えないってどういうこと!?」

『……い、今、沢田君は落ち込んで一人になりたいと思っています。ですから、私は沢田君の意思にしたがって居場所を教えることができなくなりました……』

　もう！　沢田の奴、めんどくさすぎ！

『でも、峰倉さんが心配してくれて沢田君は救われています。実は先程、すれ違いました……』

　もう！　サチコも性格悪すぎ！　教えてくれたっていいじゃないか！

　だけど、サチコの手首からはカッターが引き抜かれていた。どうやら沢田は落ち着きを取り戻したようだけど、気が抜けてしまった。

「あまり困らせてほしくないものだね。おかげで一時間目が欠席になちゃったよ」

　わたしは主人同様イライラさせる妄想少女を非難すべく声に出して言ってやった。けれど『申し訳ありません』と素直に謝られ、サチコに怒りをぶつける無意味さに気がついた。今から教室に戻るのも面倒だし、保健室に行くと言って出て来た。胃も痛いし、少しここで休んでいこう。誰もいないので貸し出しカウンターに腰かけると、サチコはわたしの足の辺あたりにしゃがんだ。やはり顔色が悪い。

「大丈夫？　誰もいないし横になってもいいよ？」

『……峰倉さんこそ大丈夫ですか？　相当、辛つらそうですが……』

　ついさっき手首を切ったばかりの妄想少女に心配されるとは。けれど、元気だと答えられない自分がいる。

「実はわたしもヤバイんだ。お腹も痛いけど、それより……」

『……ホテルのチケット……ですね？』

　空気を振しん動どうさせない妄想少女の声は図書室の静けさを保ったままわたしに届く。サチコの言う通りだ。旅行まであと四日を切っている。一刻も早くチケットを見つけ出さないといけない。

　けど……。

「みんな内心では諦あきらめてると思うんだ。それでも、利沙が頑がん張ばってくれて、沢田まで協力してくれている。高柳君に至っては仁島さんと付き合おうかなんて言うほど心配してる」

　すでに旅行のことより仁島さんの方が心配だ。そして、沢田のことも。ふたりを救うためにはどうしてもユニコーンホテルのチケットが必要で、それがなければみんな救われない。

『……随ずい分ぶん、彼女を気にするのですね……あまり交友があるように思えませんでしたが、どうしてそこまで一生懸命になるのですか？』

「仁島さんが心配って悪いことかな？　悪い子じゃないのに野や次じ馬うまから暴言を浴びせられた。酷いと思う。わたしはできるかぎり、仁島さんの力になりたいと思っている」

『好きな人に怪け我がさせた人だというのに？　高柳君は痛みを我が慢まんしていますよ？　なぜ、そんな仁島さんのことを庇かばったり、助けようとするのです？』

「高柳君のことは関係ない。だって、彼が許しているのに、わたしが恨うらむのもおかしいことだからね」

　やけにサチコが質問をしてくる。さっきまで手首にカッターを突き刺して苦しんでいたというのに、今はわたしの足下にしゃがんで誰もいない閲覧席に眼を向けている。図書室という聖域に来ると、饒じよう舌ぜつになる設定でもあるのだろうか。

『これから、どうなさるのです？　旅行当日までチケットを探し続けるのですか？』

「もちろん探すよ。チケットがなければ、どうにもならない。実は仁島さんに興味が湧わいているんだ。同じ人を好きになるって似た者同士ってことじゃん。沢田じゃないけど、仁島さんと話をしてみたいと思っている」

『……だから、彼女と温泉旅行へ行きたい……のですか？』

「そう。なんとしても仁島さんとユニコーンホテルに行くんだ」

『チケットが見つかれば、全部解決するのですけどね』

「そうだね。チケットがあれば」

　そう言った時だった。

「……これがそうですか？」

　わたしの後ろに銀色に輝くチケットを持った仁島祥さち子こが立っていたのだ。

　あまりのことに座っていたカウンターから滑り落ちてしまった。なぜ仁島さんがここにいて、チケットを持っているのかわからない。夢を見ているのかと疑うほど唐とう突とつで、現実感がない光景だが、ずっと探していたチケットが目の前にあった。尻しり餅もちをついたわたしの心を満たしたのは歓喜だった。

「チケットだ……！」

「……準備室の長机の上にありました」

　長机!?　なんでそんな所に!?　いや、今はそんなことどうでもいい！

「仁島さん、ありがとう！　君のおかげでみんなが救われたよ！」

　感極まって、チケットを仁島さんごと抱きしめた。仁島さんの細い身体からだに腕を回すわたしの眼からはいつの間にか涙が出ていた。

「……峰倉さん……？」

　あまりにも嬉しくて仁島さんに抱きついてしまった。腕の力を抜くと仁島さんが驚いて顔を強こわ張ばらせていた。

「ご、ごめん。ずっとそれを探していたものだから嬉しくてつい。本当にありがとう」

　改めてお礼を言うと、仁島さんは予想外のことを言った。

「……私を疑わないの？」

　疑う？　仁島さんを？　理由がわからないわたしにサチコがしゃがんだまま教えてくれた。

『……彼女は一カ月前……書き初めを破り、高柳君を傷つけたとして、全校生徒から「凶きよう女じよ」のレッテルを貼はられています。しかも、万引き犯とまで決めつけられた。そのため、事件が起きると自分が疑われる……そう思い込んでいるのではないでしょうか？』

　疑ぎ心しん暗あん鬼きってことか。

「わたしが仁島さんを疑うはずないじゃない」

「どうして……です？」

　正直、問われる理由さえわからない。サチコが教えてくれたことも理解できるが、アリバイだってある。

「だって、疑う理由がない。そもそもチケットが盗まれた後に怪文書が送りつけられて大変だったんだ。仁島さんはその時、学校を休んでいなかったでしょ？　君が犯人なわけないんだよ」

「……でも、峰倉さんは高柳君を傷つけたわたしを恨んでいるんじゃ……」

　わたしが恨む？　仁島さんを？

『……峰倉さん。彼女は好きな人に危害を加えた自分があなたに恨まれていると思い込んでいるのでしょう。違うなら、違うとはっきり言ってあげて下さい。そうすれば、彼女は救われます』

　サチコはそう言った。是ぜ非ひもない。

「仁島さん。恨んでなんかないよ。逆に高柳君のことが好きな者として親近感すら感じているくらいだ」

「わたしに親近感？」

「だってさ、ずっとずっと彼のことが好きなのにわたしは怖くて告白できない。それなのに仁島さんは告白した後も、彼のことを想っていたんでしょ？　凄すごいことだと思う。だからさ……」

「……だから？」

「あなたと友達になりたい」

　仁島さんは小柄な身体を固めてしまった。

　唐突だっただろうか。

　だけど、そんなこと気にしても仕方ない。というより、チケットを探していた目的は彼女と友達になることだったと唐突に気がついた。転校を阻そ止しするとか考えていたけど、わたしはきっと仁島さんと友達になりたかったんだ。馬鹿みたいに思えたけど、友達になりたいと口にして初めてそれがわかった。

「ねぇ！　一緒に旅行へ行こうよ。チケットを見つけてくれたお礼もしたい！　仁島さんと遊びに行きたいんだ！」

　返事はなかなか返って来ない。サチコは同じ顔をしたオリジナルをただ見ている。交錯する視線の中、仁島さんは不思議なことを言った。

「やっぱり敵かなわない」

「え？」

　仁島さんの瞳ひとみがわたしを見ていた。

　ずっと眼を合わせてくれなかったのに、わたしの眼だけを見ている。彼女が何を思っているのかわからない。それでも彼女の瞳から感じられるのは教室で見たような淀よどんだ感情ではなかった。どこかでこれと同じ感情を受け止めたことがある……病院のベッド……河内利沙……そうだ、利沙がわたしのことを「不思議な女」と言った時の眼と似ている。

「……教室で声をかけてくれたのは、峰倉さんだけだった。高柳君にひどいことをしたわたしなのに心配してくれた。きっと、峰倉さんには一生敵わないと思う」

「そんな……なに言ってんの」

　首を振る仁島さん。

「いいえ、今日だって図書室まで来てくれた。そして、私に声をかけてくれた。高柳君が許してくれていると教えてくれた。私のことを心配してくれた……」

　あ……さっき、サチコと話しているのを聞いていたんだ。他の人からは聞こえないサチコの声。仁島さんからすれば、わたしが話しかけているように思えたに違いない。

「そのチケット、見つけた時はどうしたらいいか困っていました。私が見つければ盗んだと思われる。本屋の時と同じように盗んだと決めつけられる……と。だけど、私を気にかけてくれていた峰倉さんならと思って、知らせる気になりました」

　まさか、妄想少女との会話がチケットの発見に繋つながるとは思わなかった。

「……でも、このお誘いはお受けできません」

「どうして!?　一緒に行こうよ！」

「誘ってくれて本当に嬉しい。でも、高柳君と顔を合わせるのは難しいです」

　そりゃ、怪我させた相手と楽しく旅行って無茶だろう。よし、計画変更だ！

「そうだよね！　高柳君がいると来づらいよね！　ここは彼をハブいて……あ、それじゃ、利沙が怒るか！　どうすればいいんだ!?」

　高柳君を旅行へ行かせない方策を考え出したわたしを仁島さんは笑った。そう、彼女は笑ったのだ。

「やっぱり、峰倉さんには敵わない。いつか一緒に旅行へ連れて行って下さい。今は申し訳なくて高柳君に顔向けできませんが、彼と向き合って謝れるようになりたい……だから……その……」

　笑顔のまま咽むせび泣なく彼女にわたしはホッとした。仁島さんはもう大丈夫だ。だって、自分でそう言っているんだもん。

「教室……一緒に戻ろうよ。高柳君も沢田も、みんな待ってるんだよ」

「……ごめんなさい。まだ怖くて教室に行けません。でも、必ず……峰倉さんの所へ行きます……もう少し……時間を下さい」













　仁島さんの言葉はサチコも沢田もみんなが待ち望んでいたものだ。

「絶対だよ！　君が戻ったら祝賀会を開く！　仁島さんはチケットを見つけ出したヒーローなんだから！」

「……私がチケットを見つけたことは黙っていて下さい」

「なんで？　みんなから感謝されるんだよ？」

「目立ちたくありません。みんな、峰倉さんみたいに優しくはないので」

「でも……！」

「お願いします」

　そう言われてしまえば仕方ない。今は仁島さんと話せたことを喜ぼう。チケットを見つけてくれたことは、わたしだけが感謝していればいいんだ。いや、感謝だけではこの気持ちは伝えられない。

「じゃあさ、なにかお礼させてよ。仁島さんには本当に感謝しているんだ！」

「いえ、感謝しているのは私の方です。この手紙は峰倉さんなのでしょう？」

　手紙？

　仁島さんがポケットから折りたたまれた紙を取り出して広げると、そこには角張った文字でこんなことが書かれていた。




　――図書室に忘れ物がある。かならず取りに来てほしい。




　見覚えがある筆ひつ跡せきに身体が震ふるえた。あの怪文書と同じく角張った筆跡で、字の濃こさやレポート用紙も同じに見える。これが仁島さんの家に投とう函かんされて、彼女は忘れ物を探しに学校へ来たというのか？

「忘れ物の意味が……わかった気がします」

「……違うよ。これはわたしじゃない」

　しかし、仁島さんは勘違いしたまま、わたしを見て微笑ほほえむ。

「帰ったらお母さんにお願いします。友達が待っているから、和わ歌か山やまには行かないって」




　わたしたちを見つめていたサチコの左手からカッターが消えた。

　右手に巻きついていた包帯は、図書室の白い壁へ吸い込まれるように消え去り、手首に刻まれていた黒い傷は綺き麗れいな肌はだに戻っていた。




　　　　　＊＊＊




「高柳君！　世界は薔ば薇ら色いろなんだよ！　佐島君！　地球は善なる心で満たされているんだ！」

「何を浮かれているんだ？　馬ば鹿かあすみ。腹痛はどうしたんだ？　大丈夫なのか？」

「お腹なんて、もう痛くありません！」

「ついに頭がお花畑で満たされたのか？」

「違いますよぉ。薔薇で満たされるのは男子だけですぅ。女子は百ゆ合りですぅ」

　呆あきれ顔がおの高柳君にユニコーンホテルのチケットをかざした。

「チケット、みつかったのか？」

「そうです！　旅行を楽しみましょう。スキーを楽しみましょう。温泉を楽しみましょう。野の沢ざわ菜な茶ちや漬づけがわたしたちを待っています。ビバ、長野です！」

　やっと、高柳君と旅行の計画を練ねることができる！

　チケットを盗んだ犯人はわからないままだし、どうして図書準備室にあったのかも不明だけど、ユニコーンホテルのチケットは戻ってきた。仁島さんが見つけてくれたおかげで結果オーライだ。すべては利沙からチケットを預かった二四日の状態に戻ったのだ。何もなかった。それでいい。全てが解決したんだ。

　ばんざいだ！　ひゃっはー！

「やぁやぁ峰倉さん。おめでとう。部屋の割り当てを決めようよ」

「やぁやぁ佐島君。部屋割は君にまかせるよ。この際、異性同室でも文句は言うまい。ついでに王様ゲームのクジも君に作らせてあげよう。利沙をドレイにしたまえ。楽しい夜がわたしたちを待っている」

　万引き犯を検挙して名をあげた佐島君よ。君の大活躍が仁島さんの疑いを晴らした。信しん賞しよう必ひつ罰ばつ。心おきなく利沙に告白するなり、大人の恋れん愛あいをするなり好きにしてくれ！　チャンスを生かすのだ。利沙はお前の物だ。

『あすみ！　チケットが見つかったのね？　一体どこにあったの？』

　リサ！　心の友よ！

「仁島さんが見つけてくれたんだ。これで旅行に行けるぞ！　温泉が待っているんだ！　そうだよ温泉だ！　露天風呂でバスタオルを巻いてくれ！　妄想少女なら許される」

『やったな、あすみ！　よくわからないけどよくやってくれた！』

「ミウ！　いろいろ迷惑をかけた！　お前はブルマごと温泉に浸つかるんだ！　もちろん、靴くつ下したを脱ぬいで。濡れたブルマで湯船に浸かる。いいね、実にいい！」

　ああ！　なんでもありだ。男風呂を覗のぞいても許されるはずだ！　背中を流しに行けば不自然ではないだろう。ミウと抱き合い、リサもホクホク顔で喜んでくれている。

「あすみちゃん！　わたしたちにもチケットを！」

　おお！　鶴つるちゃん！　亀かめちゃん！　君たちの友情にどれだけ助けられただろう！　鶴ちゃん、君のバストは利沙を凌りよう駕がする。亀ちゃん、君のヒップラインは利沙を驚かせるに違いない。どの部位も敵わないわたしの代わりに利沙と対抗してくれ。奴に一点豪華主義の尊とうとさをわからせてくれ。わたしは友人二人に銀色に輝くチケットを恭うやうやしく渡した。

　チケットは二人の元へ旅立ち、残りは四枚になった。次はゴリと宮みや里さと学級委員だ。

『ねぇ、あすみさん？　何かおかしくありませんこと？』

「なんだよぉ、ユイヒメ！　庶民と一緒に風呂へ入れないなんて言わせねぇぞ！」

『違いますわ。チケットの見つかった経緯がおかしくはありません？　あれほど探し回っていたチケットが、図書準備室の長机にあるなんて変ですわ……って、あすみさん!?』

　もういいんだよ！　きっと犯人は善なる心を取り戻して、わたしが入り浸っている図書準備室に置いてくれたんだ。

　それにだ！　その犯人が仁島さんに手紙を出したおかげで仁島さんと話ができた！　あの正体不明の犯人がなにを考えているのかわからないけれど、奴の行動で事態が収まった。胃に穴が空くほど悩まされたけど、ほんの少しだけ感謝してやる。

「もう犯人捜しなんてお終いだ。それでいいじゃないか」

　どうにも腑ふに落おちない顔をしているユイヒメを放って、わたしはゴリの席に飛んでいってチケットを見せてやった。ゴリはわたしのハイテンションに呆れながら、やはりユイヒメと同じように「おかしくねぇか？」と眉まゆをひそめたが、喜びに水を差すなとゴリの口にチケットを押しつけた。呼吸困難に陥おちいって悶もん絶ぜつするゴリ。そんな騒がしさの中、ドアから沢田が教室に入って来た。

「おお、沢田！　どこ言ってたんだよぉ！」

　サチコ曰いわく、ひとりになって落ち込んでいた沢田。何に落ち込んでいたかわからないが、このチケットを見よ！　元気になれ！

「お、チケット、見つかったのか」

「おうよ！　お前には二枚……あ」

　わたしは沢田を掃除用具入れの陰かげに引っ張った。仁島さんを旅行に誘って断られたことを伝えないといけない。

「仁島さんが図書室にいたんだ。これは秘密なんだけど、仁島さんがチケットを見つけてくれたんだ」

「すげぇじゃん！　あいつの手柄じゃん！　みんなに言えよ！　仁島がチケットをみつけたって！」

「……それがね、秘密にして欲しいって言われたの。目立つの嫌だってさ」

　途と端たんにテンションが下がる沢田。

「でもね、仁島さんはまた学校にも来るって言ってくれた。それに仁島さんを旅行に誘ってみたんだ」

「それで？　俺の嫁よめはなんと？」

　再び眼を輝かす沢田。こいつに結果を伝えるのは辛い。けど、誰が誘っても同じ結果だっただろう……そう思いたい。

「やっぱり高柳君とは顔を合わせづらいって……あんたからも誘ってみる？」

「いや、いい」

　沢田は落らく胆たんし、「俺はキャンセルでいいや」と言い残して、また教室から出てしまった。沢田はイライラさせる男だけど、この数日でさほど嫌な奴じゃないことがわかったから、一緒に旅行もいいかなと思ってた。でも、仁島さんが旅行に行かなければ、沢田にとって行く価値はないのだ。

『……残念です……精一杯頑張ったのですが……』

「ごめん、サチコ」

　彼女にも悪いことをしてしまった。沢田はこの旅行で仁島さんが学校に通えるようしたいと目もく論ろんでいたけれど、同時に話をするきっかけにしたいとも考えていたのだ。

『……峰倉さん。私も謝らなくてはいけません。先程のことですが、私は仁島さんが図書室にいたことを知っていました。沢田君は仁島さんが登校して来たことに気がついていたのです』

　は？

　そういえば、沢田は窓の外を……藤色の傘をずっと見ていた。今思えば、あの傘が仁島さんだったのかもしれない。

『……転校を思い留まらせようと、図書室へ駆け出したまでは良かったのですが……あのヘタレは……いえ、沢田君は仁島さんと話すのが怖くなって躊ちゆう躇ちよしてしまったのです』

　……今、ヘタレって言ったよね、サチコ。君は正しい。

「で、落ち込んでたってわけか。情けない奴だなぁ。あんな男の妄想少女やめちゃえ」

『すみません。私はダメ男を許すダメ女の設定なのでやめられません』

　可哀想なサチコ。どうやら、カッターで手首を突き刺した原因は、沢田が仁島さんに声をかけられなかったからのようだ。わたしがそう結論づけるとサチコは、『それがですね……』と、苦笑いのような表情をした。

『あのリストカットは噓です』

　な!?

「どういうこと!?」

『……あの最低なヘタレにまかせていたら、いつまで経っても聖女様は復活できない。ですから、峰倉さんに仁島さんを慰めてもらおうと目論みました』

　そんなのってありなの!?　けど、リストカットを見せつけられた時、サチコ自身が妄想少女は痛みを感じないって言っていたような……それなのにサチコは壮絶に痛がっていた。思い返せば、図書室へ行くように誘導されていた気もする。つまり、サチコはわたしを操っていた？

『……ごめんなさい。沢田君は陰いん謀ぼうが大好きなので、私もそうなのです』

　舌を出し『てへっ』と笑うサチコに、わたしは何も言えなかった。

　沢田も沢田ならサチコもサチコだ。二人ともわたしをイラつかせる。サチコは《図書室の聖せい女じよ》をモチーフにして妄想されたが、宿主が好む性格も色濃く反映されていたのだ。あいつの理想は「全てを許し、受け入れてくれる女」。ヘタレを許し、イラつかせる性格も許す。同時に聖女は救いを与える。そんな設定がリストカットという「噓」をサチコにつかせたのだ。

「その不器用な笑顔も作り笑い？」

『……峰倉さんのご想像におまかせします』

　まったく。どうやらサチコの噓を許すのがわたしの仕事みたいだ。

「サチコ、今回のことは不問に付す。だけど、噓はいけないからね。二度とついてはいけないよ？」

　小指を差し出すと絡めてくれた。その優しい微笑みは卑ひ怯きようだ。

『あすみぃ！　早くしろよ、ブルマ風呂行くんだろ！　宮里君にもチケット渡してよ！』

　ミウが大声でチケットを催促している。

『……ありがとうございました、峰倉さん。聖女がいなければ、あなたに恋ができたかもしれません』

「そりゃ、ごめんだし！　沢田は苦手だよ！」

　もう笑うしかない。ま、これで一件落着だ。ミウに手を引かれ宮里学級委員にチケットを渡しに行くと、驚いたことに宮里は欲しがっていたはずのチケットの受け取りを拒み、予想外のことを言ったのだ。

「峰倉。このチケットは何枚残っているんだね？」

「三枚だよ。だから、学級委員として世話になっている宮里に譲ってあげたいんだけど……」

「その三枚は誰が受け取ってもいいのか？」

「一枚、五〇〇〇円を支払ってくれれば」

　まぁ、沢田がいらないと言っているのだから構わないだろう。

　すると宮里学級委員は立ち上がりクラスを見回した。チケットが見つかったことに舞い上がって気がつかなかったけど、皆がわたしの持つチケットに注目していた。そう言えば、男子からチケットを奪われそうになったり、プレッシャーをかけられていたんだ。それに高柳君や佐島君に好意をよせる女子も動向を注視していた。

　そんな彼らの注目を浴びながら宮里は皆に言い放った。

「Ｄ組諸君！　峰倉が河内から預かったチケットは残り三枚ある！　そして、同志峰倉はこのユニコーンホテルのチケットを我々Ｄ組に提供してくれた!!」

　同志？　提供？　随分、格好良く言う奴だなと呆れていると、宮里の発言でクラスメイトが峰倉コールをかけ始めた。

「ミネクラっ!!　ミネクラっ!!　ミネクラっ!!　ミネクラっ!!」

　なるほど！　これが持つ者と持たざる者の関係なのか！　施ほどこしによって民度上がる瞬間なのだ。だけど、この興奮はいささか危険じゃない？　再びチケットの奪い合いが勃ぼつ発ぱつして教室が血で染まりそう。

「心配、ナッシング！　カマンベーベー！」

「なにがベーベーよ」

　学級委員はわたしを教きよう壇だんに引き上げて宣言した。

「Ｄ組諸君！　このチケットは立候補によって所有者を決めたいと思う！　賛同する者は手をあげてくれたまえ！」

　立候補!?　そんなことしたら今度こそ収拾がつかなくなるんじゃないの？　しかし、予想に反してＤ組の全生徒の手は高くあげられた。そして、彼らは口々に予想外のことを言い始めたのだ。

「河内さんの風呂上がりウォッチングは譲ゆずる！」

　え？

「五つ星ホテルの食事は君らの物だ！」

　ええ？

「鶴亀コンビとの旅行は我慢する！」

　なんであの二人がモテてんの!?

　なんとクラスメイトたちは互いにチケットを譲り合い始めたのだ。あんなに欲しがってたのになんで？

　正義の学級委員を宿主に持つミウが説明してくれた。

『みんなはね、チケットを奪い合ったことを恥はじているのよ。欲に眼が眩んで友達同士でいがみ合ったことを反省し、チケットを譲り合っている。あたしの宮里君は彼らの心情を読み取って、こうなるように「立候補」を求めたわけ』

　誇らしく言うミウ。

　凄いよ、宮里。君のたった一言で、クラスの雰ふん囲い気きがすっかり改善されてしまった。残った三枚を適当に扱ったらこうはならなかっただろう。これぞ、学級委員の仕事。これぞ、正義のブルマを宿す男の正義なのだ！

「お前の彼氏、最高だよ！」

『だろ!?　だろ!?　だろ!?　なんかよくわかんないけどいけてるよな！　格好いいよな！　宮里君、ばんざーい！　ばんざーい！』

　……ミウが普通の女の子ならよかったのに。宮里の良いトコを知ってるのが妄想少女だけってのが可か哀わい想そう。

　なにはともあれ、チケットの行方ゆくえは「推すい薦せん」によって、つき合い始めたばかりのヘンタイ川かわ上かみと仲なか居いちゃんが受け取ることで落ち着いた。メイドに狂う川上と、地味女子の代表格である仲居ちゃんのカップルは、非リア充じゆうから祝福されているので誰からの文句もなく、それどころか拍手をもって迎えられた。

「ご覧下さい、高柳君！　みなの喜びを！　ストレートなアクションだけが事件を解決させる手段ではないのです。人々の善意が集約されてこそ真の幸せがもたらされるのです。仁島さんは救われ、皆は歓喜に震えている。このエンディングの二〇％ほどはわたしの頑張りによるものです！」

　わたしの無茶苦茶な自己ＰＲに高柳君が吹き出した。その隣には妄想少女の影もないし、表情も明るい。

『良かったね。あすみ。全部元通りになって、みんなが幸せになったわ』

「うん！　本当に良かった。みんなのおかげだ」

　チケットを見つけてくれた仁島さん。探してくれた佐島君にゴリ、リサたち妄想少女。それに利沙。みんなのおかげで旅行を楽しめそうだ。良かった。本当に良かった！　神様、仏様、本当にありがとう！　ついでに虚こ無む僧そうもありがとう！

「おい、あすみ。明日から期末テストだ。浮かれるのもいいが、しっかり勉強しとけ」

「うん！　今のわたしなら余裕だよ！」

　今なら何もかも上手くいく。まだ見ぬ温泉やホテルの部屋、それにスキーのゲレンデがわたしを待っている！




　……って、期末テストが明日……だと？
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「ぎゃあぁぁ！」

　脳のう細さい胞ぼうは不意を突かれて各個撃破された。敵は暗号の如ごとき数式で我を乱し、異国の言葉で士気を挫くじいた。残されたのは四五度に傾かたむいた十字傷だけである。そして、期末テストに与えたダメージはあまりにも少ない。具体的に言うと、数学が一二点、国語は二八点、英語が一五点。主要三教科の合計点が六〇点にも届かないという惨みじめな結果だった。

「で、私に言いたいことって何かしら？」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさい！　利り沙さ、ごめんなさい！」

「あなたは謝る相手を呼び捨てにするの？」

「利沙様、ごめんなさい！　どうか、わたしを罰ばつして下さい！」

　結局、利沙に土ど下げ座ざすることになった。チケットを盗ぬすまれたことを隠かくしていたというのに、結局は彼女のニーソックスに啜すすり泣なくみっともない状況に陥おちいっているのだ。その理由は中学生に課せられた業務を怠おこたっていたことに由来する。

『……だからって三教科合計点が六〇点未満だなんて……こんなに勉強ができないとは思わなかったわ、あすみ』

　我が生しよう涯がいの親友であるリサにまで頭が悪いって言われた！　わたしは美少女ふたりに階段の踊おどり場ばで罵ののしられている。外は大雨が降り、屋上へ続くドアに雨あま粒つぶが猛もう烈れつに打ちつけ、季節外れの雷かみなりが鳴り響いている。いや、雷は外からだけでなく、利沙＆リサからもダブルで発せられているのだ。

　昨日終わった期末テスト。

　自身の名誉のために言っておくが、いつもこんな点数を取るお馬ば鹿かではない。つねに平均点周辺をウロウロする成績だけは取れているのだ。それがここまで悲ひ惨さんな成績なのはチケット探しに時間と労力を奪われたせいだ。君ならわかってくれるよね、リサ！

『それは言いい訳わけよ！　ちゃんと勉強しないと大変なことになるって高たか柳やなぎ君や佐さ島じま君も言ってくれてたでしょ！　どうするの!?　これで旅行へ行けなくなったのよ！』

「ひぃ！　それを思い出させないでくれよ！」

　稲いな光びかりと同時に校こう舎しやが震ふるえた。校庭に雷が落ち、わたしの頭の中にも現げん実じつ逃とう避ひしていた事実が落ちてきた。

　我が校では数学、英語、国語の三教科が四〇点未満だと強制補習が組まれ、追つい試しを受けさせられる。この追試が恐ろしい。島村中学に悪あしき伝統として伝わる、七〇点未満は不合格の無限ループシステムなのである。だが、それはいい。死ぬ気で勉強すれば何とかなる程度の頭は持っているし、チケットを失った時のような絶望もないので補講にも集中できよう。だが、問題は旅行の日程と補習が見事に重なることだ。

　つまり、おいてけぼり。

「で、あなたが学校で補習を受けている間、私は長野でスキーを楽しみ、ユニコーンホテルで温泉に浸つかる。そして、私は高柳君の部屋でマッサージを施す。全身をくまなく揉もみほぐし、彼に快感と快楽を与えることができる」

「いっ、やぁ――!!　マッサージ、いっ、やぁ――!!」

　きっと、この変へん態たい美少女は高柳君を上半身裸はだかにして、東洋の秘術か何かを使って彼を辱はずかしめるつもりだ。怪あやしげな秘ひ孔こうを突いて彼を欲望の虜とりこにするつもりなんだ。彼の下半身をいたぶるつもりに違いない！　こいつはそのくらいする……！　だけど、わたしは補習と追試で旅行に行けない。あれほど必死にチケットを探したというのに行けなくなってしまった。

　まだ雷雲はそこにある。

　雷神よ、職員室を直撃して成績表を焼き尽くしてくれ。稲妻よ、教師の脳みそから追試を焼き消してくれ。唸うなれ！　轟とどろけ！　ライディ――ン！

　しかし、何も起こらなかった。

　……どうしよう……これでは利沙……いえ、利沙様だけが得をするイベントに成り下がってしまう。いっそのことユニコーンホテルに爆発物を仕掛けてこようか。それとも赤いマザコン大佐に依頼して中部全域を隕石落としで粛しゆく正せいしてもらおうか……。

　でも、それでは野の沢ざわ菜な漬づけが食べられなくなってしまう。名湯に浸かれなくなるし、なによりスキー場でのラブロマンスの機会まで失う。やるせないというより、自分が招いた不幸に、短刀があったら切腹を、短銃があったら頭を撃ち抜きたい気分だ。いやいや、自分のせいだけじゃない！　わたしだけのせいじゃない！

『……ごめんなさい……峰倉さん……』

「サチコ！　てめぇ！　噓教えやがって！」

　わたしは今け朝さからずっと平謝りしているサチコに責せき任にん転てん嫁かした。このところ、わたしにつきまとうサチコ。床ゆかに正座して謝っている姿を見れば、ヤンデレ女が許しを乞こう修しゆ羅ら場ばの図だが、これには深い事情がある。

『いいえ、深い事情なんてないわ！　全部、あすみが悪いの。サチコは悪くないわ！』

　リサに怒られた。わかってるやい！

　あれはテスト当日のことだ。日頃の勉強不足に加え試験準備がまったくできなかったわたしに、サチコが答えを教えてくれたのだ。あの時もリサやミウが『ダメ絶対』と注意してくれたのだが、目前に迫った旅行と追試を天てん秤びんにかけて、サチコの『甘い言葉』に乗ってしまった。だけど、それが全ての間違い。いろんな意味で間違いだったのだ。

『……う、噓うそは教えていません。自信を持っていた答えが間違いだっただけで……』

「ええい！　言い訳するなぁ……」

　サチコの首を絞しめてやった。わかってるんだ。全部わたしが悪いって。

　妄もう想そうから生まれた妄想少女が宿主以上の知識を持てるはずない。沢田が札つきの馬鹿なだけだったのだ。しかも沢田の根拠のない自信までサチコに宿っているため、すっかり惑わされてしまった。カンニングしている最中、一〇〇点を取ってしまうのではないかと心配し、わざと誤ご答とうまでする始末。取るべくして取った赤点だ。

「……さて、見苦しく暴れるのは止めて聞きなさい」

「はい。利沙様」

　いよいよ、チケットを回収し、別の人に渡すつもりなのだろう。

　死に物狂いで探したユニコーンホテルのチケットと、こんな形で別れることになるとは思わなかった。だが、ここは女らしく自分で決着をつけよう。奪われるより、自ら差し出した方が楽になれる。

「その前にチケットを返すよ……うぅ」

　わたしは涙を堪こらえ夢のチケットを利沙に差し出した。多分、残る人生で五つ星ホテルに泊とまる機会なんてないはずだ。わたしは一生に一度のチャンスをふいにしてしまったのだ。来世で再び会おうよ……五つ星。

　しかし、利沙はチケットを受け取らず、軽く息をつくとマットに腰を下ろした。

「あすみ、私に悪いと思っているのなら、ここに座りなさい」

　マットを指差す利沙。怖いのでマットの端はしに座ると、利沙がにじり寄って密着してきた。スカート越しに利沙の体温が伝わり、その生々しい温かさに恐怖を感じた。スカートを押さえつけているのは逃がさないためだろう。トカゲの尻尾しつぽ切りが如く、スカートを犠ぎ牲せいにして逃げるべきだろうか。がくぶる。

「……た、た、た、たすけて、リサ。パンツで逃走できるルートをナビして……」

『だ、大丈夫よ、女の子同士だし殴なぐる蹴けるの暴行はされないと思う』

「それ以外のことはされるって意味!?　助けて！」

　太ふと腿ももでスカートを押しつけ、両手でわたしの肩を摑つかむ利沙の顔は笑顔だ。怒りを通り越して、無意識に笑っているんだ。怖い！

『私はずらかるわ』

「そりゃあねぇぜ、リサぁ！」

　リサ！　あんたら妄想少女がこういう時、何もできないのはわかるけど、逃げるなんて酷いんじゃない!?

「早まらないで、利沙！　わたしが行かなくても、佐島君さえいれば高柳君も一緒に行くわ！　二人は薔ば薇ら関係なのだから」

「何を意味のわからないことを言っているの？」

　わかってるくせに！

「あすみ」

「は、はい!?」

　利沙は黒い瞳ひとみを近づけ、わたしの名を呼んだ。利沙の瞳に恐怖に引きつるわたしの顔が映る。

「英語が不得手なのね？　クレバスの綴つづりはわかる？」

　クレバス!?　訳やくせば「氷河の割れ目」のことだけど……アウトローの間では卑ひ猥わいな言葉として使われてるってお父さんが言ってた！　女の子が使っちゃいけない言葉だって聞いた！

　そうか、利沙は苦手な英語でわたしに復ふく讐しゆうをしようとしているんだ！　よくわからないけど「クレバス漬づけ」にするつもりなんだ。「クレバス」に狂わせるに違いない。助けて、高柳君！

「……ったく、試験範囲の単語すらわかっていないのね……この分だと教科書の例文すら理解してないんでしょ？」

「何も知らないわ！　トム君とジェリーちゃんが現在完了したプレイの意味なんてわからない！　もし、あなたがそれを教えるっていうなら舌したを嚙かみ切きって死んでやる！」

　溜ため息いきをつく利沙。そして、信じられないことを言った。

「まったく、死ぬ前に追試をどうにかして死になさいな。私が付き合ってあげるから一発で合格なさい」

「は？」

　何言ってんの？

「だから、旅行を私も諦あきらめるって言っているの。彼のために万引き犯を捕まえたり、いろいろ苦労させられたけど、私とあなたの分のチケットを誰だれかに譲ゆずりましょう。欲しい人はいるはずだから、金銭的な喪そう失しつにはならないはず」

　利沙の言っている意味がわからない。それって、わたしの追試につき合って、旅行をキャンセルするっていう意味？　なんで？　だって、高柳君を旅行に誘いたいから、わたしにも声をかけたんじゃないの？　それなのにわたしの補習をサポートしてくれるって意味は……

「利沙様！　君が好きだ！」

「僕もだよ！」

　階段から歓喜の混ざった叫さけびが響いた。階段を上って来たのは佐島君。それに高柳君だった。え、なんで二人が？　わたしの驚きにかまわず、佐島君は利沙の前に立ち、手を取った。

「君の友情に感動した！　補習と追試に苦しむだろう峰倉さんを心配し、楽しみにしていた旅行を自らキャンセルする！　そして、峰倉さんに力を貸そうというその心意気、恐れ入った！　この佐島洋よう平へい、微力ながら協力する！」

　ちょ、ちょっと、どういうこと？　利沙は突然現れた佐島君の発言に対して鷹おう揚ように頷うなずいた。

「数学に長たけた佐島がいれば、あすみの補習もはかどるでしょうね」

　佐島君の手を握り返す利沙。なに？　この流れはなんなの!?　高柳君がわたしの肩をポンと叩いた。

「ったく、馬ば鹿かあすみ。河内と佐島に感謝しろよ。お前なんかのためにスキー旅行を諦めるってんだからな」

　そうかぁ、この二人は友を優先させる清い心を持った友達だったんだ。利沙、ごめんよぉ。君を誤解してた。佐島君もありがとぉ。

「二人ともありがとぉ～」

『あすみ、あすみ。「二人」じゃないよ。彼もだよ』

「リサぁ、貴様、さっきはよくも逃げたな！　……で、彼って？」

　感かん涙るいに頰を濡らすわたしはすでに蚊か帳やの外に置かれていた。美男美女三人がマットの上で「峰倉あすみ追試突破シミュレーション」をしているのだ。

「……もしかして高柳君も旅行をキャンセル……するの？　わたしのために？」

「あすみが行かないから俺も行かないわけじゃない。佐島が行かないから俺も行かないだけだ。それより、お前は今回のことについて深く反省しろ。俺が何度も注意したっていうのに、ことごとく無視しやがって……」

　でも待って。わたしは何度も注意を受けた覚えがない。

「高柳君！　このところの貴男あなたはわたしを放置していたじゃないですか。注意なんて受けた覚えはありませんわ！」

「した。口頭でも文書でも」

　文書？　警告書でも送られただろうか？　そんなのもらってないよ。

「噓だ！　そりゃあ『黒板見ろ！』とか言われてた気がしますけど、文書をもらった記憶はありませんわ！」

　高柳君はわざとらしく溜め息すると、信じられないことを言った。




「馬鹿なことはやめて勉強してろ」




　彼の言葉に胃が締めつけられた。

「な、なぜ、高柳君が怪文書の内容を!?」

「お前が勉強しないで、あちこち走り回ったり、佐島や沢さわ田だの勉強時間を奪ってたからだろ！　それにゴリや鶴つる川かわ、亀かめ山やまにも迷惑をかけていた。それなのに俺の注意を無む駄だにしやがって！　……って、どうした。座るならスカートに気をつけて座れ」

　もう……何それ！

　高柳君が怪文書を書いたっていうの!?　わたしの期末テストを心配して!?

「意味わかんないですよ！　しかも定規なんか当てて書いたりするなんてさ！」

「利き手を怪我してるんだから仕方ねぇだろ」

　……あ、そう言えば不自由な左手でノートを取ってた……。

「じゃあ、普通に言ってくれればいいじゃないですか！」

「言いい辛づらかったんだよ！　仁に島しまのこととかあったし、チケット探しにしても佐島や沢田にゃ相談するのに俺には何も言わないし！」

　さ、さみしかったの？

　いや、ちがう。高柳君はそんな寂さみしがり屋やの男なんかじゃない。

　突然、灰色の脳細胞がフル回転を始めた。

　わたしからチケットを盗んだのは高柳君だ。そして、仁島さん家のポストに「図書室に忘れ物がある」と書いて投とう函かんしたのも彼だったんだ。

　図書準備室に盗んだチケットを置き、仁島さんが見つけるのを待つ。そして、チケットを見つけ出したことを称たたえて、クラスへ戻るきっかけにする。高柳君は「付き合ってしまおうか」と言うほど、仁島さんのことを心配していた。彼女を助けるために人知れず策さく謀ぼうを張り巡らせていたんだ！

　さすがだよ！　さすがだ、高柳君！

「さすがですけど……どうして、そんな回りくどいことをしたんですか！　酷ひどいです！　一言、わたくしに言ってくだされば……！」

「こっちこそ、なんでお前が怒っているのかわからん。そもそも、お前が勉強しないから注意しただけだろ」

「だからってチケットを盗むなんて……！」

　！

　利沙がわたしと高柳君の会話を見つめている。チケットが盗まれていたことを自分でばらしてしまった。ニッコリ笑う利沙が怖い。怖すぎる。

「俺がチケットを盗んだだと!?　盗人ぬすつとあつかいするのか!?」

「……裏方に徹する高柳君の優しさが素敵」

「そう思うなら勉強しとけ」

　高柳君、あなたはわたしを痛めつけるのが大好きなんだね。わたしは君のそんなところが大好きだよ。

「ほら、馬鹿な顔してないで、追試を一発でパスしろ。失敗したら高校受験に遅れをとるぞ」

　高柳君は生徒手帳にシャーペンでなにやら書くと、それを破いてわたしに押しつけた。

「なんの日程表ですか？」

「お前の更生を図るスケジュールだと思え。英語は河内こうちから、数学は学年三位の佐島が教える。俺は国語を覚えさせる」

　国語を高柳君がマンツーマンで教えてくれるの!?　これってホテルに行くより素晴らしいことじゃない!?　リサもそう思うでしょ！

『あすみ……浮かれないで、もう少し落ち着いて考えなさい。物事は打算と妥だ協きようでできてるのよ？』

　リサは高柳君と利沙の顔を交互に見て溜め息をついている。リサの考えがわからなかったが、高柳君の言葉で利沙の真意を摑んだ。

「馬鹿あすみ。河内に感謝するんだな。河内の優しさがなければ、俺はお前に力を貸すつもりはなかったんだからよ」

　彼の背後で薄ら笑いを浮かべる利沙。わたしはやっと気がついた。利沙が旅行を取りやめた理由を。

　高柳君！　これは優しさじゃない！　利沙の愛あい欲よくに満ちた計算ずくの行動だ！　高柳君の好感度を上げるために計画を変更しただけなんだ！

「あすみ。頑張りましょう」

「……あ、あんたの力なんか借りないよ……」

「あすみ！　助けてくれる河内になんてこと言うんだ！　謝れ！」

　ああ……高柳君の利沙に対する好感度が鰻うなぎ登のぼりだ！　なんでこんなことに!?

『自分のせいでしょ……？』

「そうでした」

『いえ、私のせいです』

　サチコが全ての咎とがを引き受けてくれた……というわけにはいかない。

　どちらにしろ、ユニコーンホテルへの旅行は四人がキャンセルになり、わたしは善意と欲望がごった煮になった補習を受けることになったのだ。

『おっとぉ、あたしらを忘れては困るな！』

　ミウ!?

『馬鹿なあすみさんへはアフターケアも欠かせませんわ』

　ユイヒメまで!?

　階段から郷ごう原はらゴリと宮みや里さと学級委員まで現れた。狭せまい踊り場は六人の男女と四人の妄想少女によって寿司づめ状態になってしまった。

「あんたら、どこから湧いて出たんだ!?」

　わたしの疑問に正義の学級委員と正義のブルマ女が答えた。

「クラスメイトたちがひとりの劣れつ等とう生せいの窮きゆう地ちを救おうとしている場面に、学級委員である僕が現れなくてどうする」

『そうだ！　劣等生に手を差し伸べるのも正義の務めと思え！』

　劣等生ってわたしのことだよね？　反論できないけど非行に走りたくなるんですけど。

「よう、河内よ。ちょっと提案があるんだが聞いてくれねぇか？」

　ゴリは高柳君と佐島君の間を跳ぶとマットの上へ不良座りをした。ゴリと面識がないはずの利沙だが臆おくすることなく「よくてよ」と応じる。

　ゴリ。何を提案するつもりだ？

「今の話は聞かせてもらった。お前ら四人が旅行をキャンセルするっていうと、俺と学級委員に鶴川、亀山。それにメイド狂いの川かわ上かみとメイドの仲なか居いだけになる。これって俺らからすれば微び妙みようなメンバーになるわけだ。俺は学級委員とカップリングされるのはごめんだ」

「わかる気がする。それで？」

「青臭いことを言うのは自覚しているが、俺は仲のいい奴と旅行に行きてぇ。そこでだな……峰みね倉くらが追試をパスしてから行かないか？」

　え？　そういうのってありなの？　佐島君がゴリの提案に疑問を投げかけた。

「待つんだゴリ。ユニコーンホテルのチケットは日付指定がされている。指定日の変更はできないと裏面に書かれていたはずだ」

「それはわかっている。そこで河内に提案したいんだ。あのチケットを売って金をつくる。それを資金にして旅行を再計画するんだ。豪華ホテルで一泊二日は無理だろうが、日帰りなら温泉に行ってメシくらい食べれるはずだ」

　売ってお金を？

『心配ご無用。ここは正義の男の出番よ』

　ミウが宮里の肩を摑んで伸び上がると、学級委員は軽く咳せき払ばらいして言った。

「すでに売却先の見当はつけているんだ。僕に任せてもらえば、あのチケットは一枚一万円で売れる。つまり八枚で八万円だ。どうだね？　それだけあれば素晴らしい旅行を企画できると思うのだが」

　宮里は卒業を控ひかえた先輩にチケットを一枚一万円で売ると言うのだ。その値段であれば売り切ることは可能であり、ひょっとしたら単価をもう少し上げることもできるという。そして、利沙の答えは簡単なものだった。

「楽しい旅行にしましょう」

　ゴリと宮里学級委員は「早速、交こう渉しようしてくる」と階段を駆け下りて行った。旅行に行ける？　みんなで？　諦めた旅行が形を変えて復活した？　わたしの頭に高柳君の手が置かれた。

「あすみ、いいか？　追試は一発で合格するんだ。みんなの好意に応えろ」

「うん！」

　これは是が非でも追試をパスしなくては。

「あすみ。頑張りましょう」

　さっきと同じ言葉を繰り返す利沙。その言葉に秘められた意味は変わっていた。彼女が旅行を企画した目的は高柳君と親密になること。利沙にとってはその場が五つ星ホテルでも机の上でも変わらないのだ。それに日帰り旅行の企画も立った。嬉しくないはずはない。

「あすみ。四時間目が始まるぞ」

　いつものように注意をしてくれる高柳君だけど、今日は「……河内、すまないな」と続いた。

「いえいえ。友達として当たり前のことです」

　そして、至し極ごく当然だとでもいうように利沙が応じる。ここへ来て急接近する高柳君と利沙。虚無僧がくれたラブチェキの星占いがまたしても脳裏に甦よみがえった。




　――本命とは微妙になって……




　まさか、こんな形で予言が的中するなんて！　しかし、挽ばん回かいのチャンスはある。この日帰り旅行をチャンスに変えればいいのだ。利沙に今の優位が薄はく氷ひようの上にあると知らしめればいい。

「よし、やるぞぉ！」

　階段を下りる高柳君たちにわたしは続いた。

　追試に合格する第一歩だ。しかし、その一歩を踏み出した時、サチコの制服の肩口が妙に下がっているのに気がついた。

「大丈夫、今度の旅行にも沢田を誘うし、仁島さんにも声をかけるから」

『……助かります』

　前よりは元気を取り戻したサチコだけど、未だに仁島さんが登校できていないせいか痩せたままで元通りとはいえない。沢田を旅行に誘うのは簡単だけど、仁島さんはどんな反応をするだろうか。むやみに声をかけても困らせてしまいそうだし、声をかけづらい。この辺の気持ちを読み解けない自分がもどかしかった。




　　　　　＊＊＊




　三月一二日。土曜日。

　関東地方には季節外れの豪雨が降りしきり、今年の最低気温を塗ぬり替かえる寒さだった。

　今日が追試の最終日である。これにパスしないと再追試が課せられ無限ループに陥ってしまう。温泉旅行は明日の日曜。わたしは頑張らなくてはならない。

「峰倉ちゃんも張り切るねぇ。追試なんざ適当にやればいいのに」

「沢田、邪魔しないで。わたしはしっかりやらないといけないの。あんたみたいな劣等生と一緒にしないで」

　追試前の貴重な時間に沢田がわたしの邪魔をする。Ａ組の教室に落第点を取った二〇人ほどが集められているのだが、教科書や参考書を開いていないのは沢田だけだ。相変わらず、空気を読まないというかなんというか。そもそも、わたしの隣に座らないでほしい。

「そういや、クレバスってスペルなんだっけ？」

「クレバス＝crevasse」

「おほ。本当に勉強してんの。カンニングさせてよ」

「断る。カンニングなんかしたら、わたしみたいになるんだから！　それより、きちんと復習してなさい！　せっかく、温泉旅行に誘ってあげたんだから合格するの！」

「峰倉の風呂上がりを見るために」

　イラっ！

　だが、平常心は保たれている。これも血の滲にじむ修行の成果に違いない。あの三人の教育と励はげましに大感謝だ。あれほどわからなかった英文の解読法もマスターしたし、数学の公式は完全に暗記した。国語の漢字もトメ、ハネ、ハライに戸と惑まどうことなく書道家レベルで書けるようになった。だから、わたしは追試の試験問題が配られても恐れない。それどころか、強敵を前にしてわくわくする自分がいる。




　追試対策勉強会は気が散るといけないからという理由で、自室ではなく高柳君のお家で行われた。使っていない部屋があるという理由もあったし、彼のお父さんが最近、帰りがとても遅いことも理由の一つだった。そして、彼の家を使うことは利沙に悦よろこびを与え、佐島君には利沙の送り迎えという役目をもたらした。

　もっとも、彼らの欲望を満たした追試対策の勉強会は、わたしにとっては苦行とでも言えるハードなものだった。利沙は英単語に間違いがあると脇腹をつねるし、高柳君は解答を間違うと頭を叩くし、佐島君は計算にミスがあると「それでいいのかい？」と優しい声で追い込む。実は佐島君が一番怖かった。

　彼ら三人の指導は、様子を見に来たゴリや宮里学級委員がドン引きし、ミウやユイヒメを震え上がらせ、鶴亀ちゃんにいたっては互いに抱き合って眼をそむけるほどだった。

　しかし、彼らのおかげでわたしは力を得た。追試など恐るるにたらず。こうして、あの修行の日々を試験中に回想する余裕だってある。

『油断禁物ですよ。峰倉さん……』

「わかってるって、サチコ。あんたはご主人様の応援でもしてればいい。わたしに油断はない」

　そう、わたしは油断さえカバーできる力を持っている。知ってるかい？

「油断」の語源って、とある王様が家来に油の入った皿を持たせて「一滴でもこぼしたら死刑」っていう罰ばつゲームが由来なんだぞ？　ほら。そんな豆知識までマスターしてるわたしって天才じゃない？　わたしはやればできる子なんだ。お父さんが言ってたことは間違いではなかった。

　全ての解答を二〇分で終え、見直しを五回。

　こうして追試は終了。

　追試テストは監督する先生がその場で答え合わせをして点数を発表する。大嫌いな生活指導の山やま田だ先生は答案を何度もチェックし、蛍けい光こう灯とうで透かし、疑いの眼でわたしを見た。

「……カンニングしていないだろうな」

「山田教きよう諭ゆ。わたしの他に全問正解者がいるでしょうか？」

「信じられんが満点だ」

　ここにわたしの責務は果たされた。

　情なさけ容よう赦しやがないことで悪あく名みよう高たかい島しま村むら中学の追試をオール一〇〇点でのパス。島中始まって以来の快挙を成なし遂とげた瞬間だった。

『あすみ、やったね！　みんな廊下で待ってるよ！』

　リサ！

『お――良くやった』

『上出来ですわ』

　ミウ！　それにユイヒメも！

　わたしは劣等生の巣窟から抜け出し、光が溢あふれる廊下へ飛び出した。

「みんな、やったよ！　これで旅行に行ける！」

　そこには、この一週間、わたしに付き合って勉強を見てくれたマスターたちが集つどっていた。「ま、当たり前だな」と褒ほめて下さる高柳君。

　その無関心さが素敵。

　他の方々は彼とは正反対に熱烈に喜んでくれた。利沙までもわたしとの打算に満ちた友情をアピールするためか、同じように喜んでくれている。

「さぁ、みんな。このままマッグに行って、明日の計画を詰めようじゃないか」

　佐島君の爽さわやかでありつつ熱意に満ちた呼びかけに皆が応じる。友情だ！　これぞ青春だ！　今のわたしは旅行で利沙と高柳君の接触をはばむような了りよう見けんの狭い女ではない。ともに高柳君を巡って血みどろの戦いくさを繰り広げようじゃないか。

　わたしは全てを許すことができる境地に至った。わたしは悟さとりの書を開いた賢けん者じやである。遊び人から卒業だ。

「わ――い！　マッグで旅行の計画なんて大人っぽいね！　高校生みたいだぁ！」

　ハイテンションでいると小突かれた。

「何が『わ――い』だ。子供め。自分の座っていた席を見ろ。カバンを忘れているぞ」

「忘れたんじゃありませんわ！　あのカバンは脱ぎ捨てた二年生の抜ぬけ殻がらです！」

　高柳君がわたしの苦しい言い訳に頭を抱えてるけど、今日くらいは許されるだろう。それに沢田がわたしの抜け殻を拾ってくれたし。って、沢田!?

「俺も行く行く。いいっしょ？」

　わたしにカバンを持たせ、返事も聞かず歩き出す沢田。

「あんたも合格できたの!?」

「ほら、全部七〇点ピッタリ。俺って、やればできる子だから」

　全教科七〇点ピッタリなんて……しぶとい。しぶとすぎる。

『沢田君は、峰倉さんと旅行に行くためヘタレにしては勉強を頑張ったのです。そう、峰倉さんと一緒に行くために』

　まぁ、そういうことにしておこうか。ヘタレにしてはよくやったと今日は褒めておこう。
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　マグドナルド成せい条じよう駅前店。

　チケットの捜そう索さく会議をした店で、明日の出発時間や目的地を決める日が来るなんて嬉うれしくて仕し方かたない。

　なんとなく幹事になったゴリが話をすすめ、宮里が発言をノートに書き込んでいく。そして、生徒会で会議慣れした高柳君と佐島君が意見を出し、わたしがトリプルチーズバーガーを頰ほおばってる間に目的地は電車一本で行けるお手軽リゾートの箱はこ根ねに決まった。参加者はここにいる九名である。

「……ところで、川かわ上かみ君と仲なか居いさんは本気でホテルに行くつもりなのかしら」

　そして、旅行の段取りがつくと話は必然的にチケットの換かん金きんを拒こばんだ二人の話になった。あいつらはチューもまだなのに段階をすっ飛ばしすぎだと思う。興味深い話題だが、みんなに言い出せていないことがある。

「ねぇ。仁島さんも誘っていいよね？」

　わたしがそう言うと、テーブルを包んでいた空気が変わった。ゴリはストローを咥くわえたまま眼を伏せ、学級委員はコーヒーのマドラーを意味なく動かし、鶴亀ちゃんは互いの口元に差し出したポテトをかじったままの格好で動きを止めた。

　……みんな反対？

　仁島さんのことが好きな沢田まで黙ったままだ。どうしてだよ!?　こういう時はいつもの調子で「賛成賛成」とか言うところだろ？　サチコもこっち見てるだけじゃなくて何か言ってよ……！

「あすみに賛成だ」

　高柳君！　彼の一言が重い空気を吹き飛ばしてくれた。

「僕も同感。仁島さんを誘おうよ。河内さん、いい？」

　佐島君が尋ねると、みんなの視線が利沙に集まった。

　お願い、利沙！

「不登校してるって噂の《図書室の聖女》さん……誘っても来てくれるかしら？」

「来る！」

「彼女の携けい帯たい番ばん号ごうは知っているの？」

　まずい、知らないよぉ……なんでこの前、聞いておかなかったんだ！　せっかく仁島さんを誘えるチャンスだっていうのに……！

「ゴリ、お前なら仁島の番号知ってるだろ？」

　高柳君がそう言うとゴリが分厚い手帳をカバンから取りだして開いてくれた。「ナ行」……仁島祥さち子こ。あった！　利沙を見ると「じゃあ、電話しなさい」と言ってくれた。

　ゴリの手帳から鶴ちゃんと亀ちゃんが番号を読み上げてくれ、携帯のテンキーを打つ。コール音が鳴り始める。

　みんながわたしの携帯を注視している。図書室でのことは伝えてるけど、仁島さんはまだ不登校のままだ。みんな口にはしないけど心配してる。だから電話に出て、仁島さん！

　一二回目のコール。そこでおとなしい声が携帯から聞こえた。

『……もしもし？』

「仁島さん！　わたしだよ！　元気!?」

『……峰倉さん？』

　久しぶりに聞く仁島さんの声。変わりはないように思える。

「突然だけど、箱根に行かない？　明日、クラスのみんなで行くの。七時に成条の駅に集合なんだけど……どうかなって思って」

『ごめんなさい』

　悲しい答えが返ってきた。だけど、携帯から言葉が続いた。

『誘ってもらえて嬉しいです。本当は私も行きたいのですが、お母さんと出かける用事があって』

　先約があっただけなんだ。

「それなら、おみやげ買ってくるよ！　何がいい？」

　少しの無言の後、柔やわらかい声で『峰倉さんの好きな物がいいです……』と返事があった。

　わたしの好きな物？　箱根と言えば……寄よせ木ぎ細ざい工く……レプリカの通行手形……う～ん……なにが喜ばれるだろうか。迷っていたら携帯を奪われた。

　高柳君？

「仁島。突然で悪いが高柳だ。こいつに土産みやげを選ばせたらろくなことにならねぇ。みんなで考えるから、好みを教えてくれ」

　そう言うと高柳君は携帯を佐島君に渡した。

「仁島さん。温泉玉子は好きだろうか？」

「代われ、佐島。お前は渋すぎる。仁島よ。食い物か、置物か、それだけでも教えてくれれば土産物屋をネットでチョイスしてやる」

　ゴリ。

「やっぱ、女の子なら湯ノ花だよね!?」

　鶴亀ちゃん。

　次々に携帯が回され、仁島さんとみんなが話をする。席を一周した後、高柳君が再び携帯を手にすると言った。

「こんなに次々と言われては混乱するだけだと思う。そうだな……明日の四時くらいに電話をかけるから、その時までに考えておいてくれ」

　高柳君？

「仁島。お前は俺の怪我を気にしていると思う。だが、俺はそんなことより仁島が学校へ来ないのが心配だし、クラスの連中も同じように思っている。だから、もしも俺に悪いと感じているのなら、四時くらいに携帯を取れるようにしていて欲しい。わかったな？」

　ふいっと携帯がわたしに押しつけられ、嗚お咽えつ混まじりの声の中に『はい』という答えが聞こえた。

　高柳君、凄すごいよ。さすが、わたしの好きな人だ。仁島さんとの通話を切り、わたしは宣言した。

「よし！　明日、七時に成条駅を出発。絶対に遅刻するなよ！　我がＤ組の諸君！」

　皆の「お――!!」という賛同を期待していたのだが「あなたが一番怪しいでしょう」と、一人Ｃ組の利沙に突っ込まれて、皆から笑われた。

　利沙め。せっかく盛り上がったのにオチをつけやがって。そもそも当然のように高柳君の隣に座ってるのが気に入らん。しかも、お前、チュパチュパ口をつけたポテトを何度も箱に戻してるだろ。それを高柳君が食べるのをドキドキしながら見てるだろ！　この変へん態たいめ！　わたしは知っているぞ！

　……だけど、この場は許す。利沙のおかげで仁島さんがみんなと話せたんだから。

『良かったわね。あすみ』

「リサ。明日が楽しみでならないよ」

　外はこの一週間、ずっと雨が降り続いている。

　しかし、天気は回復する。いや、回復させねばならない。

　わたしはハンバーガーの包みとポテトの容器を使って、てるてる坊主を作り、こっそり観葉植物にひっかけた。廃物利用のてるてる坊主は頭が円筒形になってしまい、虚こ無む僧そうのように見えた。

　まぁ、これも必然か。




　肉汁まみれのてるてる坊主よ、明日天気にしておくれ。
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　昨日までの大雨は噓うそのように止やんだ。

　瀬せ田た谷がや駅の上空から神か奈な川がわ方面にかけて、青々とした空が広がり、春を思わせる日差しが降り注いでいる。てるてる坊主が願いを叶えてくれたにちがいない。頭にかぶった帽ぼう子しが防寒ではなく、日光を遮さえぎる目的で活躍しそうだ。

　わたしたちは小お羽ば急きゆう線の急行を使い箱はこ根ねへ。ゴリが用意してくれた箱根フリー切符を活用して登山鉄道やロープウェイを乗り継ぎ、ハイキングコースに入った。どうやらこちらは雨ではなく雪が降っていたようである。溶け始めた雪で少し足下がぬかるんでいるものの、この日差しなら昼を過ぎれば乾くだろう。絶好のハイキング日和びよりと言えた。

「目的地が湖って、ずいぶん渋しぶいプランを立てたな。郷ごう原はら」

「そう言うなよ。皆の意見をまとめたらこうなるんだ。金を使わず景勝地を観光して、温泉行って旨うまい物を食う。ひとり四〇〇〇円程度の予算だと贅ぜい沢たくはできねぇからな。大自然を愛めでて身体からだを動かし、ほどよく疲れた頃に温泉に浸って、その後は夕飯にありつく。この予算でこれ以上求められては困る」

　高たか柳やなぎ君にゴリが苦笑しつつ応える。

　中学生がプライベートで隊列を組んでハイキングというのは、たしかに渋い。だけど、なんだかんだ言いながら楽しめるのは、期末テストが終わり、あとは修了式を残すだけという解放感が影響している。わたしにとっては追試をパスした喜びも大きい。

　それに、男子にとっては美少女の私服姿を拝おがめるお楽しみつきである。楽しくないはずはない。

　利り沙さはアウトドア雑誌のウェア特集に載のっているモデルさんみたいだし、鶴つるちゃんは森ガールみたいなゆったりワンピを着ているのに胸の膨ふくらみが素晴らしいし、亀かめちゃんのジーンズはキュートなヒップラインを立体的に描き出している。みんな、制服を着ている時より三倍可愛い。

『ひゃー、楽しすぎる！　こりゃあゴリ君に感謝だな！　ひゃっほーい』

「ミウ！　ひとりで箱根駅伝するな！」

　ブルマのミウはハイキングコースを疾しつ走そうしている。今日のブルマの色は赤。上はジャージではなくベンチコートの格かつ好こいいやつを羽は織おっている。ミウの弾はじけっぷりとは対照的に「ひ弱」を公言している宮みや里さと学級委員はすでに息を切らしているけど、ミウを見る限り相当楽しんでいるのだろう。ミウだけじゃなくユイヒメも優ゆう雅がに宿主の周りをフワフワしてご満まん悦えつのようである。

「ようよう。峰みね倉くら。ミステリーハンターみたいな格好でどちらへ？」

　イラつく！　沢さわ田だだ。遅刻して現地の駅でみんなを待たせて迷惑かけたくせに、ハイキングコースに入ってからは、わたしをミステリーハンター扱いしてまとわりついてくる。わたしなんかと比べたら世界を飛び回る彼女たちに失礼だろ。

「沢田よ。お前、サングラス似合うな。アーティストみたいだ」

「さすがは高柳君、お目が高い。俺おれのサングラスの良さがわかるなんて嬉しいねぇ。今度のライブには招待してやるよ」

　ん？　高柳君が沢田に話しかけたぞ？　この二人ってやっぱり仲が良かったんだ。認めたくないけど沢田はけっこう顔立ちがいいので、高柳君と並んでるとちょっとドキドキしてしまう。坂道で沢田が高柳君に手を貸して引き上げたりするところなんか……そう、ファイト一発！　固く結ばれる男の拳こぶしに興奮してしまう。君たちはどこを目指しているの？　というより、わたしは何に興奮しているの？　あわわ。

「峰倉。変な顔はやめて歩いた方がいいぞ。このペースだと日帰り温泉への到着が夜になっちまう」

「まじ!?　タイトなスケジュールを組まないでくれよ、ゴリ！　四時までにお土産みやげ物もの屋やさんに着いてないと仁に島しまさんに何があるか伝えられない。急ごう！」

　首根っこを摑つかまれ止められた。

「冗じよう談だんだよ。このペースなら遭そう難なんしないかぎり余裕だ。湖には一時に到着。帰りはバスで下山。四時前には日帰り温泉『天てん鳳ほう』に着いているはずだよ」

『安心したわね、あすみ』

「うん」

　クスクスと笑うリサ。こうしてリサと笑ってられる日が戻って来るとは感無量である。チケットを盗ぬすまれたのがはるか昔の出来事に思える。いや、あれは高柳君から仁島さんへの思いやりだった。だから盗まれたとは言えない。つらい目に遭ったが、彼のおかげで旅行を楽しめているのだ。

『でも、いまいち納得がいかないわ……仁島さんのためとはいえ、高柳君があすみからチケットを盗むかしら？　どうにも不自然なのよね……』

　リサはまだ気になるようだ。わたしだって気にならないわけではない。高柳君の思おも惑わく通りになったからいいものの、誰だれか他の人が見つけてポケットに入れてしまう事態だって考えられた。ユイヒメがゴリの肩から、わたしのリュックに飛び移って頷うなずいた。

『……リサさんもそう思いますよね。やっぱり不自然ですわ』

「まぁ、二人とも。過ぎたことは忘れようじゃないか。結果的に全部いい方に動いてくれたんだ。今は旅行を楽しもうよ」

　二人は『まぁそうだけど……』と、納得がいかない様子。

「あすみちゃん！　お寺があるよ！　幽ゆう霊れいが出そうだ！」

　お!?　幽霊？　鶴亀ちゃんの歓声がわたしの関心を移した。終わったことより、この旅行を楽しみたい。先を行く鶴亀ちゃんの元へダッシュすると、そこには山門があって奥には古い寺が見えた。山腹の僅わずかな平地に作られた小さな寺だ。たしかに幽霊が出そうな雰ふん囲い気きなのだが、門には黄色と黒のロープがかけられ、立ち入り禁止とあった。

「ああ。去年の集中豪雨で崖がけ崩くずれがあった寺だな」

「ゴリ」

「創建、四〇〇年を越える寺だ。寺で有名ってより、ナンチャラ法師が掘ったっていう洞窟があるんだ。その中にお地蔵様が安置されていて観光名所にもなっている」

　法師が掘った洞窟……法師と言えば虚こ無む僧そう。全国各地にあのお坊さんがいて、土木技術に優れたひとりが洞窟を掘って石仏を置いたのだろうか。なんか面白そうだ。

「行ってみようよ」

　ゴリは首を振った。

「本当だったら見学するつもりだったんだが、見えるだろ？　奥の斜面が崩れて立ち入り禁止だ」

　たしかに山やま肌はだが剝むき出だしになった箇所があって、それを眼でたどると本堂の半分が土ど砂しやに押し流されていた。伸び上がって見ていると高柳君に「絶対に入るなよ？」と釘くぎを刺さされた。

「入るなって言われると入りたくなるんだけど……」

　鶴亀ちゃんが同意してくれたが、高柳君やゴリだけでなく佐さ島じま君にまで「絶対だめ」と言われた。普通、こういう時って無謀な男子を女子が止めるはずなのに、わたしたちは逆のようだ。サスペンスやアドベンチャーを求めるくらいの方が男として頼もしく見えるのになぁ。そんなことを男子に教えてあげようとしたら、また鶴亀ちゃんが叫さけんだ。

「あすみちゃん！　湖が見えるよ！　青すぎ！　急げ！」

「あっちは行っていいんですよね!?　高柳君！」

「目的地だろ」

「よっしゃ！」

　わたしはリサの手を取って高台へ走った。
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　真っ青な空を反射して、噓のように青い湖。

　遊覧船が波を立て、観光客の小さなスワンボートが波を受けて揺ゆらめいている。

　ゴリが立てた予定通り、湖こ畔はんで弁当を開くことができた。山に囲まれているせいで若じやつ干かん雲が出てきたが、春みたいな風が辺りを包んでいる。この爽そう快かい感かんはここまで歩いてきた者でないと味わえないだろう。

　そして、湖面に反射する光がリサを輝かせ、その柔らかい髪の毛一本一本を風が優しくなびかせている。画家が絵にするのを拒こばむだろうと思えるほど素晴らしく、どの部分をとっても名画になるだろう、そんな美しさ。特に首、胸、太ふと腿もも。彼女を見ていればオカズいらずだ。食が進んで仕方ない。

「そうだよね！　佐島君！」

「何を言っているんだい!?　峰倉さん！」

　声が裏返っているぜ、佐島君。君の眼が利沙に釘づけなことは知っている。だって、リサがこんな綺き麗れいに見えるんだからそうに決まっているのだ。

　いいぜ。わたしが許すぜ。

　河内こうち利沙の曲線美を取り込んで君の妄想少女をより輝かすのだ。少し、耳たぶの描びよう写しやが甘くないかね？　しゃぶりつきたくなる耳の造ぞう作さくを正確に再現してくれ。ウエストはもっとキュッと締まっているだろう？　利沙を細部まで見て、リサを美しくするのだ。

　それにしても利沙のやつめ。美人ってのは仕方ないけど、そのお弁当はなんだよ。手が込みすぎているし、お前が一人で食べるには多すぎるだろ。どーせ、高柳君に食べさせる気なんだろう、わたしにはわかってるんだ。

「あすみ。卵焼きはいかが？」

　……え？　わたしのためだったの？

「優しい！　利沙は優しいなぁ」

　細い指で操られる箸はしには見事に巻かれた出だ汁し巻まき玉子が挟はさまれている。差し出されたそれを頰ほおばると舌にビクンと衝撃が走った。

「う・ま・い」

　これは美び食しよく倶く楽ら部ぶが真っ青になるレベル。きっと、烏う骨こつ鶏けいの処女卵を使ったに違いない。この濃のう厚こうでまったりした口溶けは出汁巻き玉子のジャンルには収まらぬ。言うなれば真しん出汁巻き玉子。食の殿堂入りを果たすに相応ふさわしい究極のメニューだ。

「それは良かったわ。高柳君はいかが？」

　ニッコリ微笑ほほえみ自然な流れでわたしと同じように高柳君に卵焼きを差し出す利沙。しまった！　これは罠わなだったんだ！　高柳君に料理上手な一面をアピールするための罠。わたしは騙だまされた。

「利沙！　もう一つ、いや！　三分の一くれ！　旨い物は皆でわけるべきだ。一人はみんなのために！　みんなはわたしのために！　アレクサンドル・デュマ・ペールを尊たつとぼう！　なぁ佐島君よ！」

「さすが、峰倉さんだ！　君の食い意地に大デュマも敬意を払うだろう。なぁ高柳よ！」

「……お前らが何を言っているのか意味わからない。河内。この馬鹿共にその卵焼きを振る舞ってくれないか？」

　利沙はしぶしぶ卵焼きを三等分にした。これで利沙の唾だ液えきは三等分で、わたしのヨダレも混じり合う。わたしは利沙の企みを阻そ止しし、佐島君は三分の一間接キスを楽しめる。加えて高柳君にわたしのＤＮＡが注入された。

『……楽しい？　あすみ』

「もちろん！」

　今この瞬間が最も愉ゆ悦えつに満ちているかというと、そうではないんだから。

　この後、日帰り温泉施設「天鳳」での愉快な時間が待っているんだ。それも楽しみで仕方がない！　大地のエキスが染み出した湯に高柳君が裸で包まれる。そして、彼の体と溶け混じった液体が温泉から川へ、そして海へと流れて雨という恵めぐみに姿を変えてわたしの元へ降り注ぐだろう。わたしは彼に包み込まれるのだ。ああ、梅つ雨ゆが待ち遠しい。

「……楽しい？　あすみ」

「もちろん！」

「それは良かったわ。早く一緒にお風呂に入りたいわね」

「うん！」

　あれ？　こっちは利沙の方だった。こいつはなんでこんなこと言うんだろ。一緒にお風ふ呂ろとか恥はずかしいじゃん。

　気恥ずかしくなって利沙から眼を逸そらすと、沢田が鶴亀ちゃんを追っかけ回していた。別にどうでもいいので湖面に眼を移すと、八艘そうほど浮かんでいるボートのうち一艘がこちらに近づいて来るのが見えた。なんか、それは他のボートとは違って時代劇に出てくるような渡し舟みたいに見える。そして、乗り手は編み笠で頭をスッポリ覆っており、艪ろを漕いでいた。

　虚無僧である。

　本屋ではティーンズ向けのファッション誌を立ち読みし、我が島村中学校では不可思議な術を用いてわたしを翻ほん弄ろうし、今度はぶらり舟遊び。行動が読めない。

「おい、あすみ。口を開けて何を見ている。物食ってる口の中を見せるなんてマナー違反どころか人間失格だぞ」

　虚無僧が視界に入っているというのに、高柳君には見えてないようだ。他のみんなも同じようで時代がかった舟が来航しても興味を示さない。

　わたしにしか見えていない？

　それがコンタクトレンズによるものか、虚無僧が幻術でも使っているのかは判断できないが、あのお坊さんがわたしを舟遊びに誘いに来たとは思えない。神しん出しゆつ鬼き没ぼつで薄気味悪いお坊さんだが、無意味に現れたことはないのだ。

「あの、ちょっとお手洗い行ってきます」

「いつも食事前にすませろって……おい、せめて話くらい聞け！」

「お叱しかりは後で！」

　高柳君を怒らせてしまったが仕方がない。虚無僧の舟を追って湖岸を走ると、舵かじが切られて木の陰に入ってしまった。わたしは浜辺みたいな湖岸から離れ、雑ぞう木き林ばやしを迂う回かいすると再び舟が見えた。舟の先には丸太造りの桟さん橋ばしがある。あそこに舟を着ける気のようだ。

「おーい！　お坊さーん！　今度は何の用だい!?　楽しんでいるところを邪じや魔ましないでもらいたいんだけど！」

　虚無僧は桟橋に舟を横づけにしたものの降りる気配はなく、そのままわたしを見上げている。なぜか編み笠の中から今まで感じたことのない威い圧あつ感かんを受けた。本屋で再会した時は人間的な温かささえ感じたのに、今は別人のように思える。それどころか、彼の「中身」が仏かと思えるほど人界とは異質なオーラを放っていた。

「峰倉あすみよ。これよりお主に災さい厄やくが降りかかる」

　また予言!?

「お坊さん！　それってこの旅行中に何かが起きるってこと!?　これから温泉に浸かってご飯食べるだけなのに何が起きるって言うのさ!?」

「わからぬ」

「なんすか、それ!?　わたしを困らせると地じ獄ごくに堕おちますよ！」

　虚無僧を覆っている不ふ穏おんな空気を払いたいために、軽口を交まじえたものの無意味だった。

「先も申した通り、お主を守護する星の巡りが悪い。しかも、お主を中心にして回る星々の一つが凶きよう星せいと化し爆発しようともしている。すなわち、これより災厄が起きる」

　爆発……？　リサが爆弾に巻きつかれた思い出したくない姿が浮かんだ。そしてリサの絶望した顔も。

　星の巡りと言われても想像はつかないが、二度とあんなのはごめんだ。だけど、こんな楽しい旅行の最中に何が起きるっていうの？　この後、バスで下山して、日帰り温泉に浸かって帰るだけなのに……。

「吉兆、凶兆は紙一重にして対を成す。そして、凶星はあらゆる事象、偶然、必然を取り込み、災厄を起こすだろう。心せねばならぬ」

「避ける方法は!?　どうすれば、それを避けられるんですか？」

　虚無僧は厳しい口調で断言をした。

「事態は避けられぬ。だが、最悪の事態は人智によって防ぐこともできよう。お主の行動が救済へ繋つながる標しるべとなる」

「わたしが？」

　虚無僧は質問に答えず、手にした錫しやく杖じようを船底に打ち付けて金属音を響かせると、槍やり投なげでもするかのように錫杖を構えて投とう擲てきした。錫杖はわたしの遙はるか頭上を飛び越えて山の中へ吸いこまれてしまった。呆ぼう然ぜんとしているわたしに虚無僧が再び言葉を放つ。

「峰倉あすみよ、肝きもに銘めいじよ。凶星に翻弄されれば吉星も砕くだけ散ちちろう。よいか、心して困難に備えるのだぞ」

　突然、激しい目め眩まいがわたしを襲った。湖が渦うずを巻くようにグルグル回り出し、立ってられない。

　虚無僧が桟橋から舟を漕こぎだすのが見えたが、目眩と共に視界が暗くなって闇やみ夜よにでも溶けるかのように舟は消えてしまった。

　そして、目眩が酷ひどくなって倒れかけた時、わたしを呼ぶ声が聞こえた。腕を摑まれて我に返ると、レインコートを着た佐島君がいた。それにリサも。

「……あれ？　佐島君？　どうしたの？」

「それはこっちのセリフだよ！　ずぶ濡れになるまで何をしていたの!?」

　そう言われて身体からだが冷えていることに気がついた。

　コートが濡れており、中に着ているセーターが湿っているのを感じた。いつ太陽が陰かげったのか、猛烈な勢いで雨が降っている。

「……今まで晴れてたのに、どうして？」

「君がトイレに行くと言って消えてから一時間も経たっている。何してたんだい!?　捜さがしたんだよ！」

　ずっとここにいた。この桟橋で舟に乗った虚無僧と話していた。それなのに横なぐりの雨が身体を打ちつけ、湖は荒れ始めている。

「峰倉さん、走って！　みんな遊覧船の乗り場で雨宿りしているから！」

　佐島君がレインコートを脱いでわたしに着せかけ、抱きかかえるようして走ってくれた。何が何だかわからないけど、異変が起きようとしてる。

　足下にはお弁当の包みが散乱していた。虚無僧が言った災厄が近づいてくる予感がした。
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「あ、あすみちゃん！　どこに行っていたの!?　ずぶ濡れだよ!?」

　遊覧船の乗り場へ辿たどり着つくと、鶴亀ちゃんが慌あわてながらもタオルで身体を拭ふいてくれた。時刻表わきの壁時計を見ると三時近い。佐島君とリサに言われたとおり一時間以上も雨に晒されていたらしいが、まるで記憶がない。

「まったく、心配させるなよ。峰倉のリュックはそこのベンチに置いてある。あとで沢田に礼を言っとけ」

『こんなにずぶ濡れになって……心配したんですわよ』

　ゴリ。それにユイヒメ。しかし、高柳君の姿が見えない。

「高柳君は？　まさか、わたしを捜しに？」

　するとゴリは宮里学級委員と顔を見合わせ、薄暗い室内を見回した。遊覧船乗り場は、雨宿りをする観光客で溢れ返っているが、その中に高柳君の姿は見えない。

「桟橋で突っ立っているお前を佐島が見つけた時には、高柳も一緒だったんだがな。宮里、知ってるか？」

「わからない。トイレでも行っているんじゃないのか？　それより雨が止やみそうにないぞ。予定を繰り上げてバスで駅前まで降りよう」

「船で対岸に渡った方が早いんじゃないか？」

　ゴリと宮里は天候悪化への対処を論じ始めた。どうやら高柳君はトイレかどこかに行って席を外しているだけ……らしい。

「ほら、あすみ。サイズは合わないと思うけど、このズボンを穿はきなさい。風邪をひいて、また入院でもされたら迷惑だわ。シャツは持っているの？」

「……ない」

「なら、これを持って早く着替えに行きなさい。トイレは向こうよ」

　利沙がシャツとアウトドア用のズボンをリュックから出してくれた。受け取ってリュックを持ってトイレに向かうと、リサが佐島君から離れてついてきてくれた。男子トイレの前で高柳君のことが気になって気配を窺うかがったが、人がいるようには感じられなかった。

『あすみ、早く服を着替えて。身体が冷えているし顔色も悪いわ』

　女子トイレで雨を吸ったジーンズを脱ぎ、利沙が貸してくれたズボンに穿き替える。そして、シャツを取り出そうとリュックの底を探ると、弁当箱が落ちてしまった。食べかけのソーセージやブロッコリーが転がって床を汚す。

　服が身体にへばりついて寒いというのに……。片づけようとしたら一枚の紙切れが弁当箱に貼はりついているのに気がついた。

『……あすみ、これ……』

　弁当の残りと一緒に落ちたのはレポート用紙だった。高柳君が書いた怪文書に似ている。半分に折られたレポートを開くとそこに書かれていたのは……




「ハイデラデマツ」




　廃はい寺でらで待つ？

『……これはハイキングコースで見た廃寺のことね？　高柳君があすみを待っているということかしら？』

「たぶん……」

　でも、彼の意図がわからない。この大雨の中、わざわざ引き返して廃寺なんかでわたしを待つだなんて。もし、わたしがこの書き置きに気づかなかったらどうするつもりだったんだ？

『あすみ！　まさか、行くつもり？』

　リュックから折おり畳たたみ傘がさを出したわたしにリサが驚いた。

「もしかしたら、人気のないところで告白でも考えているのかもしれないし……ね」

　わたしの思考能力ではそれが限界だった。告白はともかく、彼が来いと言うなら行かなければいけない。それにこの雨の中、待たせるわけにもいかない。

『誰かに断ってから行きましょうよ。せめて佐島君に』

「彼は利沙のそばにいる。あいつに感づかれたら面倒だし、すぐそこだから平気だよ」

　途中で見た廃寺までは山道を登って一〇分もあれば着くはずだ。さっきバスを待つとかゴリたちが言ってたし、すぐ戻ってくれば平気なはず。

『あすみ、なにか嫌な予感がするわ。わたしも一緒に行きたいのだけど……』

「わかってる。リサは心配しないで佐島君と待ってて。すぐ戻るからさ」

　みんなに気づかれないように外へ出た。雨は先程より激しさを増しており、折り畳み傘が風に煽あおられるとシャツが一瞬で濡れた。

　我ながら能のう天てん気きだと思う。虚無僧の予言を恐ろしく思っていたのに、高柳君からの書き置きで大雨の中を走ってしまう自分。

　ちょっと走っただけで、利沙が貸してくれたズボンが泥どろ水みずで汚れてしまった。斜面には泥水の流れができ、枯かれ草くさを押し流している。スニーカーがガボガボと音を立てて気持ち悪かった。

　高柳君はわたしに何の用があるのだろう。このところ彼の気持ちがわからない。公園でのことや、仁島さんへの手紙。わたしのことを何とも思っていないように感じるのに、追試の時は親身になって勉強を教えてくれた。男子たちの妄想少女が見えて、好きな人が誰かわかるのに、高柳君に関しては逆に想いがわからず不安ばかりが増してしまう。

　もし、この呼び出しが「告白」とかだったら……どんなにいいだろう。

「見えた」

　廃寺。

　風に揺れる木々の枝が不気味な音を立てて擦こすれ合あっている。昼前に見た時はさほど不ぶ気き味みに思えなかった寺だが、今は山門を潜るのを躊躇ためらうほど怪しく感じる。意を決して、立ち入り禁止のロープを跨またぐと崩れた本堂が見えた。

　ゴリが言っていたとおり、境内の奥は崖崩れの跡あとが生々しい上、雨のせいで傾いた木の根がヌラヌラと生き物のように揺れて、今にも土砂が流れ出して寺全体を飲み込んでしまいそうだ。

　ここは危険だ。

　なぜ高柳君は、こんな場所を指定したのだろう。それもわたしが「行方ゆくえ不ふ明めい」な時に。

　彼を捜すべく境内を見渡すと、一いつ箇か所しよだけ光の灯っているところを見つけた。山の斜面の一角……ゴリが言っていたお地蔵様が安置されているという洞窟からのようだ。ロウソクらしき光はそこから洩れている。

「こんなところで告白……？」

　そんなことは思っていないが、もしかしたら大事な相談でもあるのかもしれない。公園では最悪な受け答えをしたけど、今度こそきちんとした対応をしたい。

　だけど、リサが言うとおり釈しやく然ぜんとしないものを感じる。そもそも先程、入るなと言った高柳君が、洞窟なんかでわたしを待つのだろうか？　その時だった。

「峰倉さん！」

『あすみ！』

　洞窟の前で立ち尽くすわたしを後ろから呼んだのは佐島君とリサだった。レインコートを濡らして、息を切らしている。

「さ、佐島君!?　どうしてこんなところに!?」

「君を追ってきたんだ！　ずぶ濡れで桟橋に立っていたかと思えば、急にこんなところへ走り出して！」

『佐島君があすみに気がついてくれたの。あなたをすごく心配しているわ。だから、悪く思わないで』

　息を切らせた佐島君とリサはわたしにそう言う。遊覧船の乗り場から出て行くのを見られたようだ。しかし、高柳君がわざわざ呼び出したというのに、佐島君がいると意味がない。

『あすみ、とりあえず高柳君を見つけましょう。なんだか、このお寺にいると危険な気がするの』

　リサの言うことはもっともだ。

「……佐島君。ちょっと待ってて」

　折り畳み傘を閉じて洞窟に入った。山の斜面を掘っただけの洞窟だが、観光地らしく入り口に案内板が貼りつけられている。しかし、読む気はないしロウソクの明かりではよく見えない。洞窟内部はロウソクの橙だいだい色いろの光が灯るだけだ。土壁の窪くぼみに濃い影ができて、ゆらゆらと動いている。ここからでは奥まで見通せない。奥へ進むと佐島君もついてきたが、五メートルも進むとすぐに石造りのお地蔵様が見えてしまった。ようするに洞窟の奥だ。高柳君はどこにもいない。

「……いないや。高柳君どこだろ」

「もしかして、高柳を捜しに来たの？」

　例の書き置きを佐島君に見せると、予想外のことを呟いた。

「峰倉さん。高柳は君が出て行ったあと、缶コーヒーを買って戻ってきたんだ」

　どういうこと？

　この書き置きは高柳君が書いたんじゃないの!?

『……ごめんなさい。峰倉さん』

　洞窟に湿った声が反響した。

　その直後、入り口の方から身体を震わせる地響きが続き、途端に狭い洞窟の中が暗闇に包まれてしまった。

　そこには仄ほのかな光を帯びたサチコが立っていた。
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　なぜ、妄もう想そう少しよう女じよサチコが土ど砂しや崩くずれの起きた入り口に立っているのかわからない。というより、自分の置かれた状況がまるで理解できなかった。

　暗闇に眼は慣れつつあるが、足下がかろうじて見える程度だ。ロウソクの明かりがなければ真っ暗だっただろう。

「怪け我がはない!?　峰みね倉くらさん！」

　長い柄えの燭しよく台だいを持った佐さ島じま君がわたしを照らした。幸い、どこも怪我をしていないようだ。

「……何が起きたの？」

　佐島君が入り口の方へ明かりをかざすと、土砂によって塞ふさがれている入り口が照らし出された。

「大雨で地盤が緩ゆるんで土砂崩れが起きたんだと思う。どうやら閉じ込められたようだね」

　今の地震みたいな震しん動どうと轟ごう音おんは土砂崩れによるもので、わたしたちは生いき埋うめになったみたいだ。入り口を塞ぐ土砂はスコップ程度では掘り抜けないように見える。

「ちょっと、離れてて」

　それでも佐島君は出入り口だった場所に燭台を立てると、手を使って土砂を掘り始めた。雨を吸って泥どろのようになった土を掻かき出だす佐島君だが、こぶし大の石を引き抜くと彼の頭上に土つち塊くれが崩ほう落らくした。

「――佐島君！」

　とっさに飛とび退のいた佐島君。彼の目前には土砂が膝ひざの高さまで降り積もっていた。佐島君は頭やジャンパーに落ちた土や石を振り払いながら「中から掘るのは危ないようだ」と冷静に言ったが、彼に駆け寄ったリサの顔は青ざめていた。多分、わたしも同じような顔をしているだろう。わたしたちは洞窟に閉じこめられたのだ。

　このことだったんだ……。

　虚こ無む僧そうの予言はこの土砂崩れに巻き込まれることを指していたんだ。出入り口は絶望的に塞がれ、それを背にしている妄想少女サチコ。

　なぜ、彼女がここにいるのかわからない。しかし、制服姿の妄想少女はたしかにここに存在し、暗くら闇やみの中で仄ほのかに白い光を帯びて浮かび上がっている。その姿は聖せい女じよどころか幽ゆう霊れいのようだった。

「……サチコ、お前はなんでここにいるの？　もしかして沢さわ田だが近くにいるの」

　ロウソクに照らされた白い肌。彼女の首は横に振られた。

『……彼はそこにいますよ。峰倉さん』

「おーい。二人とも、無事かぁ!?」

「沢田か!?」

　助かった。

　外から聞こえる沢田の声に、佐島君の声が弾はずんだものの、沢田の返答は奇妙だった。

「無事で何よりだ。まったく、あんな書き置きで本当に誘い出せるとは思わなかったよ。高たか柳やなぎには感謝だ。あいつのスタンドプレーが最後まで役に立ってくれた」

　誘い出す？　どういうこと？

「沢田、何を言っているのかわからないが助けを呼んできてくれ。出られないんだ」

　嫌な予感がする。沢田は「誘い出した」と言わなかったか？

『……ええ。言いました』

　サチコ。

「佐島。すまないが助けることはできない。せっかく『高柳の書き置き』を使って、峰倉に罰ばつを与えられるんだからな」

『峰倉さん……あなたは優しい人だけど、彼の思ったとおりに動いてくれなかった。途中まで、これ以上ないくらい素晴らしい行動をしてくれたのに残念でなりません。だから、沢田君はあなたに罰を与えます』

「サチコまで何を言っているの？　沢田が言っている罰って何のこと!?」

　薄暗い入り口の前で無表情のままサチコは言った。

『まだわからないのですか？　彼の考えが。私たちの目的が』

「ちょ、ちょっと待ってよ。目的って？」

　しかし、サチコは答えない。代わりに口を開いたのはリサだった。

『……あすみ。今までのことを思い返して。図書室で発見されたユニコーンホテルのチケットを見つけたのは仁に島しまさん。怪文書を入れた可能性がある人は二人だけだった。そして、今の状況。この向こうにいるのは沢田君……』

　なんで今さらチケットのことが口にされるのかわからない。だけど、佐島君までおかしなことを言った。

「沢田。まさか、お前の仕し業わざなのか？　この土砂崩れも、書き置きも、そしてチケットのことも」

「ちょ、ちょっと、佐島君。何を言ってるの？　なんで沢田がそんな物騒なことをするっていうのさ？　あいつは軽い男だけど悪い奴じゃないよ」

　佐島君の言ったことに驚いたが、リサが彼の思考を読み取るように話し始めた。

『いいえ、沢田君は罰と言ったわ。あすみの机つくえに怪文書を入れたのは高柳君だけど、チケットを盗ぬすんだ犯人は沢田君だった。彼が犯人であれば、その理由が見えてくるわ』

　サチコを睨にらみながら言うリサ。わからない。チケットの件と洞窟に閉じ込められている理由が結びつかない。

『沢田君があすみと佐島君にこんなことをする理由は、チケットの見つけ方が悪かったからよ』

　見つけ方？　だって、あれは仁島さんが偶然見つけてくれた……

　だけど、待てよ。

　沢田がチケットを盗んだのだとすれば偶然だと考えられない。仁島さんの家に投とう函かんされた差出人不明の手紙。あれが沢田の手によるものであれば、仁島さんにチケットを見つけてもらうため仕組んだことになる……

『そのとおりです、峰倉さん。あなたの行動にはヒヤヒヤさせられましたが、本当に良く動いてくれた。特に教室を飛び出した沢田君を追ってくれた時は助かりました。仁島さんが学校に来たと知った沢田君は、準備室にチケットを仕込んだ。それなのにチケットを見なかったことにしようとした仁島さん。あなたが来てくれなければ、計画が破は綻たんするところでした』

　……あの朝、沢田が走り出した理由はチケットを図書準備室に仕し掛かけるためだったんだ。さらにサチコもリストカットまでしてわたしを図書室へ誘導した。いや、沢田はわたしが追って来ることすら計算して動いていたのかもしれない。

『全てご想像通りです。しかし、あなたは黙だまってしまった。チケットを見つけたのが仁島さんだと言ってくれさえすれば完かん璧ぺきだった。それができていれば、あの愚おろかなクラスメイト共の眼を変えられたのに』

　それって、つまり……

『沢田君はチケットを仁島さんに見つけ出させ、クラスに戻れるきっかけを作ろうとしていた……』

　リサがわたしの考えを代弁するように言った。あの怪文書はたしかに高柳君が書いたものだったけど、チケットを盗んで図書室に置いたのは沢田だった。そう考えると、不可解な紛ふん失しつと発見の辻つじ褄つまが合う。答えは洞どう窟くつの外から聞こえた。

「そのとおりだ」と。

『しかし、チケットは峰倉さんが自力で見つけたことにされた。そして、沢田君はあなたを恨うらんだ。あなたなら仁島さんのことを考えてくれると信じていたのに』

「待ってよ！　沢田には『仁島さんが見つけてくれた』って、きちんと言ったじゃないか！　あの子は目立ちたくないからって、わたしに黙っているよう言ったんだって」

「いいや。お前は噓うそをついている」

「噓じゃない！　それに、あんたが細さい工くしたおかげで仁島さんと電話できるようになったんだ。友達にもなれたんだよ。学校復帰も叶かないつつあるんだ。今日の旅行だって、仁島さんを誘ったし、お土産みやげを買う約束だってしたんだ。お前もマッグで一緒に聞いてただろ!?」

　だが、一言。

「あいつは学校に来ていない」

　沢田の声に狂気を感じる。コートのポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出して助けを呼ぼうとしたら、あるはずの携帯がどこにも入ってなかった。

「念のため、携帯は預かっておいた」

　沢田には学校で携帯を取られたことがある。奴はハイキング中わたしの周りにまとわりついていた。今思えば、携帯を抜いたり、リュックの中に書き置きを入れたのはあの時かもしれない。

「佐島までついて来たのは予想外だったが、洞窟内に電波が届くはずない。まぁ、仲良し男女二人で閉へい鎖さ空くう間かんを楽しんどけよ。気が向いたら助けを呼んでやるから」

　足音が遠ざかった。閉ざされた洞内には雨の音だけが残り、チロチロ灯るロウソクの炎ほのおが揺れるだけだった。

　状況は最悪だ。入り口は完全に塞がれ、掘り返そうにも崩落の危険があって不可能。明かりは小さなロウソクが一本。

　救いがあるとすれば高柳君たちが遊覧船乗り場にいることだ。いくら、行き先を告げなかったと言っても捜さがせない距離ではない……と、頭ではそう思っていても身体は震えている。寒さのせいではなく、閉じこめられた恐きよう怖ふがわたしを震えさせる。

「大丈夫だよ。峰倉さん。きっと、誰か助けに来てくれるから」

　佐島君が自分のジャンパーをかけてくれた。笑顔だけど、それが作り笑いだってことはわかる。だって、リサが不吉なことを言っているのだから。

『あすみ……この瞬間にも天てん井じようが落ちて来るかもしれないわ……まだ、いっぱいしたいことがあったのに……こんな洞窟で圧死するなんて嫌だよ……苦しんで死にたくないよ……』

　冷静で気丈だと思っていたリサが啜すすり泣ないている。いつも、わたしを優しく自信たっぷりに導いてくれるリサが弱音を口にするとは思わなかった。

　しかし、リサのそんな様子を見て、こんな時こそ、わたしがしっかりしなければという気持ちになった。それにリサが恐怖で震えているというのに、佐島君はそれをわたしに見せていない。そんな彼の心の強さに勇気が出てきた。

「……佐島君。わたしのせいで大変な目に遭わせてしまった。お詫わびのしようがない」

「気にしないで。僕は勝手に君を追って、勝手に閉じこめられただけなんだから。ほら、悲しい顔はしないで体を拭ふいて。濡れたスニーカーも脱ぬいで足をタオルで包んだ方がいい。外に出られるのは少し先になるだろうから、体を冷やしてはいけない」

　佐島君は洞窟の一番奥へ進み、お地じ蔵ぞう様さまの向かいにレインコートを敷しいた。

「奥の方が暖あたたかいようだよ。それにお地蔵さまが最悪の事態を防いでくれるはずだ」

　雑誌を敷物の上に置き、佐島君は「けっこう快適」と冗じよう談だんさえ言ってくれた。




　――ほら。リサ、泣きやんで。




　佐島君があんなに落ち着いているんだから君も気をしっかり持って。

　わたしは佐島君に言われたとおり、靴くつ下したを脱いで彼の隣に座った。リサも佐島君の隣に震えながらも腰を下ろし、そして膝を抱えた。

　お地蔵さまのご加護か、洞窟の奥は仄ほのかに暖かく、少なくとも凍とう死しする危険はなさそうだった。しかし、石仏の台座を背にすると、入り口の前に立ったままのサチコに眼が行った。わたしたちに罰を与えるため入り口を塞いだのはわかるけど、サチコはなぜここにいるのだろう。

『……捨てたんですよ。全部』

　サチコの眼が一瞬だけわたしに向けられ、すぐ俯うつむいた。

『……学校でもお話ししたとおり、沢田和かず久ひさという人間は見た目より傷つきやすく、「仁島祥さち子こ」という虚きよ像ぞうにすがって心の均きん衡こうを取る弱い男です。ご承しよう知ちでしょうけど、彼は図書室での会話を聞いていません。ですから、峰倉さんからすれば見当違いな恨みを抱いてしまい、腹いせにクラスメイトを危険に晒さらすほど彼の心は病んでいます。そして、それを自覚した彼はわたしも閉じ込めた。妄想の私にすら許しを得られないことに気がつき、自分の心も閉ざしたのです』

　サチコの身体が傾き、泥水の上に倒れた。白いブラウスが黒く染まっていく。そして、サチコは薄く透け始めている。

　沢田の行為に怒りを感じていたが、彼の深層そのものである妄想少女の言葉を聞くと、今度は自分に怒りを感じた。

　わたしはチケットが見つかったことに大喜びした。

　そして、仁島さんと電話で話せただけで安心してしまった。しかし、それはわたしだけで完結したことであり、仁島さんが学校へ来ない状況は変わっていない。沢田が思い描いていた「仁島さんがチケットを見つけてクラスに復帰する」というトゥルーシナリオはともかく、わたしは沢田の気持ちを無視していたのだ。

　間違えたんだ。

　物事の表面しか見ないで、みんなの気持ちを理解していなかった。その結果がこれだ。下へ手たしたら死ぬような事態に佐島君まで巻き込んでしまった。この洞窟から抜け出すことができなかったら、わたしはどうすればいい。わたしのせいで佐島君を死なせたら本当に取り返しがつかない。

「峰倉さん」

　佐島君が肩かたを叩たたいた。

「君のことだから、バッドエンドを想像しているんでしょ？　たとえば、姉さんが僕の遺い影えいに涙しているとか。絶対にそんなことにはならないから、涙を拭いて」

　いつの間にか泣いていたようで、頰ほおを伝っている涙にすら気がつかなかった。

　だめだ、こんなんじゃ。

　しっかりしないと。

　自分が引き起こしたことなら、責任を持って対処しないといけない。しっかりしないと高柳君に妄想少女が生まれてしまうって気がついたじゃないか。

「ごめん。物事悪い方に考えるのがわたしの癖くせなんだ」

「そして、すぐに高柳のことを考えるのも君の癖だよね」

　心を読まれているのか!?　佐島君を見ると笑っていた。

「やっぱり、高柳のことを考えていたんだ。本当に好きなんだね、あいつが」

「……そりゃそうだよ。佐島君だって利り沙さのことを考えていたんじゃないの？」

　きっと、チューしないで死ぬのは嫌だぁ！　……とか考えているんじゃないかな。ふと不安を覚えた。助けが来ないことに絶望した佐島君がトチ狂ってわたしにチューとか迫ってきたらどうしよう。やらずに死ねるか！　とか言って本能の赴おもむくままに……。少し彼との距離を取ると、また心を読まれたかのように笑われた。

「大丈夫だよ。君が嫌がることはしないから。それより高柳とはどうなの？　片思いのままなんだよね？」

　なぜ、恋話!?　しかし、黙ってると再び怖くなりそうなので答えた。

「ず――っと、進展なし。相変わらず断られるのが怖くて告白できない。利沙や仁島さんの勇気が羨うらやましいよ」

「君も進展なしか。同じ者同士、親近感を感じるなぁ」

　とても危機的な状況にいるとは思えない朗ほがらかな笑いが続いた。その笑い声にホッとした。彼がいてくれて助かった。もし一人だったら、この狭せまい洞窟の中で泣なき叫さけんでいたに違いない。後先考えず、入り口を掘り返そうとして生き埋めになった可能性さえある。もしかしたら、佐島君が高柳君の話を持ち出したのはわたしを元気づけるためなのかもしれない。

「佐島君も利沙に告白できてないんだね。でも、一緒に登校できるようになって進展はあるじゃないか」

「でも、邪じや魔ま者ものが僕の行く手を阻はばむんだよ」

『……高柳君がいるからね』

　リサが顔を膝に押しつけたまま言った。そうだった。利沙は高柳君と登校するために通学路を変えたんだった。佐島君にとって結構、微び妙みような状況だ。またしてもデリカシーのないことを言ってしまった。

「じゃあ、わたしが高柳君と付き合って邪魔者を消してしまおう。そうすれば万事解決だ」

　冗じよう談だんめかし、声を明るくして言ったが、佐島君は険しい声で答えた。

「それはだめだ」

　洞内に彼の声が響く。それほど大きな声じゃなかったのに、洞窟の中どころか、わたしの頭の芯まで揺さぶられるような錯覚を受けた。なぜかわからないけど、彼の言ったことが引っかかる。

　どうしてだろう？

『……二人が付き合えば、河内こうちさんが通学路を元に戻してしまうから』

　単純なことだった。そうなれば、佐島君は利沙と会うきっかけがなくなるから。

「でも、佐島君！　そんな消極的じゃだめだよ。ライバルは蹴けり落おとすくらいしないと恋れん愛あいは成じよう就じゆしないよ。せっかく、ここに対高柳用の峰倉あすみがいるんだから、わたしに告白しろってハッパをかけるくらいしないと、永遠に仲は進展しないって！」

「そうだね」と、朗らかさとは無む縁えんの乾かわいた声の佐島君。そして、「どちらにしても、ここを脱出してからだ」と立ち上がった。佐島君は入り口の前に立って「おーい、誰か助けてくれぇ！」と声を上げ始めた。時計は四時を過ぎている。本当だったら温泉で仁島さんと電話で話しながらお土産を選んでいたはずの時間なのに、洞窟なんかに閉じ込められて携帯は沢田の手元にある。

　きっと高柳君たちがわたしたちを探してくれているだろうけど、佐島君の声が届くようには思えなかった。雨音はさらに激しさを増しているし、こんな立ち入り禁止の廃はい寺でらにまで探しに来ない気がする。

　その時、外から携帯の着信音が聞こえた。わたしの携帯。沢田はすぐそこにいるんだ。

『……仁島さんからの電話……？』

　サチコが呟いた。




　――まだ間に合う。




　不意に虚無僧の言葉が頭の中に閃いた。最悪の事態はわたしの行動で避けることができるって、あのお坊さんは言った。

「沢田！　そこにいるんだろ!?　その電話は仁島さんからだ！　あんたは信じてないけど、わたしは仁島さんと友達になったし、学校で会う約束もした！　噓だと思うなら、その電話を取って聞いてみてよ！」

　返事がない。だけど、壊れてしまった沢田の誤解を解くには、直接仁島さんと話をさせるしかない。軽口は叩くくせに、肝かん心じんの仁島さんと話したことのない沢田。この電話が何かのきっかけに……いや、これが最後のチャンスなんだ。

「サチコ！　お前も願って！　あいつはあんたの存在を消していない！　まだ仁島さんのことが好きなんだ。お前も沢田のことが好きなんだろ!?　なら、沢田がこれ以上、おかしくならないためにその電話を取るように言って！」

　妄想少女の声が宿主に届かないことは知っている。

　それでもそう言わずにはいられなかった。すでに輪りん郭かくを捉とらえられないほど薄くなっているサチコ。痩やせ衰おとろえ、立ってられないほど弱ってしまったサチコ。

　呼び出し音が続く携帯。四回目、五回目、六回目……




『その電話を受けて下さい。沢田君』
















　サチコはわたしの願いに応こたえてくれた。そして、その願いが通じたかのように沢田は携帯に出てくれた。

「……仁島か？」

　きっと、仁島さんはわたしの携帯に沢田が出て驚いているだろう。おそらく、四時に電話がかかってこなかったから、わたしに電話を入れてくれたのだと思う。まさか、こんな窮きゆう地ちにおいて彼女が事態を動かすための鍵かぎになるとは思わなかった。

　しかし、外で何が話されているかわからない。

『あすみ。今、大声で仁島さんに助けを呼びかけたらどうかしら？　もしかしたら声が届くかもしれない』

　確かにリサが言うように、わたしの叫び声が聞こえれば仁島さんなら何かアクションをとってくれると思える。だけど、それではいけない気がする。虚無僧は言ってた。対応を誤れば最悪の結果に陥ると。

　信じなきゃ。

　ここは沢田を信じなきゃ……いつか、サチコも言っていたじゃないか。『信じてほしい』と。

　わたしはあいつを信じる！

『……ありがとうございます。峰倉さん』

「サチコ」

『……今、沢田君は仁島さんから全部聞きました。彼女は三年生になったら学校に行くと約束してくれています。旅行のことや温泉のことも話しています。あなたのおかげで沢田君は仁島さんと話をしています』

　ずっと生気のない顔をしていたサチコの声に張りが感じられる。

『仁島さんは峰倉さんのおかげで学校へ行こうと決意したと言っています。あなたの言っていたことが噓ではなかったと彼に伝わりました……』

　豪雨に混じり、外から土の掘られる音が聞こえ始めた。沢田に真実が伝わったんだ。

『……ごめんなさい、峰倉さん。危険な目に遭わせてごめんなさい。今、ここから出します』

　沢田がわたしたちを掘り出そうしている。おそらく、スコップを使っているのだろう。ザクザクと土を突き刺す音と、土が放り投げられる音が続く。

「佐島君、もう少しで外に出れるよ！」

「いや……ちょっと待って……」

　どうしたのか佐島君はロウソクを洞窟の入り口に近づけると、天井にかざした。そして……

「沢田！　そこから離れろ！」

　佐島君の叫び声と同時に地鳴りが轟いた。

　それはさっきよりずっと大規模なもので、この洞窟ごと押し流されると覚悟するほどだった。地響きが静まって、佐島君が持つ燭台が動き出してからやっと、わたしは何が起きたのか理解した。

　サチコが。

　サチコが呻うめき声ごえを上げている。これの意味するところは！

「沢田、返事して！」

　しかし、返事がない。さっきまで近くに聞こえていたスコップの音や沢田の気配が感じられない。

「何があったの!?」

「きっと、土砂崩れが起きたんだ！　沢田が巻き込まれたんだよ！」

　わたしは境けい内だいの土砂に押おし潰つぶされた本堂の惨さん状じようを思い出した。もし、沢田があんな大規模な土砂崩れに飲み込まれていたら……。

　入り口に這はいよって土砂を掻き出そうと手を押し入れたが、土は水を吸ってさらに脆もろくなっていて、土を掻き出すどころか押し入れた手が抜けなくなるような状態だった。

「峰倉さん！　不用意に掘るのは危険だ。そこから離れるんだ！」

　そんなこと言われても、じっとしてられない。

『あすみ！　あなたまで生き埋めになるわ！　それに落ち着いて！　沢田君は大丈夫だから』

「なんで大丈夫なんだよ、今の音を聞いただろ!?　沢田が大変なことになってるんだ！」

『サチコが無事でいるわ！　もし、沢田君に何かあったのなら、彼女も消えてしまうはずよ！』

　リサはパニックになったわたしを叱しかるように叫んだ。

　だけど、『何か』って何だよ、リサ……。確かにサチコは消えていないけど沢田は土砂に埋もれている。意識はあるけど、身動きが取れないんだ。

「――沢田！　聞こえるか!?　返事をしろ！」

　佐島君が悲鳴のような声を張り上げる。そして、わたしを恐怖させるのはサチコの身体だ。彼女の身体は泥水に浸食されるかのように消えつつある。

　虚無僧の忠告は洞窟に閉じ込められることではなく、沢田のことだったんだ。凶星というのは、わたしに降りかかるものではなく沢田が危ないという意味だったんだ。

　どうすればいい。このままじゃ、サチコが……

　沢田が死んでしまう。

『……峰倉さん』

「サチコ！　大丈夫か!?」

　沢田の妄想少女は痛みに耐えながら、わたしに言った。

『……あなたには本当に感謝しています。おかげで沢田君は仁島さんと話すことができました。最後に願いが叶いました……』

　最後……？　サチコは血の気を失い、徐々に身体が見えなくなっている。最後という言葉がこれ以上なく不吉に感じられた。遺ゆい言ごんのようにしか聞こえない。

「待って、沢田はどうなってるの!?　気をしっかり持ってよ！」

　答えがない。せっかく、誤解が解けて仁島さんのこともこれからだという時なのに。

「峰倉さん」

　振り返るとロウソクを燭しよく台だいから外した佐島君が立っていた。燭台の長い棒に携帯を括くくりつけている。

「僕の携帯にはＧＰＳ機能がついている。これを電波の届くところまで押し込む」

　ＧＰＳ？

「どういうこと!?」

「携帯の電波から居場所を特定するって聞いたことはないかい？　この燭台を使って携帯を洞窟の外まで出すんだ。僕らを捜しているはずの高柳たちが警察に捜そう索さくを求めていたら見つけてくれるはずだ。そうすれば沢田を助けられる。手伝って！」

「わかった！」

　何も思いつけなかったわたしの代わりに、佐島君はこの場に残されている唯一の手段を思いつき、実行しようしている。

「問題は、土砂の厚みがこの燭台の長さを超えていたら、お手上げってことだ」

「やるしかない！」

『あすみ、急いで。サチコの様子が……』

　痛みに耐えていたはずのサチコがぐったりしている。洞窟に融とけ込んでしまいそうなほど、身体が透けている。早く……！

　佐島君は土砂の一角を狙って携帯を先につけた燭台を刺し入れた。一メートルくらいある燭台は携帯を土砂にめり込ませ、ズブリと半分ほど潜り込んでいく。わたしも彼を手伝って棒を押す。棒の末端まで押し込んだが、土砂を貫かん通つうする感触は感じられない。

「なにか……この燭台を押す物はない……か？」

　押す物！　お地蔵様しかない洞窟には燭台が一本あっただけだ。この燭台だって、沢田がわたしを誘おびき出だすために用意した物だろうし、あいつが何か役立つ道具を残すわけない。

　助けてよ。虚無僧。心の中にいるとか言ってるなら、何か助言してくれよ。こんな時、虚無僧が持っているような錫しやく杖じようがあれば……あの長い錫杖があれば携帯を押し出せるのに……って、錫杖!?

　ふと、洞窟の奥に安置されているお地蔵様を思い出した。あの石仏の手には錫杖のような物が握られていた……気がする。

　わたしは洞窟の奥に走った。お地蔵様の手には鉄製の錫杖が握られており、簡単に取り外すことができた。

『あすみ！　それで押し込んで！』

「そのつもり！　佐島君、どいて！」

　わたしは根本まで押し込まれた燭台の棒を、錫杖で力の限り突いた。それを佐島君も押し込んでくれる。少しずつ棒が土砂に吸い込まれていく。そして、突然ボコリという感触と共に抵抗がなくなった。携帯が外へ転がる音が確かに聞こえたのだ。

「やった！」

　しかし、喜びは一瞬だった。

『あすみ……！』

「リサ！　これで助かるよ……って、サチコは!?　リサ、あの子はどこ!?」

　ついさっきまで、わたしたちが棒を押し入れるのを見守っていたサチコの姿がどこにもなかった。横たわっていたはずの場所にはリサが座りこんで涙を流していた。

　そして、それから助けが来るまでの数時間は、わたしにとって最も長い時間だった。
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「――無ぶ事じか!?」

　懐中電灯に照らされたかと思うと、大人の手によって洞どう窟くつから引き出された。

　外は雪で覆おおわれていた。

　どこも真っ白で、作業着姿の人が掛けてくれた毛布の隙すき間まから崩くずれたお寺の跡あとが見え、その前を警察の人や消防団員が駆け回っているのが、まるで他ひ人と事ごとのように思えた。

　携帯を押し出すことに成功してから、どれくらい経たっただろう。サチコが消えてしまってからどれだけの時間が過ぎたのだろう。しかし、それ以上のことを考えるのが怖くて救急隊員の質問にも答えられずにいると、一人の男子が大人たちの人垣を押おし退のけ、毛布ごとわたしを抱きしめた。

「――この馬ば鹿か野や郎ろう！」

　高たか柳やなぎ君……。

　彼は怒っているとも安あん堵どしているともつかない歪ゆがんだ顔で、わたしは胸が締めつけられるようだった。そして、彼の体温を感じたことで恐ろしい現実がじわじわとわたしを襲おそってきた。

　サチコが消えたということは考えたくないことを意味している。佐さ島じま君が洞窟の中で沢さわ田だが生いき埋うめになったことを外の人に伝えてくれたけど、それが無む駄だなことだとわたしにはわかっていた。

　沢田は力尽きた。

　土ど砂しや崩くずれの現場は大きなライトで煌こう々こうと照らされている。わたしの背後には救助隊員が掘り起こしてくれた小さな穴と、すっかり形を変えた地形があった。

　そして、この足下のどこかに沢田がまだ埋まっている。たぶん、わたしの携帯で仁に島しまさんと話をしながら、彼は土砂崩れに巻き込まれたに違いない。

　痛かっただろう。

　苦しかっただろう。

　一四歳で天てん寿じゆを全まつとうしないまま沢田は死んでしまったのだ。

「あすみちゃん！」

　鶴つる亀かめちゃんが抱きついてきた。頰ほおをグシャグシャに涙で濡らしている。

「鶴ちゃん、亀ちゃん……それにみんな……」

　Ｄ組のみんなが、高柳君たちがいた。しかし、Ｄ組は一人欠けてしまったんだ。

　それもわたしが対処を誤ったから。

　わたしを囲むように立っているクラスメイト。その中から一人、歩み寄ってきた。

　それは沢田の想い人、仁島さんだった。

　なぜ、彼女がここにいるのかわからない。もしかしたら、沢田との電話に不ふ審しんを抱いて駆けつけたのかもしれない。仁島さんは蒼そう白はくな顔でわたしを見たかと思うと、涙と共に顔を歪ませ、膝ひざから崩くずれ落おちた。

「良かった……峰みね倉くらさんが死んじゃったらわたしどうすればいいかって……」

　泥まみれのわたしに縋すがりついて泣く仁島さんに、サチコの姿が重なった。

　わたしは助かった。けど、沢田が……。

「……全部、わたしのせいだ……沢田が死んだのはわたしのせいだ……」

「そうだ。お前のせいだ」

　重い言葉がわたしを責める。その軽薄な声がわたしを締めつける。沢田の声がわたしを責せめ苛さいなむ。

「――って、沢田!?」

　みんなの後ろに担たん架かに載のせられた沢田がいて、救急車で運ばれようとしているところだった。死んだんじゃなかったの!?

「勝手に人を殺すなよ」

「峰倉さん。あなたたちが生き埋めになったことを沢田君が教えてくれたんです」

「え？」

　仁島さんが泥どろまみれになったわたしの携帯を手に載せていた。

「沢田君は自分も埋まっているのに、峰倉さんと佐島君の危機を伝えてくれました」

「それを俺たちに連絡してくれたのは仁島だ」

　高柳君。

「取り乱した仁島が最初何を言っているのかわからなかったが、状況を知って驚いた。命の恩人だぞ、仁島は」

「そうだよ。あすみちゃん。仁島さんがいなかったら、どうなってたかわからなかったんだから」

　そう言って、再び泣き崩れる鶴亀ちゃん。待って、状況がわからない。沢田はあの土砂崩れで埋められたんじゃないの？　そもそも、この状況で無事な方がおかしい。沢田は担架に載せられているものの、五体満足で口を開く余裕さえある。

「ああ――仁島がいなかったら、俺も死んでたぜ――三人も人の命を救うなんて聖せい女じよみたいな奴だぁ――」

　……芝居がかってる。

　しかし、クラスのみんなは彼の言葉に涙して、仁島さんを称たたえている。

　まさか、これは……

『あすみ』

「リサ」

『どうも、沢田君の計画に乗せられていたようね』

　わたしたちを閉じ込めて、それを仁島さんに伝える。しかも、自らも生き埋めになったふりをして、仁島さんに救われる。

　すべて、仁島さんをクラスに戻すための計画だった……のか!?




　……沢田の馬ば鹿か野郎。ここまでしなくてもいいだろ。




　だとすれば、あのサチコが消えたのも演出の一つってわけか。沢田も沢田だが、サチコもサチコだ。さすが、沢田の妄想少女。あんなに見事な噓うそをつくなんて。

「いるんだろ？　サチコ？」

　一言文句を言ってやりたくて、噓つき妄想少女を呼んだ。しかし、閉じ込められていた洞窟からは返事が返ってこない。

「……サチコ？」

　廃はい寺でらのどこからもサチコの返事はない。

「リサ！　サチコがどこにもいないよ」

『あすみ。妄想少女の存在理由は何？』

　何？　リサは何を言ってるの？　沢田はわたしたちを使って、仁島さんの復帰を手助けした。サチコが消えてみせたのも、わたしを切せつ迫ぱくさせるための演出じゃなかったの？

　しかし、サチコはどこにもいない。

『サチコは役目を果たした。沢田君は仁島さんと話ができた上、彼女の学校復帰という手助けも成なし遂とげた』

　まさか、それが成就したからサチコが必要じゃなくなったの？




　……噓をついてすみませんでした。




　真っ暗な洞どう窟くつの奥からサチコの弱々しい声が聞こえた気がした。
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　結局、事態は全てが沢さわ田だの思おも惑わく通りに進行した。

　三月二一日。

　中二の最後を締めくくる修了式は、校長による恒こう例れいの長い訓くん示じが読まれることはなく、その代わりに警察署の署長さんによる感謝状の授与と、救助要よう請せい者の道徳的振る舞いを称える訓示が行われた。その対象はもちろん仁に島しま祥さち子こさんである。

　そして、命を救われた沢田和かず久ひさ、佐さ島じま洋よう平へい、そして峰みね倉くらあすみの三人は事前に書かされた「命を救われて」という題材の作文を朗ろう読どくさせられたのである。

　一般大衆というのはいい加減なもので、この前まで《図書室の凶きよう女じよ》と囃はやし立たてていた仁島さんのことを《図書室の聖せい女じよ》と敬称を戻し、人によっては《図書室の救世主》と呼ぶ者さえいた。ここに至って、二カ月前の罪は贖あがなわれたのだ。

　もっとも、わたしは洞どう窟くつに閉じ込められたことで《島しま中ちゆうの遭そう難なん者しや》なんて二つ名をつけられ、からかわれている。同時に、佐島君と二人っきりで閉じ込められたものだから一部の女子からは誤解を受けてその釈明に忙しかった。ぶっちゃけ、死ぬほどの恐怖を味わったというのに困ったものである。

『まぁ、九死に一生、無事で何より。峰倉あすみの名前が有名になって良かったじゃん』

　と、ミウが未いまだにからかう。

『まったく、下手くそな朗読でしたわ。せっかく助かった命はさほど人類に貢こう献けんできなそうですわね』

　嫌みを言うユイヒメ。ふたりの冗じよう談だんに笑うリサ。

　あれから数日経たって、わたしも落ち着きを取り戻した。

　あの土ど砂しや崩くずれによって閉じ込められたわたしたちは深夜二時に救出された。そんなに長い時間閉じ込められていたとは思わなかったし、佐島君も驚いていたが、閉へい鎖さ空くう間かんでは時間の感覚が失われれると病院で説明されて、納得させられた。しかし、閉じ込められた一○時間の間、外は大変な騒ぎになっていて、警察や消防団が来るまで、高柳君たちみんながずぶ濡れになって捜してくれたという。

　そんな中、利り沙さが倒れたと聞いた。みんなが止めるのも聞かず、風雪に晒さらされながら土砂を掻かき分わけていたらしい。お父さんが勤める会社の人という男性が車で迎えに来て、病院に行くこともなく翌日学校に来たというが、しばらく申し訳なくて眼も合わせられなかった。利沙は「私が勝手に倒れたのに、なぜあなたが気にするの？」と言ってくれたけど、わたしの軽率さが原因で体調を崩したのだから、反省しなければ……。でも、……ありがと、利沙。

　そして沢田。

　これも後から打ち明けられたのだが、沢田は前日から箱はこ根ね入りし洞窟に細工をし、その上で遅ち刻こくを装よそおいみんなと合流して、洞窟にわたしたちを誘おびき出だしたのだそうだ。しかし、二度目の大きな土砂崩れは意図したものではなく、彼自身も軽い怪け我がで済んだことが不思議だと語った。土砂崩れは奇跡的にも沢田を滑すべり台だいに載せたかのように流し、下半身を埋められただけで済んだらしいが、わたしたちと違って外で豪ごう雪せつに晒さらされた上、半身が埋まっていたにしては異常なほど元気だと、医師が首を傾かしげる始末だった。

　消防団員の中には「お地じ蔵ぞう様さまの奇跡」だとか言う人もいて、わたしたちを助けてくれたお地蔵様と錫しやく杖じようは僧そう侶りよによる厄やく払ばらいを終えた後、しかるべき場所に移されると言う。

　不可思議な時間の経過と奇跡的な幸運。それがなければ、命を落としていたに違いない。

「虚こ無む僧そうが助けてくれたのかな……」

　と、呟つぶやく程度にはオカルトだったと思っている。

　まぁ、真実はわからない。

　どっちかというと、命の危機に陥おとしいれた沢田を責めず、「事故」の理由を「肝きも試だめし」にした自分たちの方がオカルトである。

　ただ、今回のことは幸運が重なったことで事態がこの程度に収束したと思ってる。真実を知るサチコが消えてしまった以上、確かめる術すべはないけれど、あの時の沢田は恨うらみを晴らすことしか考えていなかったような気がする。

　クラスメイトを洞窟に誘おびきよせて出入り口をふさぐ……普通ではない。たまたま奪っておいた携けい帯たい電でん話わに仁島さんからの着信があったから、結果的に「仁島さんに手柄を立てされる計画」に変わったのではないだろうか。

　もし、そうだとすれば、「命を救われて」なんて作文を読んだけど、確かに仁島さんに救われたのだ。

　そして、あの電話をするよう約束させたのは高たか柳やなぎ君。つまり、風ふう前ぜんの灯ともし火びだった命は高柳君のおかげで救われたことになる。ようするに命の恩人は高柳君。一生を彼に捧ささげなくてはならない。

『相あい変かわらず楽天的ね』

「佐島君も似たようなものじゃない？」

　吹き出すリサ。




　菜の花が咲き始めた季節。

　これから春休みが始まり、中学三年生という義務教育最後の学年をわたしたちは迎える。

　この調子ではまた何か事件が起こるような気がする。そして、その前兆はすでに現れていた。作文朗読が終わった体育館で、救助された三人のうちの一人がおもむろに手を上げたのである。

　沢田だ。

　すでに修了式は終わろうとしている。

　校長は全校を統すべる権力を有しているというのに、二年Ｄ組に在籍する沢田和久が挙手した意図を計れず、校長に代わって我がＤ組の土井担任が「何か言いたいことがあるのか？」と言って沢田を立たせた。

　すると、軽けい薄はく男子はツカツカと校長のいる壇だん上じようへ進み、キョドっている校長からマイクを自然な仕し草ぐさで奪い取ったのである。

　沢田の様子に体育館にいる全員が注目し、何を言い出すのか待った。静まり返った体育館で彼は全校に向けて、いや、ひとりの女子に向かって発言した。

「俺、沢田和久は残った人生の全てを仁島祥子に捧げます」

　唖あ然ぜんとした全校生徒の口が開けられるのを、わたしはひな壇の上から見ることができた。
















　……相変わらず痛い奴。




　こうして、仁島さんこと《図書室の聖女》は軽薄で噓つきな《聖女の騎き士し》を手に入れた。もっとも、仁島さんは顔を真まっ赤かにして俯うつむいてしまっているけど。




　でも、これで全部が解決。

　妄想少女サチコの願いも叶った。きっと、あの薄幸な妄想少女がいれば喜んでいるだろうけど、消えることができたから沢田が痛い告白をすることができたのだ。

　サチコが消えたのを悲しいだなんてわたしは思わない。

　妄想少女はそんな存在。大好きな男子の妄想から生まれ、妄想が叶ったら消えてしまう女の子。




『さぁ、あすみ。また忙しくなるわ』

「リサ」

『これから春休み。すぐに中三。河内こうちさんは準備万全。高柳君を奪われないように頑がん張ばろうね』

「うん！」

　これから、わたしのバイタリティが最もみなぎる春の始まりだ。絶対の絶対に高柳君と付き合ってやるぞ！

　しかし、新たな気持ちで見た高柳君に変化を感じた。彼の背中。




　高柳君の背中に見たこともない女子がフワフワ浮かんでいたのである。








あとがき




　こんにちは。やのゆいです。

「わたしと男だん子しと思し春しゆん期き妄もう想そうの彼かの女じよたち」の第二巻、お読みいただきありがとうございました。こうして、あとがきまでたどり着いたことが嬉うれしくてなりません。これもひとえに皆様のおかげです。

　さて、今回の「わたかの」（わたしと男子と思春期妄想の彼女たちの略）なのですが、サブタイトルと本文の内容が微び妙みように食い違っていることをまずお詫わびしなくてはなりません。※以下、ネタバレを含みます。

　サブタイトル「外がい泊はくですが何なにか？」……ごめんなさい。

　あすみたちをホテルに連れて行けませんでした！　ある意味、あすみと佐さ島じま君が一夜を共にしたっぽいので噓うそではないのですが、当人たちはそれどころじゃなかったようですね。なんだか、「あすみにだけ旅行に行かせたくない」という、旅行好きな作者による悪意が感じられるようですが、それは誤解です。

　旅行と言えば、先日聖地巡礼に行くことができました。聖地と言っても世界遺い産さんに登録されている名所旧跡ではなく、アニメや漫画の背景に登場する「聖地」のことです。キャラクターたちが生活する土地を探訪し、歩き回りながら彼らの日常を妄想するのが「聖地巡礼」であり、「舞台探訪」とも言うようです。観光地を楽しむだけでなく、お気に入りのキャラクターを身近に感じることができるので、妄想好きにとっては楽しい旅行のスタイルで、最近のマイブームです。

　それでどこへ行ったかというと風ふう光こう明めい媚びで名高い長なが野の県けんです。諏す訪わ湖このほとりで某麻雀マージヤン漫まん画がの登場人物を捜さがしました。残念ながら登場人物の方々は大会に出場していて「不在」でしたが、長野へ行ったことでユニコーンホテルを頭の中から発見できたのは大きな収穫でした。

　そんな流れで思い立ったのが、自分の作品の聖地巡礼です。

「わたかの」の舞台は私が暮らしている町内をイメージして書いているので、自宅を出た瞬間に巡礼がスタートするためお得でした。完全に自己満足的でお手軽な舞台探訪ですが（聖地は恥はずかしいので「舞台探訪」にします）あらためて彼女たちの通学路を歩いてみると様々な発見があって面白かったです。野の良ら猫ねこが増えてたり、新しい家が建っていることに気がつくなど、いつもとは違う視点で町を歩くと風景が変わって見えるので興味深いものです。それに、立ち読みをするため寄った本屋では虚こ無む僧そうが現れそうな気配も感じられ、妙なスリルを味わうこともできました。

　また、勢い余って今作の舞台になった箱はこ根ねにも行ったのですが、「廃はい寺でら」はどこかの中学生が土ど砂しや崩くずれれを起こしたため跡あと形かたもなく消えていました。もし「わたかの」の舞台探訪をお考えになる方がいらっしゃいましたら、廃寺は絶対に見つからないので探さないで下さい。あすみたちの代わりに温泉でくつろいで下されば幸いです。

　さて、妄想旅行はこれくらいにしてお礼をいくつか。

　第一巻のあとがきで「皆様の妄想少女を募集！」的なことを書かせていただいたのですが、ありがたいことに素敵なイラストや設定が満載のお手紙が届きました。本当に嬉しくて、つい本文に登場させてもらいました。冒頭に登場した三名の妄想少女たちがそうです。

　まずはＨ．Ｋさんが考えたゴスロリちゃん。名前はサトミ。妹がマソミという名前でふたり合わせて「サドマゾ姉し妹まい」という設定。やの的に大ヒットな設定です。この姉妹がケンカを始めたら大変なことになってしまいそうで興味が尽きません。それとＨ．Ｋさんからは質問も頂きました。「妄想少女を二人宿すことができるのか？」。答えはイエス。ただし、相当歪ゆがんだ性格の男子である必要があるかと思います。理由は推して量るべきですね。

　お次はＧ．Ｓさん考案の美人秘書レイコさん。彼女の出身地は大おお阪さか府ふで、「小太りな彼」と一緒に引っ越してきたとのこと。驚いたことに男子の設定も頂きました。レイコさんが関西弁で業務報告する光景を妄想すると仕事がはかどります。ちなみにストッキングを伝線させたのは私の仕し業わざで、泣きぼくろをつけたのはみやびあきの先生のナイスプレーです。このレイコさん、私の所に転職してきてくれないかと本気で妄想してしまいます。

　三人目は妄想魔ま法ほう少女のナノカちゃん。様々な魔法少女をフュージョンさせたナノカちゃんの魔法力は五三万。微妙に別属性の設定も混ざっているところがミーハーで可か愛わいいと思います。おそらく三回ほど変身をすることができる気がしますし、元気な玉で倒せそうです。あ、倒しちゃいけませんね。魔法少女的なイメージで考えれば、夢と希望を魔力に変えて敵をやっつけるのが正解でしょうか。ちなみに彼女と行動を共にするインジュウ（マスコットキャラの名前）が、ラスボスとのことです。

　マソミ、レイコ、ナノカの三人娘を考えて下さった三名の方、ありがとうございました。また、全ての妄想少女の設定やイラストを物語に反映できませんでしたが、本当に嬉しく思っています。私の妄想ストックに入れさせてもらい、より良い作品づくりをすることでお礼に代えられればと思います。

　それではあとがきスペースも少なくなってきたので、この辺あたりで失礼します。この本の製作に携たずさわっていただいた方々、相談にのってくれた友人たちに感謝しつつ、再び皆様にお会いできる日を願って筆を置きます。

　最後になりますが、このたびの東日本大震災で被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。皆さまの安全と、一日も早い復興を心より願っております。
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